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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







おおかみさんなんでかわかんないけどすごく見られて困る

おおかみさんの知らないところでなにやら悪巧みが進行する

おとぎの街のアリスさんとキリギリス

亮士くん恋に悩んでいたら変な人と遭遇する

あとがき
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　　　おおかみさんなんでかわかんないけどすごく見られて困る







　夏休みの御お伽とぎ学園校内を、紙パックのジュースを二つばかり抱かかえたおおかみさんがとことこ歩いていた。そのすらりと伸のびた長い足で大地を踏ふみしめるたびに、腰こしまで伸のびた茶に近い髪かみがしっぽのように揺ゆれる。

　目つき悪……じゃなくて鋭するどく強い意志を感じさせる瞳ひとみに、それなりに整ったお顔、背が高くスラッとしたスタイル。おおかみさん、相変わらず凜り々りしいです。

「暑っちぃ～」

　…………残念ながら、暑いからか凜々しさがかなり減退しちゃってますが。

　だが、そこは腐くさってもおおかみさん。狼おおかみとはいわないまでも犬くらいの野性的なかっこよさ残っています。……そこのあなた、犬ってもうすでに飼かい馴ならされすぎて野性感じなくね？　とか言わない。

　ともかく、そんな犬科のおおかみさんがいるなんの変へん哲てつもない夏休みの風景。

　そんな、いつもとなにも変わらない風景の中にかすかに覚える違い和わ感に、おおかみさんは眉まゆをひそめた。

「……………………なんだ？」

　なにやら視線を感じるのだ。見られているのだ。すごく見られているのだ。

　過去、おおかみさんが不ぶ躾しつけな視線にさらされるのは別に珍めずらしいことではなかった。なぜならおおかみさんは特に中学生の頃ころ荒あれてたから。いや実際には荒れてたというよりか、おおかみさんがりんごさん以外の他人とは関かかわらないようにしていたら、愛想の悪さと目つきの悪さと見た目の怖こわさで敬遠されるようになっただけなのだが。とどめで他校の不良と喧けん嘩かしてたなんて噂うわさが流れて一いち躍やく要注意人物と化したために、おおかみさんは思いっきり腫はれ物もの扱あつかいで遠巻きに眺ながめられる要監かん視し対象になってしまった。

　そんな、切れたナイフとか恥はずかしいあだ名がつきそうな中学生の頃のおおかみさんに関わろうとするのは、りんごさんと物もの怖おじしなさすぎて困る快楽主義者の桃ももちゃんほか数名くらいだった。

　だから、おおかみさんは冷ややかな視線なら慣れてたし、無視して気にすることもなかったのだ。しかし、この視線はなんか違ちがう。

　たとえるなら…………いつぞやの亮りよう士しくんとの初遭そう遇ぐうと同じな背中がむずむずする感じだ。

「…………むぅ」
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　亮りよう士しくんがおおかみさんに向けるような居い心地ごこちの悪さを感じる視線に、おおかみさんは身をよじる。

　しかも、亮士くんみたいに隠かくれているわけではない。部活をしている生徒、友人同士で木こ陰かげのベンチでだべっている生徒、通りすがりの生徒、そんななんの変へん哲てつもない実に普ふ通つうの生徒たちが、おおかみさんが目の前を通ると視線をなぜかこちらに向けるのだ。その視線は恐おそれているわけでも嫌けん悪おしているわけでもなく、好こう奇きというほど下げ世せ話わではなく、言うなれば……そう、親しみとかほのぼのとかそんな感じの視線なのだ。子こ猫ねこや子犬を眺ながめるときの視線に似ている。

「…………………………………………………………うー」

　わけはわからないが非常に居心地が悪い。

　おおかみさんは唸うなり声を上げながらそんな視線から逃にげるように足を速めた。




　わけのわからない視線から逃のがれたおおかみさんが御お伽とぎ銀行地下本店、要するにおおかみさんが所属する御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会に存在する地下秘密基地に駆かけ足あしで突とつ入にゆうすると、そこではおおかみさんの同居人、小さくて赤い髪かみのりんごさんがくつろいでいた。

「おかえりですの～」

「ほれ」

　そんなりんごさんに紙パックのジュースを投げて渡わたすと、ため息をつきながらりんごさんの隣となりに座る。

「……なんか最近じゃんけん負けてばっかりだ」

　おおかみさんとりんごさんは先ほど、じゃんけんで負けたほうがジュースを買いに行くという賭かけをしてたのだ。で、おおかみさんは見事に負けた。そんな負け犬おおかみさんに、りんごさんはすんごくいい笑え顔がおをする。

「うふふ、涼りよう子こちゃんのことで私にわからないことはないんですのよ？　そんな私には、涼子ちゃんがじゃんけんで次になに出すか予想するのはお茶の子さいさいですの」

　恐るべしりんごさん。そのりんごさんの予想外な言葉に、おおかみさんは引きつる。

　オッオレはいったいどこまで見抜ぬかれているんだ。前々から思っていたが、りんごはなんかおかしいぞ？　というか、もっとましなことに脳みそ使えよ!!

　とか考えてますが、口には出さない。悔くやしいですが口では勝てないのだ。

「でもまあ、最近予想の確度が上がりすぎて正直怖こわくなってきたので、涼子ちゃんの癖くせを一つ教えちゃいますの。大サービスですの…………涼子ちゃんありがとうは？」

「ぐっ………………ありがとう」

　おおかみさんは屈くつ辱じよくを顔に出しながらも、りんごさんにありがとうと言う。ここは素す直なおにして情報を聞き出すのがよいと判断したのだろう。

　でも、そんなに負けるのが嫌いやなら、じゃんけん以外の方法で勝負つけろとか思う方もいるかもしれませんが、負けず嫌ぎらいなおおかみさんは逃にげることができないのです。じゃんけんで一いつ矢し報むくいたいのです。実におおかみさん、りんごさんの思うツボです。

「それで涼りよう子こちゃんの癖くせですけど、涼子ちゃんってばグー出しすぎですのよ。たぶん、気合が入るからでしょうけど、ここぞという勝負は涼子ちゃんってグー出すんですの。じゃんけんは喧けん嘩かでもボクシングでもないんですのよ？　たしかにグーは強そうですけど、グーはパー出されたら負けですのよ？」

「むぐぐぐ」

　上から目線で優やさしく諭さとすりんごさんに、おおかみさんは屈くつ辱じよくでむぐぐぐ言う。りんごさんの指し摘てきが図星で恥はずかしかったのか、初めて気がついて恥ずかしかったのかはわかりませんが、肩かたがふるふる震ふるえ、お顔が真っ赤になってます。実にラブリーです。

　おおかみさんはひとしきりむぐぐぐ言ったあと、まあいい次は見ていろと前向きに心の中を切り替かえたらしく、りんごさんに話しかけた。

「…………それはそうとりんご」

「なんですの？」

「いやな、……なんかオレが歩いてたら、すげー見られるんだよ。心当たりはないか？」

　おおかみさんの抽ちゆう象しよう的な言葉に、りんごさんは少し考えたあと答える。

「…………ん～、特にないですの。というか、涼子ちゃんに喧嘩売る人間がまだこの学校にいたんですのねー」

　言葉の途と中ちゆうで、おおかみさんの中学生時代を思い出し遠い目をするりんごさんに、おおかみさんは訂てい正せいを入れる。

「いや、そんな感じじゃねーんだよ」

「違ちがうんですの？　うーむですの。喧嘩売ってるわけじゃないということは…………」

　そこで、りんごさんはぐっとガッツポーズをする。

「ようやく世界が涼子ちゃんの素す敵てきさに気がついたんですのねっ!?　そうですのよ、時代はツンデレなんですのよ!!　って痛いですの!!」

「グーの強さがわかったか!!」

　テンションが上がるりんごさんに、おおかみさんは一つ軽めのげんこつをプレゼントしたらしい。あと、実は根に持つタイプらしいです。

　それはともかく、おおかみさんはりんごさんにかくかくしかじかと自分が感じた違い和わ感を説明する。

「…………要するに、なんでか知らないけど生暖かいとても優やさしい瞳ひとみで見られるのが気になって仕方ないと」

「異論は激しくあるが、まあそんなところだ」

「んー…………視線を向けてくるのは男だけなんですのよね？」

「……ああ」

　そう、おおかみさんを見るのはなぜだか男だけなのです。

「今まではそんな目で見る男子は森もり野の君くらいだったのですけど……」

　と、ここでようやくオオカミさんシリーズのヒーローである亮りよう士しくんの名前が出ました。そしてそう言われて初めて亮士くんがいないことに気がついた薄はく情じようすぎるおおかみさんは、りんごさんに聞いた。

「そういや亮士は？　今日見てねぇけど」

「あー涼りよう子こちゃんがじゃんけんに負けてパシってたときに電話をかけてきて、今日は顔出せないかもとか言ってましたの」

「ま、今日は別に当番でもないし別にいいが……」

　御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通つう称しよう御伽銀行は生徒たちに力を貸して貸しを作り、必要なときにその貸しを活用することで無理矢理に生徒同士の助け合いをさせるという、実に便利なんだか便利じゃないんだかわからない組織なのだ。その助けを求める依い頼らいは、表向きの部室である地上のボロいプレハブ小屋で、一年生二年生三年生が当番制で受けつけている。

「……なんだよ」

「むふっ……気になるんですの？」

「きっ気になってねーよ!!　ただ、いつもいるヤツがいないからほんの少しだけ気になっただけだ!!」

　ムキになるおおかみさんはかわいいですね。あと、気になってるんじゃないですか。りんごさんはそんなおおかみさんをニヤニヤと見る。

「…………」

「……なんだよ」

「…………にやにや」

　今度は口でにやにや言い出すりんごさん、マジ性格悪いです。

　ですが、ここで反応したらりんごの思うツボだと、おおかみさんはクールに対応……

「ふっふん、その手にゃ乗らねーよ。だいたいオレは亮士のことなんざ気にしてねーんだから、あいつがなにしてようとどうでも……」

「……まあ、いいですの。それで森野君がどんな用事かというと、なんか女の子とデートに出かけ……」

「なにっ!?」

「冗じよう談だんですの」

　……できませんでした。

　思わず身を乗り出してしまったおおかみさんに、喜ぶでもなくからかう様子を見せるわけでもなく、ただただ普ふ通つうに言うりんごさん。

「ふ～ん、気になってない……ですのねぇ」

　その普ふ通つうさが、なによりおおかみさんの心に突つき刺ささる。またまた恥はずかしさと悔くやしさに震ふるえ、おおかみさんはむぐむぐ言い始める。

「むぐぐぐぐぐぐぐ」

「ホントはどんな用事かというと、なんか男連中とつるんで遊んでるみたいですの。だから、涼りよう子こちゃんの心配しているようなことはないですの」

「心配してねーよ!!」

「またまたご冗じよう談だんをですの」

「だから!!」




　閑かん話わ休きゆう題だい




　からかうのと反論するのに疲つかれたおおかみさんとりんごさんは一時休戦することにしたらしく、おおかみさんが買ってきたジュースをちゅーちゅーストローで飲み始める。

「……にしても亮りよう士しのやつ、野や郎ろうの友達いたんだな」

「あー。この間の件で、なにやら仲が深まったらしいんですのよ？」

「この間の件？　…………ああ、ジャックとその仲間たちか」

　おおかみさんがすごく嫌いやな顔で言った。

「ですの」

　この間の件とは、つい最近ジャックと豆の木大作戦なんていう馬ば鹿かな計画を立ててた馬鹿どもがいたんです。ジャックと豆の木大作戦の詳しよう細さいはオオカミさんシリーズの５冊さつ目『オオカミさんと毒りんごが効きかない白しら雪ゆき姫ひめ』を読んでいただければわかりますが、……読んでいただければわかりますが!!　一応簡単に説明しますと、なんか校舎で風を集めてビル風を起こし女の子のパンツ見ようとしたらしいです。あと、女の子の着き替がえを覗のぞこうともしたらしいです。フェチの一念は大自然すらも操あやつるのです…………馬鹿ですね。

　で、女の子大好き浦うら島しまさん経由で、なし崩くずし的にその変な組織に入ることになった亮士くんは、その馬鹿どもと仲良くなっていたらしい。

「…………友達選べよ」

　ジャックと豆の木大作戦時の馬鹿どもの奇き行こうを目まの当あたりにしてたおおかみさんは、額に手を当て絞しぼり出すように言った。

「まーまー、いいじゃないですの。相手がどんなだろうと同性の友達ができたんですから」

　しかし、りんごさんは気にせずにこにこ話す。

「森もり野の君も少しずつ成長してるんですのよ。入学してからしばらくは人の視線が怖こわいという理由で空気みたいに目立たなくクラスに紛まぎれ込んでて、涼子ちゃんと出会って空気をやめたかと思ったら今度は涼りよう子こちゃんにべったり」

「べったりって言うな!!」

「まあ、対人恐きよう怖ふ症しような森もり野の君に幅はば広ひろい交友関係を求めるのは無理で、限定的な人間関係だったわけですの。というわけで知っての通り、男の友達なんて頭とう取どりさんと浦うら島しまさんぐらいだったんですけど……それが、あの変な組織に入ったおかげでたくさん男のお友達ができた。まあ、めでたいですのよね」

「いやまぁ、それはそうかもしれねーが…………アレはさすがに」

　アレ呼ばわりのジャックさん一味。ですがまあ、仕方ないでしょう。覗のぞきのために計画を二十年越ごしで引き継ついできた馬ば鹿かどもですしね。

「って、なんでこんな話になったんだっけ？」

「涼子ちゃんが森野君のことが気になって仕方ない……」

「違ちがうわ!!」

　話が脱線しまくりでなんの話だったかわからなくなったおおかみさんとりんごさん。

　そんなちょっとお馬鹿な二人にどこからともなく助け船が出る。

「大おお神かみ君がなんだかすごく見られて困っているという話だね？」

「あらいたんですの？」

「…………最初からいたんだけどね？」

　助け船の主は空気として扱あつかわれていたらしい頭とう取どりさん（注：御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会のトップ）だった。実にぞんざいな扱いをされてます。

「ま、それはともかく思い出しましたの。…………ああ、ちょうどいいので聞きますけど、頭取さんは涼子ちゃんがなんですごく見られるのかわかりますの？」

「んー………………わかるといえば、わかるかな？」

　頭取さんは頭をかきながら言う。

「え、わかるんですの？」

　全く期待してなかったところから理由にたどり着き、ちょっとびっくりなりんごさん。

「個人的には言いたくないんだ？　けど……大神君は悩なやんでいるみたいだし、どうしたものかとね？　まあ、大神君になんか危害が加わることではないとは保証するけど？」

「できれば、教えていただきたいですの……」

「……とはいってもね、無理なものは無理なんだ。男には男だけの世界があって、そこは信しん頼らいと友情で成り立っている……故ゆえに僕は信頼する仲間たちを裏切るわけにはいかないんだ」

　頭取さんはきりりと真面目まじめな顔をして言う。語尾のはてなマークが消えるくらい真面目です。

「……涼子ちゃんが実力行使に移る前に」

　りんごさんにそう言われ頭取さんがおおかみさんを見てみると、そこには獲え物ものに飛びかかる寸前といった感じのおおかみさんの姿があった。凶きよう暴ぼうにつり上がった口からは牙きばが……じゃなくて八や重え歯ばが覗のぞき、なんか『がるるる』とか唸うなり声ごえが聞こえてきそうだ。そんな危険人物すぎるおおかみさんに、頭とう取どりさんは言った。

「ＯＫわかった、なんでも聞いて？」

　頭取さん、安い決意です。

「わかればいいんですの。……で涼りよう子こちゃんはなんで見られまくってるんですの？」

　りんごさんの問いに、頭取さんは頭をぽりぽりかきながら答える。

「ん～『深い穴』という会員制のサイトがあるんだよね？　会員になれるのは御お伽とぎ学園の男子生徒のみで、勧かん誘ゆうで会員を増やしている？　サイト名の由来は童話の王様の耳はロバの耳から──王様の秘密を知った理容師が、深い穴掘ほって王様の耳はロバの耳って叫さけぶヤツね？　で、由来からわかるように、そこは心の内を吐はき出すサイトなわけなんだ？」

「……なにを吐き出してるんですの？」

「ん～一言で言うなら………………青い好こう奇き心しん？　ちなみに開設者は何代か前のジャックね？」

　そんな頭取さんの言葉におおかみさんはすんごく嫌いやな顔をした。

「……またあいつらか」

　ジャックというのは、先ほどのジャックと豆の木大作戦を実行に移したフェチ集団のトップが代々受け継ついでいる名前です。

「メンバーは信しん頼らいできると判断された人間だけなので限られた人数だし、匿とく名めいだけど調べようと思えば個人が特定できるから荒あれることもない？　ネット上だけどお互たがいに最低限の礼れい儀ぎをわきまえた、実に紳しん士しな世界だよ？」

　ちなみにそのサイトは今はやりというか有名なスレッドフロート型と呼ばれる形式をとっているのですが、そこでどんな激論が交かわされているかをわかりやすく説明するために、存在するスレッド名をいくつかご紹しよう介かいいたしましょう。

例１　究極の脚あし　ＶＳ　至高の脚

例２　桃ももちゃんの乳に埋うもれたいヤツが集つどうスレ

例３　【パンチラ】風よ来い！　皆みなで風ごいをするスレ【チラチラ】

　これでそのサイトがどんな場所か皆さんもおわかりになられたでしょう。

　まさに紳士の社交場。

「……で、スレッドの一つに、好きな娘むすめの名前と好きなところを書きなぐるスレというのがあって、そこで大おお神かみ君の名前が出たわけだ？　そして、そのあまりの褒ほめっぷりに興味を抱いだいた者たちが大神君に視線を向けたわけだね？」

　頭取さんはそこでおおかみさんに視線を向ける。

「今まで大神君は怖こわがられていて、君くん子し危あやうきに近寄らずと大部分の男子は関かかわろうとしなかったわけだけど……？　大神君が近寄んなオーラを出しているのも原因の一つだけどね？　……でも、書き込みを見て実際大おお神かみ君を見てみると？」

「なるほど、実際見てみたら実は涼りよう子こちゃんは、かわいくてとても愉ゆ快かいな女の子だということに気がついてしまったんですのね？」

　おおかみさんが愉快ってなんだ愉快って!!　と叫さけんでますが、二人はスルーする。

「その通りだよ？　側そばにいるには森もり野の君並なみのマゾ……忍にん耐たい力を持っていないとつとまらないけど、遠くから見てる分には関係ないからね？　大神君は理り不ふ尽じんな暴力を、森野君以外に振ふるう人じゃないし？」

　おおかみさん、褒ほめられてんだかけなされてんだか。

「で、その書き込んだ相手はわかるんですのね？」

「うん、会員制だから個人は特定できるからね？　まあ、わかるのはジャックやサイトを管理している人たちだけだけど？」

「なるほどですの。なら……たしかこの間の騒そう動どうのときに、なにをしたかは知りませんけど、頭とう取どりさんがジャックさんに恩を売ってきたはずなので、その貸し使ってジャックさんを動かせば……」

「……彼は影えい響きよう力があるから、ここっていうときに使いたいんだよね？　だから、彼への貸しはあまり使わないで欲しいなぁ？」

　ジャックさんへの貸しを使って情報を得ようとするりんごさんに、やめてちょうだいと下した手てに出つつ言う頭取さん。相変わらず、威い厳げんゼロです。

「はぁ仕方ないですの。では、めんどくさいですけど書き込みを見て探すしかないですのね。というわけで、そのサイトを見せていただけませんの？」

「それはできない。あそこは紳しん士しの社交場で、信しん頼らいと信用と暗あん黙もくの了りよう解かいで成り立っている。さすがの僕でもそこまでは裏切れない。ここまで言ったのも最大限の譲じよう歩ほなんだよ」

　なにやらマジ顔で言う頭取さん、またまた語尾のはてなマークが消えてます。そのくらい真しん剣けんなのでしょう。こんなくだらないことで滅めつ多たに見られない真面目まじめモードが大おお盤ばん振ぶる舞まい。もう、どうしようもないです。

「ここまで教えたのは、原因が特定できてないと、大神君がどんな行動に出るかわかったもんじゃなかったから仕方なくという感じだよ？」

「わかりましたの。それにしても……」

「なんだい？」

「やっぱり頭取さんもあの集団に入ってるんですのねぇ。ところで頭取さんっていったいなにフェチなんですの？　森もり野の君が脚あしフェチなのはわかってるんですけど」

「りょっ亮りよう士しのヤツ脚フェチなのか!?」

　びっくりしたおおかみさんが、りんごさんをまん丸おめめで見つめる。

「ですの。だって涼りよう子こちゃんの脚に、森野君の視線がチラチラ向かってますのよ？　……ふっふっふっ、深いスリット入れたかいがありましたの」

　そんなりんごさんの言葉に、おおかみさんは真っ赤になりつつ唸うなる。

「あんにゃろ」

　これは怒おこっているのか照れているのか。

「まあまあ、見るくらいいいじゃないですの、減るもんじゃないですし……なにより、涼りよう子こちゃんの脚あしがそれだけ素す敵てきだということですのよ？　涼子ちゃんの脚はすらりと長くてきれいですし私も大好きですの。踏ふまれたり、縋すがりついてなめちゃいたいくらい!!」

「変なこと言うな!!」

　サドだけでなくマゾもいけるらしいりんごさん、実に芸風の広いロリです。

「……で、頭とう取どりさんの趣しゆ味みは？」

「そうだねぇ？　なんだと思う？」

　そう言いつつ、頭取さんは言う気なさそうにはぐらかす。

　が、そんなことでごまかされるりんごさんではない。

「言う気はなさそうですのね……まあ、いいですの。うふふふ、男の視線に敏びん感かんでないとぶりっこなんてできないんですのよ？」

「……へぇ？」

　実に自信満々に自分のことをぶりっこと言いきるりんごさんに、頭取さんはなにやら冷ひや汗あせが出てきたらしい。

「頭取さんはいつもニヤニヤしてて目が細いし、なに考えてどこ見てるんだかあんまりわからないんですけど、最近一つのことに気がつきましたの……頭取さん実は」

　そこでどーんという巨大な漫まん画が風擬ぎ音おんを背負って、りんごさんが頭取さんを指さした。

「うなじが好きでしょうですのっ!!」

　りんごさんは固まる頭取さんを見つめる。

　そんな二人の睨にらみ合いはしばし続き、ついっと先に視線をそらしたのは頭取さんでした。どうやら図星だったようです。

　そしてりんごさんは勝ち誇ほこる。

「ほーっほっほっほ、私の目をごまかせるとは思わないことですの。時々アリス先せん輩ぱいのうなじをチラチラ見てる頭取さんに私が気がつかないとでも？　むふふ、アリス先輩ってなかなかいいうなじしてますものねぇ。髪かみ型もショートですしいつでも見れる……」

　そこまで言ったところで、なにかに気がついたらしいりんごさんははっと顔を上げる。

「ああっ!!　頭取さんのその嗜し好こうがあるから、アリス先輩はショートなんですのねっ!?　お二人の腐くされ縁えん的関係からすると、アリス先輩が頭取さんの嗜好を知ることもあったでしょうし」

　謎なぞはすべて解けたって感じの少女探たん偵ていりんごさん。

「アリス先輩は性格的に自分から頭取さんに告白なんかできないでしょうし、こうやって少しずつアピールを……何年にも渡わたって……この穀ごく潰つぶしに迷めい惑わくをかけられても……それでも腐くされ縁えんを続けて……」

　そこで、りんごさんはぶわっと涙なみだを流す。ここに至ってはただ話を聞いていただけのおおかみさんも涙を流す。

「……アリス先せん輩ぱい、報むくわれなさすぎだろう」

　そして二人は少しの間仲間を思う清らかな涙を流したあと、女の敵を見るような厳きびしい目つきで頭とう取どりさんを睨にらみつける。

「「この甲斐かい性しようなしがっ!!」」

　そのあまりにもな対応に頭取さんがようやくつっこんだ。

「……ねえ、なんでアリス君が僕に好意を持っているというのが前提なの？」

「だって、あの普ふ段だんの頭取さんへのキツい言動は、現状に対する不満と照てれ隠かくしみたいなもんでしょうですの。涼りよう子こちゃんで私はツンデレには慣れてんですのよ？　丸わかりですの」

「ツンデレって言うな!!」

　おおかみさんが叫さけぶ。でもおおかみさんの属性はツンデレです。

「ま、それはともかく交こう渉しようですの。思いもかけず交渉材料ができちゃいましたし……」

　なんてことを言いながら、りんごさんは流し目で頭取さんを見る。思いもかけずと言いつつ、絶対ここまでの流れを狙ねらってたでしょあなた。実に策士なロリです。

「…………仕方ない、彼の発言のあたり抜ばつ粋すいしプリントアウトしよう？　それが僕にできる最大限の譲じよう歩ほだよ？　……じゃあ該がい当とうか所をプリントアウトするからちょっと待ってて？」

　こうしてりんごさんによる交渉という名の脅きよう迫はくに、頭取さんはまた折れた。

「…………………………はい、これだよ？」

　少しして何枚かの紙がプリントアウトされ、りんごさんとおおかみさんは手渡されたそれを覗のぞき込んだ。









好きな娘この名前と好きなところを書きなぐるスレ抜粋




24 名前：おしゃべり理容師さん

　俺は大おお神かみ涼子が好きだ。

　あの目あの髪かみあの身体からだそしてあの心、すべてに心奪うばわれている。

　俺は涼子のためなら死ねる。ああ、死ねるとも。




25 名前：おしゃべり理容師さん

　ほう、大おお神かみさんですか。物好きな方もいるものですな。

　大神さんとはあの御お伽とぎ銀行の「狼おおかみと赤ずきん」の狼のほうでしょう？

　見たことありますが、正直怖こわいですぞ？　白はく馬ばを再起不能にしたとも聞きますし。




26 名前：おしゃべり理容師さん

　あれは白馬がダメでしょう。事件の経緯とか全部思いっきり流されましたからな、それはこの街にいられなくなるでしょう。

　そもそも女性を暴力で支配しようなど男の風上にも置けない。御伽銀行の情報を信じるならば、企たくらんでいた策も実に稚ち拙せつなものでしたしな。




28 名前：おしゃべり理容師さん

　御伽銀行はまぁ、アレですからな。便利で役立ちますが、できることなら関かかわりたくない。




30 名前：おしゃべり理容師さん

　あらゆるところに貸し作ってますからなぁ。……かく言う、私も借りを作ってますし。いや、力を貸してくれたのは助かりましたし感謝してるのですが、いつどんな用件で呼び出されるかと思うと。




31 名前：おしゃべり理容師さん

　そうですな。あまり関わりたくないというのは同意です。

　あそこは結構なきれいどころが集まっているのですが……癖くせが強すぎますしな。




32 名前：おしゃべり理容師さん

　おつうさんはいいですぞ！　お掃そう除じしているときのあの笑え顔がおはすばらしい。




33 名前：おしゃべり理容師さん

　このメイドスキーが………………おつうさんのすばらしいところは気配りが利きくところでしょう。この間もらった冷たい麦茶は美味でした。




34 名前：おしゃべり理容師さん

　それを言うならアリスさんもなかなか、あのクールなまなざしで蔑さげすんだように見られることを想像するだけで私は……。




35 名前：おしゃべり理容師さん

　なら、赤あか井い林りん檎ごさんは私がもらっていきますね。

　……毒舌なロリというのはいつの時代も一定の需じゆ要ようがあるのです。

　あのかわいいお口で罵ば倒とうされたい。




36 名前：おしゃべり理容師さん

　まあまあ皆みなさん落ち着いて。

　まずは、大おお神かみさんのどこがいいのか〉〉24に聞こうではないですか。




37 名前：24

　ふむ、すばらしいところか。

　外見、性格、まとう雰ふん囲い気き。大神涼りよう子こを構成するすべてが俺には愛いとおしい。




38 名前：おしゃべり理容師さん

　そこまでですか。外見の良さはわかるのですが。




39 名前：おしゃべり理容師さん

　たしかにいい脚あししていますからな。おっぱいフェチにはわからない世界でしょうが。




40 名前：おしゃべり理容師さん

　ふっ、なんでもできる証しよう拠こ……少女たちの翼つばさである、あの二つの胸のふくらみのすばらしさを理解できない脚フェチの方々に言われたくはないですな。




41 名前：おしゃべり理容師さん

　同志諸君、スレ違ちがいですぞ。それに、真のフェチたるもの、ほかの趣しゆ味みに対する寛かん容ようさを持たなければなりません。




42 名前：おしゃべり理容師さん

　はっ、私としたことが……申し訳ございません、そしておっぱいはすばらしいものです。




43 名前：おしゃべり理容師さん

　いえいえこちらこそ、礼を失してました。申し訳ない。あと、脚もすばらしい。

　では、我々はロムに戻もどりますので、〉〉24どうぞ。




44 名前：24

　了りよう解かいした。

　大おお神かみの魅み力りよくだが、この場にいるほどの者たちならば、よく見てみればわかるだろう。

　ただの乱暴者という偏へん見けんを抜ぬいた目で見てみろ。そうすればわかる。

　乱暴？　怖こわい？　そんなものは彼女の外側がわにすぎん。

　そう、その乱暴者の毛皮に隠かくされた内側の彼女の心がすばらしいのだ。









　読み進めるうちに真っ赤を通り越こして、ゆで上がったタコみたいに湯ゆ気げまで出してるおおかみさん。ぷしゅーという音が聞こえそうです。

　そんなおおかみさんを愛めでまくっていたりんごさんですが、

「なっなに見てんだよ!!」

　おおかみさんに吠ほえられました。しかしそんなおおかみさんを気にもせず、りんごさんは普ふ通つうにつっこむ。

「涼りよう子こちゃん真っ赤ですの」

　この場合はつっこんだほうがおもしろいと思ったんでしょう。実際おおかみさんは愉ゆ快かいなリアクションしてます。

「きっ気のせいだ!!　今日は暑いからだ!!」

　いやいやおおかみさん、クーラーの効きいた部屋でそう言われてもねぇ。

「……まあ、それはともかく、涼子ちゃんがすごく見られてた理由を理解しましたの。ここまで言われたら、涼子ちゃんをその目でじっくり見てみたくなるでしょうですの」

　うんうんうなずくりんごさんに、頭とう取どりさんも同意する。

「元からそこそこ有名だったからね？　今までは悪名に近かったけど……でも、だからこそ、そのギャップで大神君ブームが起きているわけだね？」

「硬こう派はで不良な姉あね御ごキャラが実はかわいいところがある～というのはお約束ですけども、すばらしいですものねぇ」

「愛めでるだけならタダだしね？　正しい楽しみ方としては、あんなにかっこよく硬派っぽいのに実は……って感じだね？」

「でも、この熱い書き込みって……なんだか見たことあるというか、聞いたことあるというか」

　この口調は最近どころじゃなく、ついついさっき聞いたような……

　と、りんごさんは考え込む。

「………………………………はっ!?」

　そこでなにかに気がついたらしいりんごさんは、さっと頭取さんを見た。

　頭取さんもそのりんごさんの目を見つめ返しアイコンタクトする。

「…………」

「…………」

　そして頭とう取どりさんと目と目で通じ合ったりんごさんは確信する。これは…………………………………………うまくすれば涼子ちゃんで遊べる!!

　時に、おおかみさん。先ほど、亮りよう士しくんの交友関係がどうのこうのと言っていましたが、人のことは言えませんよね、ええ。いい友達を持ったもんです。

「…………で、涼りよう子こちゃん。原因はわかりましたけど、これからどうしますの？」

「んーそうだな、こんな馬ば鹿かなこと書いてるヤツを見つけて、こんな恥はずかしいこと書くんじゃねーと書くのをやめさせる。広まった噂うわさは仕方ねーが、これ以上広がるのは困る」

　ニヤニヤ笑いをこらえきれてない怪あやしすぎるりんごさんに、考え中のおおかみさんは気がつかない。

「これ以上広がりさえしなければ、涼子ちゃんを見てた人たちも飽あきていくだろうということですのね？」

「そういうことだ」

　おおかみさんは偉えらそうにうなずく。

「むふふ」

「なんだよ」
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「いやぁ、実に穏おん便びんな処分だなと思っただけですのよ」

「すっ好きなのやめろとも言えねぇだろうが!!」

　りんごさんに真っ赤な顔でそう叫さけび返すおおかみさん、かわいいですね。

「そんなこと言ってると、森もり野の君が妬やいちゃいますのよ？　…………あ、そうですの！」

　ここで実にわざとらしく、りんごさんはぽんと手を叩たたく。

「森野君に相談するのはどうですの？　涼りよう子こちゃんを盗とられちゃだめだと、ここぞとばかりにがんばってくれるはずですの!!」

「…………ま、亮りよう士しなんざどうでもいいが、人手は多いに限るしな」

　と言いつつ、おおかみさんの頰ほほは微び妙みように緩ゆるんでいるような……。実はまんざらでもないらしいですね。素す直なおじゃないおおかみさんもかわいいです。

「じゃあ、本格的に動くのは明日にしましょうですの」

　りんごさんは満面の笑えみでそう締しめた。




　おおかみさんが見られまくってりんごさんに相談した翌日、普ふ通つうに御お伽とぎ銀行地下本店に顔を出した亮士くんを、なんだか笑顔満開って感じのりんごさんが出で迎むかえた。

「もっりのく～ん」

「なっなんスか？」

　そのあまりのテンションの高さに、亮士くんはびくびくする。亮士くんの経験上りんごさんがこんな感じのときは、おおかみさんか亮士くんになにかが起きるときなのです。

「最近なんだか、涼子ちゃんが視線を感じて居い心地ごこちが悪いらしいんですのよ」

「……視線っスか？」

　そう答えつつ、亮士くんはおおかみさんのほうを見る。おおかみさんは亮士くんを気にしてないそぶりを見せつつも、横目でちらちら亮士くんの様子を窺うかがっているようだ。

「頭とう取どりさんの言うことによるとどうやら、ネットのとあるサイトで涼子ちゃんのすばらしさを熱弁する人がいて、それが理由らしいんですけど」

「………………………………………………………………………………へぇ」

　りんごさんの言葉になんでもないよう装よそおいつつも、亮士くんの声が少々裏返り気味になる。

「これがその文章ですの。無理を言ってこの部分だけプリントアウトしてもらったので、内ない緒しよにして欲しいですの」

　亮士くんは差し出された紙を受け取り無言で目を通す。

「………………………………………………………………………………」

　なにやらどんどん顔が青くなっていきますが、これはあれですかね？　新たなライバルの出現にビビってるんですかね？

「このむちゃくちゃ男らしい口調の人は、涼子ちゃんのことが大好きだからその想おもいを垂たれ流しているとは思うんですけど、さすがに涼りよう子こちゃんが大変にお困りなので、その人を探そうと思うんですのよ」

　にっこにっこしながら亮りよう士しくんに言うりんごさん。

「……………………いや別に探さなくても……事態を収める方法はあるんじゃないっスかねぇ」

「まぁ!!　それでいいんですのっ!?」

　どんどん、動きがオーバーアクションかつ芝しば居い臭くさくなっていくりんごさん、いったいなにが彼女をそうさせるのでしょう。

「森もり野の君は涼子ちゃんのことが好きなんでしょう？　新たなライバルの出現ですのよ？　そのライバルさんが男らしく涼子ちゃんへの想おもいをこうまで表している。ここで対決してこそ男でしょうですの!!　それに、もしその人が涼子ちゃんに告白して、涼子ちゃんがなびいちゃったらどうするんですの？　それでいいんですのっ!?」

「いや、それは……マジ困るんっスけど……でも」

　亮士くんはなんだか引きつった顔で答える。そんな亮士くんにおおかみさんはいらっとする。

「じゃあ、一いつ緒しよに探しましょう」

「えっええと……」

　いらいらっ

「なんか用事でもあるんですの？」

「……ないっスけど」

　いらいらいらっ

　りんごさんに『森野君に相談するのはどうですの？　涼子ちゃんを盗とられちゃだめだと、ここぞとばかりにがんばってくれるはずですの!!』なんて言われておおかみさん的にちょっぴりうれしかったにもかかわらず、実際の亮士くんのテンションは実にサゲサゲでやりたくねーオーラがバリバリ出ている。

　そんな亮士くんの態度におおかみさんのイライラはピークを超こえ爆ばく発はつする。

「ふっふん、そんなやる気のねーヘタレなんぞいなくても大だい丈じよう夫ぶだ!!」

　そんな怒いかり心しん頭とうおおかみさんに亮士くんはアワアワと挙動不ふ審しんな態度をとる。助けを求めるかのように周囲を見回すが……しかし助け船は見つからない。来る気配すらない。それどころか黒船が来らい襲しゆうする。

　テンパる亮士くんに、黒船りんごさんは諭さとすように言う。

「森野君、涼子ちゃんのことが大好きなら、ここは探すのを手伝わないといけないですのよ？」

　その、自発的に協力させようというりんごさんの言葉と、不ふ機き嫌げんきわまりないおおかみさんの様子に、亮士くんは直立不動で答えた。

「よっ喜んで協力させていただくっス!!」

　亮士くん的に先ほどのりんごさんの言葉は、もはや脅きよう迫はくですからね。ここで協力しないと言っちゃったら、亮りよう士しくんはおおかみさんのことが好きじゃないということになっちゃいます。亮士くんに選せん択たくの余地はありません。

「それはよかったですの!!　森もり野の君ならそう言ってくれると信じてましたの!!　森野君がいれば百ひやく人にん力りきですのよ!!」

　しかも、いつもと違ちがい、りんごさんはひたすら亮士くんを持ち上げる。

　なにかおかしいですが……まあそれはおいといて、さんざん亮士くんを褒ほめ倒たおしたあと、りんごさんはおおかみさんに話しかける。

「それで涼りよう子こちゃん、犯人を見つけてどうするかを森野君に説明しませんと……はっ！　まさか昨日から気が変わって、あの情熱的な告白をお受けするとか!!　きゃ～ん、涼子ちゃんについに春が!!」

「するかっ!!」

　おおかみさんはそこで叫さけぶ。…………が、そのあとにチラッと亮士くんを見つつ言葉を付け加える。

「ま、それがいい男だったら知らないが」

　素す直なおになれないおおかみさんによる渾こん身しんの恋の駆かけ引ひき。

　…………というかおおかみさん、それで恋の駆け引きのつもりですか？

　いやまあ、この素直になれない感じはかわいいんですが、鈍どん感かんにぶちんヘタレの三重苦を患わずらった亮士くんには、残念ながら効ききませんよ？

　実際、亮士くんは笑ってごまかす系の実にヘタレな反応をする。

「ハッハハ、そっそうっスか？　そっそれはすごく困るっスね」

　そんな亮士くんに、おおかみさんはむっす～と不ふ機き嫌げんな顔になる。

　不機嫌おおかみさんの中の乙女おとめ思考回路を覗のぞいてみると……

　亮士のやつ……オレのことをすっすきとか言ってたくせにその態度はなんだっ!?　オレが、もしもそいつと付き合うようになってもいいのかっ!?　いや待て、オレはなにを考えている。亮士が好きと言ってくるなら、仕方なく応こたえてやらんでもないとかこの間思った気もするが、オレからは行動を起こす気はなかったはずだ。そう、あくまでも亮士がオレに惚ほれているだけで、オレは亮士のことを、まあ嫌きらいじゃないから次に、こっ告白されたら仕方なく、ほんとに仕方な～く受け入れてやろうかなと思ってはいたが、そんな態度じゃ…………。

　こんな感じです。

　というわけで、意地っ張りおおかみさんは亮士くんを置いて歩き出す。

「りんご行くぞっ!!」

「はいは～いですの」

　そしてりんごさんはものすごくうれしそうな顔で、スキップまでしながらおおかみさんについていき、

「ちょっ待ってくださいっス」

　一人残されそうになった亮りよう士しくんはあわててそのあとに続いた。




　おおかみさんの隣となりでうきうきしつつりんごさんは聞いた。

「……で、どうやって犯人探すんですの？」

　いつもならりんごさんが計画立てたりするのですが……どうやら今回はおおかみさんに任せるようだ。

「…………オレを見ているやつをとっ捕つかまえて話を聞く。ジャックの仲間であんな感じの口調のやつを探せばいい」

「なるほどですの」

　キョロキョロしながら歩いているおおかみさんに、りんごさんは納なつ得とくする。すると、その後ろを金魚の糞ふんみたいにくっついていた亮士くんがおどおどと言う。

「いやその、あんまり事を荒立てないほうが……」

「てめぇは黙だまってろ!!」

　しかし、おおかみさんは聞く耳を持たない。しかも亮士くんの卑ひ屈くつでやる気の感じられない態度に、さらに機き嫌げんが悪化する。

　そんなわけで歩く火薬庫と化したマジ側そばにいたくない感じのおおかみさんは、どかどかずんずんと大おお股またで校内を練り歩き、自らに降りかかる視線を探知する。

「いやがった!!」

　おおかみさんはダッシュで視線を向けていた男子生徒の許もとに行くと、その胸むなぐらをつかんで言った。

「おい、てめぇ。なに見てんだ、ああん？」

　……おおかみさん、あなたはどこのヤンキーですか。

　なんというか、不機嫌なのでいつもよりもヤンキー度がアップしてます。

「えっいやその」

　すごい形ぎよう相そうのヤンキーおおかみさんに、男子生徒はびくびくする。端はたから見たら不良が普ふ通つうの生徒をかつあげしている図にしか見えない。

「涼りよう子こちゃん、涼子ちゃん」

　そんな、当初の目的を見失った感のあるおおかみさんに、りんごさんは名前を呼んで正気を呼び覚まさせる。

「はっ!?　…………まあいい。ところで一つ聞きたいことがある」

「なっなんですか？」

　おおかみさんの怖こわさに、男子生徒は敬語になる。……たぶん相手は上級生で、おおかみさんのほうが年下ですがね。

「どっかのサイトでオレのことが色々書いてあったらしいんだが、オレはその書き込みをしたやつを探している。なにか心当たりはねーか？」

「あっいやその」

　男子生徒はおおかみさんのガンつけにマジびびっている様子だ。まあ、見た目も口調もまんまスケバンって感じですからね、普ふ通つう怖こわいですよね。

「ああん？　聞こえねぇぞ!!」

　なにも話さない男子生徒を、おおかみさんはゆさゆさガクガクと揺ゆすりまくる。

「うああうあううああうあうあうあうあうあうあ」

　…………………………とりあえず、話を聞きたかったら揺するのをやめるべきですね。話さない以前に話せないみたいですし。

「涼りよう子こちゃん涼子ちゃん、気持ちはわかりますけど、そのままじゃあしゃべれませんのよ？」

　りんごさんは酸欠で真っ青になった男子生徒を見て、このままだとおおかみさんが犯罪者になってしまうと止めに入る。

「…………はっ!?」

　そこでようやく真っ青で泡あわを吹ふいている男子生徒に気づき、おおかみさんは手を離はなす。なんかおおかみさんはさっきからいっぱいいっぱいですね。

「ごほっげほっ、死ぬかと思った」

　解放され座り込む男子生徒と、それを見下ろす形になったおおかみさん。相変わらず、どこからどう見ても、不良と絡からまれた一般生徒って感じです。

「…………で、知らねーか？」

「そっそれは」

　しかし、そこでその男子生徒はおおかみさんの斜ななめ後ろをチラッと見たあと、今までとは打って変わって覚かく悟ごを決めたような実に男らしい笑えみを浮かべて言った。

「ふっ仲間は売れん!!」

　実にすばらしきかな友情って感じです。そしておおかみさんはそんなのに弱く、これ以上の実力行使ができません。

「むぐぐぐ」

　しばらく唸うなったあと、おおかみさん踵きびすを返した。

「…………邪じや魔ましたな」

　どこまでも男前なおおかみさん。なんだかんだいって、理り不ふ尽じんな暴力をおおかみさんは振ふるわないのです…………亮りよう士しくんを除き。でもまあ、アレは照てれ隠かくしみたいなものですからね。

　というわけで、おおかみさんはりんごさんをつれて次の獲え物もの……じゃなくて次の重要参考人を探して歩き出し、

「すっすんませんっス」

　おおかみさんの後ろにいた亮りよう士しくんは男子生徒に対し地面につかんばかりに頭を下げたあと、おおかみさんを追いかけた。




　おおかみさんはその後も同じやりとりを何度か繰くり返す。

　ガンつけられ……というか見られて、喧けん嘩か売って、聞き出そうとして拒きよ否ひられ、唸うなって、次の獲え物ものを探す。

　ここまでで褒ほめられるべきはおおかみさんの忍にん耐たい力か、それともフェチ集団の結束の堅かたさか。

「むぐぐぐぐ」

　でも、おかげでおおかみさんの怒いかりは最高値を絶賛更こう新しん中。

　このおおかみさんの怒りは容疑者の姿が見えてこないからか、それともついてくるだけで全く役に立とうともしてない亮士くんに対してか。

「あの、涼りよう子こさ……」

　ぎろり

　なんとかおおかみさんをなだめようと声をかけた亮士くんだが、一ひと睨にらみで沈ちん黙もくする。

　おおかみさんと亮士くんの間に嫌いやな空気が流れる。そんな状じよう況きようでどうにか破は綻たんが起こらないのは、りんごさんがいるから。

「まぁまぁ涼子ちゃん、落ち着いて」

　にもかかわらず、その頼たのみの綱つながこんなことを言い出した。

「でもこのままじゃあ、きりがないので、私は頭とう取どりさんにもう少しヒントをもらってきますの」

「どうやってだ？」

「せっかく弱みを握にぎったんだから有効活用しないと」

　まだまだ強請ゆする気のりんごさん、頭取さんのケツの毛までむしる勢いです。相変わらず黒いです。

「ま、こちらは一人で大だい丈じよう夫ぶなので、二人はそのまま続けててくださいの」

　そんなりんごさんに思いっきり首を振ふることで、亮士くんは今のおおかみさんと二人きりにしないでと伝えようとする。

「……ん？」

　しかしりんごさんはなんのことですの？　とかわいく首をかしげた。

　なんというかヤバいくらい似合ってて、その気がある人なら一いつ瞬しゆんで魂たましいをわしづかみにされそうなほどのプリティーさです。でも、亮士くんがなにを求めているか完全に理解してることを考えたら小こ悪あく魔まどころの話じゃありません。悪魔です。

「じゃあ、がんばっててくださいの～」

　というわけで、おおかみさんと亮士くんは取り残される。

　なにやら流れる居い心地ごこちの悪い空気に、二人は口数が少ない。

「…………あの」

「…………ふん」

　亮りよう士しくんがどうにか話しかけてみますがおおかみさんはガン無視する。

　それからもヤンキーにしか見えない実にダメな行動を取り続けるおおかみさんだったが、相変わらずの亮士くんの態度に機き嫌げんの悪化はとどまることを知らない。

「なに見てんだよてめぇ、あ～ん？」

　そして、どこからどう見てもヤンキーにしか見えなくなったおおかみさんは、とうとうすれ違ちがう男子生徒すべてに絡からむという暴挙に出ました。暴走しすぎです。

　そんなおおかみさんの後ろでは、九十度を超こえる角度で頭下げたり、アクロバティックに土下座したり、なんだか不思議な踊おどりを踊って謝罪の意志を伝えようとしたりする亮士くんの姿があります。まさにカオスです。

「…………すんませんっス、まじすんませんっス」

　おおかみさんに因いん縁ねんをつけられた十何人目の被ひ害がい者である男子生徒に、亮士くんはひたすらぺこぺこ謝あやまる。

「いやいや、不ぶ躾しつけに見すぎたこっちも悪かったですからな。……しかし、書き込み通りですな。たしかにただの乱暴者ではない。心の目で見た今の大おお神かみさんは、不安に怯おびえる少女に見えます。人は見かけによらないですな。実に眼がん福ぷくです。

　ただ、大神さんが見られるのが居い心地ごこちが悪いと言うなら、見るなと書き込んでおきましょう。あそこは紳しん士しの社交場であって、女の子を傷つける場所ではありませんから……できればもっとかわいい姿を見たかったのですが」

　不機嫌そうに肩かたを怒いからせて歩き去るおおかみさんの後ろ姿を見ながら、男子生徒は言う。

「すいません、お願いするっス」

「まあ、それは任しておいてください」

　そう言う男子生徒だが、そこで真面目まじめな表情を浮かべて言った。

「あとはあなたの出番ですぞ、同志森もり野の。……私がなにを言っているか、わかりますな？」

「……はいっス」

　男子生徒の言葉に亮士くんは神しん妙みようにうなずくと、おおかみさんを追って走っていった。




　おおかみさんは歩きながら心の内からわき上がってくる、行き場のない想おもいに苦しんでいた。

　わかってる。わかってる。

　亮士の想いを最初に拒きよ絶ぜつしたのはオレで……それでも亮士はオレのことを好きだと側そばにいてくれて、何度もオレを助けてくれた。

　でもオレはそんな亮士を、さんざん蹴けったり殴なぐったり邪じや険けんに扱あつかった。愛想を尽つかされてもおかしくなくて、そんなオレがいらつく資格はない。

　そう、別に恋人でもなんでもないのだ。

　仲間、友人、知り合い、クラスメイト、戦友、二人の関係を表そうとすれば色々な言葉が出てくるが、そこに恋人という言葉はない。あやふやで不確かで形のない関係。

　オレが誰だれと付き合おうと亮りよう士しには関係なくて、亮士が誰のことが好きだろうがオレになにかを言う資格はない。だから亮士の気持ちが自分から離はなれたといって、それを咎とがめるなんて……でも、でもそれは……。

　おおかみさんがそこまで考えたところで、亮士くんが追いついてきた。

「涼りよう子こさん!!」

　背中にかけられた言葉に、おおかみさんは足を止め振ふり向いた。

　少し離はなれた位置で向かい合う、おおかみさんと亮士くん。

　側そばにいれば居い心地ごこちがよかったはずの二人の間には、見えない壁かべができている。

「…………」

「…………」

　そんな沈ちん黙もくを破ったのは、おおかみさんだった。先ほどまでの怒いかりに支配されたような顔ではない、不安を湛たたえたまるでしかられた子犬のような表情で、小さくつぶやくように言った。

「亮士、お前は……」

　……オレがほかの男と付き合ってもいいのか？　それともほかに好きな女ができたのか？

　しかしおおかみさんは言葉にできない。

　おおかみさんにはその先を言う資格は今はなくて、言葉を飲み込みうつむいた。

　そんな泣きそうな顔で打ちひしがれたようにうつむくおおかみさんに、ようやく亮士くんは覚かく悟ごを決めた。

　そう、おおかみさんにこんな顔をさせたのはすべて自分がふがいないからで……もうこれ以上、こんなおおかみさんの姿を見たくないのだ。

「涼子さん、実は……」

　だが、おおかみさんは亮士くんに背を向け走り出そうとした。

　いやだ、ほかに好きな人ができたなんて言葉は聞きたくない。自分から心が離れてしまったなんて言葉は聞きたくない……と。

　だが、それでも……いやそれだからこそ、亮士くんは自分の想おもいを言葉にしようと……

「頭とう取どりさんを強請ゆすって……もとい、頼たのんでヒントもらってきましたのよ～、でもって犯人わかりましたの!!」

　……………………………するところでりんごさんが乱入した。

　二人が固まる。

「…………」

「…………」

　場面は物語でいうならばクライマックス。不安に怯おびえるおおかみさんに、亮士くんが自分の思いの丈たけを伝えようとしたのです。このまま無事に進行していれば、いい感じになってたに違ちがいありません。

　しかし、そこでりんごさんが乱入しました。もう計ってたんじゃねえか？　って感じのタイミングですが………………実際計ってました。

　そう、りんごさんは一番おもしろおかしく愉ゆ快かいな感じになる瞬しゆん間かんを待っていたのです。

　もう、これしかないというタイミング。

「ほら涼りよう子こちゃん見てくださいの」

　亮りよう士しくんの言葉を最後まで聞けなくて、ちょっとホッとしたおおかみさんは、おとなしくりんごさんに従う。こうやってほかのことをしていたら、亮士くんの言葉を聞かなくてすむ……なんて考えながら渡わたされた紙を見るおおかみさん。

　すると…………なんということでしょう!!

　そのＡ４用紙を読み進めるにつれ、どんどんおおかみさんの顔から表情が消えていき、最後には能面のように全く無表情になりました。

　ちなみにおおかみさんが読んでるのはこれ。









46 名前：おしゃべり理容師さん

　〉〉24の言いたいことはわかりました。

　だが実際に見ていない我々にはわからない……。

　だからといってはなんですが、大おお神かみさんの萌もえエピソードなどを語ってくれませんか？




47 名前：24

　いいだろう。

　たとえばだな、涼子は実は犬好きなんだ。

　うちの飼かい犬いぬと仲良くじゃれ合っている姿などもう輝かがやいているな。

　この動物好きというのはポイント高いだろう。




48 名前：おしゃべり理容師さん

　ほほう、たしかにポイント高いですな。




49 名前：おしゃべり理容師さん

　ああ、浮かびますぞ。大神さんが雨の日に捨てられた子犬に傘かさを差す姿が。




50 名前：24

　あと、ゴキブリが嫌きらいだったりする。

　前にゴキブリを見たときは悲鳴を上げて抱だきついてきたりした。

　あれは感動だったな。

　鍛きたえているにもかかわらず柔やわらかく、

　この世のものとは思えないくらいいい匂においがした。

　あの場で死んでも後こう悔かいなかったに違ちがいない。




51 名前：おしゃべり理容師さん

　なんとお約束な!!

　そんなすばらしきシチュエーションに遭そう遇ぐうしたあなたがうらやましい。




52 名前：24

　しかも子供好きでもある。すごく面めん倒どう見みがいいんだ。

　この間子供を預かり面倒を見たんだが、そのときの涼りよう子こといったらすばらしかったな。

　厳しくも優やさしく子供たちを見守っていた……あのまなざしで見つめられたらどんな男でもいちころだろう。




53 名前：おしゃべり理容師さん

　くっそれは実にキますな。ぶっきらぼうなのに子供に優しい、良いお姉さんやっている大おお神かみさんの姿が目に浮かぶようだ……。そう、ギャップはすばらしい。




54 名前：24

　ギャップで思い出したが、涼子は少女小説も好きだったりする。

　涼子が少女小説を読んで感動したり、どきどきと胸を高鳴らせる姿を思い浮かべるだけで俺は心安らかな気分になれる。




55 名前：おしゃべり理容師さん

　ああ、あの強気なあの言動でそれは反則ですぞ!!




56 名前：おしゃべり理容師さん

　まったくですな。




57 名前：24

　まだまだあるが……とりあえずはこんなところでいいだろう。

　このように涼りよう子こはすばらしく、俺は涼子のことが愛いとおしくてたまらないのだ。









　渡わたされた紙に書いてあったのは、おおかみさんの素す敵てきエピソードで、それを知っているのはりんごさんと……。

　能面のようになってたおおかみさんの顔が、今度は歪ゆがんでいく。口角は上がり目は大きく開かれ、柳りゆう眉びは逆立ち……それはもう、金こん剛ごう力りき士し像にすら勝てるんじゃないかという憤ふん怒ぬの表情です。ここに一人の鬼おにがいます。先ほどのしおらしさは全くありません。

「おっおお……」

　おおかみさんはギギギとぎこちない動きで亮りよう士しくんのほうを向き、

「お前なんじゃねえかっ!!」

　その怒いかりのままに、あわわわと青ざめてる亮士くんをぶん殴なぐった。

「ぐはぁ!!」

　亮士くんが吹ふっ飛ぶ。

　そう、おおかみさんが探してた、ネットで実に男らしくおおかみさんへの愛を語っていた人物は亮士くんでした。もう、どうしようもないです。論外です。

　いつもヘタレの亮士くんが、なんであんなにかっこいい口調の書き込みだったのかというと、亮士くんは対人恐きよう怖ふ症しようで周りに誰だれかいるとヘタれてしまうのですが、誰もいないと実に男らしくてかっこいいのです。例外として、怒りなどで視線を気にする余よ裕ゆうがなくなったりしたときもかっこよくなります。りんごさん曰いわく、ぶち切れ男の子モードというやつです。

　つまり、亮士くんがネットに接続しているのは自分の家で、部屋には誰もいなくて一人きりなのでヘタれることもなく、その状態で書き込んだのでかっこよかったのです。凜り々りしくなにやらすごい自信にあふれた感じだったのです──と、原因がわかったとしても別におおかみさんの怒りが晴れるわけでもなく、おおかみさんは追おい討うちで地面に倒たおれた亮士くんをげしげし蹴けりまくる。

「…………」

　無言なのがまたおおかみさんの怒りをよく表している気がします。怖こわいです。

「ひっひぃ、すっすっすいませんっス～」

　蹴られながら、亮士くんは情けない声を上げる。

　おおかみさんはしばらく蹴りまくったあと、恐おそろしく冷たい目で亮士くんを見下ろした。

「……言い訳を許してやる。簡潔に述べろ」

　ようやく発言を認められた亮士くんは必死に弁解する。

「いっいや、涼りよう子こさんなんかむちゃくちゃ怒おこってる感じだったんで言いそびれて、そしたら涼子さんが相手を探すって言い出してどんどん言い出せない空気に……」

　ばれたら怒られるから探さないで～という亮りよう士しくんのオーラを、おおかみさんは自分に興味がないからやる気がないオーラと感じてムキになり、悪あく循じゆん環かんでここまで来てしまったらしいです。でもたしかにあの空気ではカミングアウトは難しいでしょう。りんごさんがわざとあんな空気になるように動いていた節もありますし。

「…………続けろ」

「でもついさっき勇気を出してカミングアウトしようとしたんス。けど、ちょうどそのときに赤あか井いさんが……」

　そう、最後の最後で亮士くんは勇気を振ふり絞しぼり、カミングアウトしようとしたのだ。

　あの亮士くんの言葉、

『実は……』

　のあとにはあの男はおれでした!!　と、カミングアウトの言葉が続くはずだったのだ。

　ついでとばかりに、あれはおれの本心で、なんのやましいこともないっス!!　そう、あまりにも涼子さんが好きすぎてあんな行動に出てしまったんス!!

　と言って、自己弁護プラス二人の仲をいい感じにとかも考えていたのだ。

　たしかに、そこまで言われたらさすがのおおかみさんも、ここまで怒れなかったかもしれません。しかし、絶ぜつ妙みようすぎるタイミングでりんごさんが乱入してきました。もしかするといい感じのシーンになっておおかみさんの怒いかりをごまかせたかもしれなかったのが、りんごさんのせいで、どうしようもないくらいまでダメダメなおもしろシーンになっちゃいました。

「てめぇがさっさと白状してりゃあこんなことにならんかったんだろうが!!　つーかお前がそもそもあんなことをネットで書かなけりゃなんの問題も起こらなかったんだよぼけぇ!!」

「ぐへぇ」

　おおかみさんは亮士くんを思いっきり踏ふみつける。とりあえず花も恥はじらうお年とし頃ごろの女の子がとっちゃいけない行動ランキングとかがあったら、かなり上位に食い込みそうなおおかみさんの行動、もちろんヒロインがこんな行動とっちゃ駄だ目めです。ヒロインがヒーローを憤ふん怒ぬの表情で踏みつけちゃ駄目です。ましてやぐりぐりなんてしちゃ絶対駄目です。

　それにしても、りんごさんは容よう赦しやなさすぎですね。カミングアウトが成功していたら、もう少し事態は軟なん着ちやく陸りくできていたかもしれないのに……実際はおおかみさんがりんごさんのヒントにより、自力で答えにたどり着いたためにこうなっちゃいました。

　りんごさんがなんでこんなことをしたかは……

「内うち弁べん慶けいでネット弁慶…………なんという駄目人間!!　あまりのだめっぷりに正直惚ほれ惚ぼれしちゃいますの!!　まあ、それはともかく涼子ちゃんかわいかったですの～嫉しつ妬とでいらいらする涼子ちゃんも、不安に怯おびえる涼子ちゃんも最高ですの!!」

　このりんごさんの発言に集約されているでしょう。

　すべてはりんごさんの計算通り。愉ゆ快かいなおおかみさんの姿を愛めでつつ、全然素す直なおにならないおおかみさんに対する忠告と荒あら療りよう治じだったのです。…………前者の割合のほうが多いみたいですが。

　りんごさんは実に策士で腹黒いです。が、そんな感じではしゃいでたら、案あんの定じようおおかみさんの怒いかりの矛ほこ先さきがりんごさんに向かう。

　亮りよう士しくんを踏ふみつけたまま、おおかみさんははしゃいでたりんごさんの小さな頭をつかむ。

「…………りんご、おまえいつから気がついていた？」

　ここに至ってようやく調子に乗りすぎた、やりすぎたと気がついたりんごさんだが、もう時すでに遅おそし。冷ひや汗あせを垂たらしながらりんごさんは答える。

「えっと、ついさっき頭とう取どりさんからヒントをもらってから」

「…………」

　おおかみさんは無言でりんごさんを見つめる。ギリギリと締しまるアイアンクローにりんごさんは白旗を揚あげる。

「…………最初からですの。なんか見たことがあるというか聞いたことあるような口調だな～なんて考えてたらピンと来ましたの。あ、これもしかして森もり野の君じゃないですの？　と。少し前に電話で森野君のあの口調を聞いてたのもありましたし。で、頭取さんを見たら目と目で通じ合えたので、ああ正解なんだな……と」

　ちなみにおおかみさん、ちょっと考えればわかりそうなものなんですが、色々テンパってたので答えにたどり着けませんでした。こちらもりんごさんが色々煽あおりつつも、答えにたどり着けないよう誘ゆう導どうしてましたしね!!　なんという腹黒ロリでしょう。

「…………なるほど頭取のやつも全部わかってたのか。だから亮士が書いたとわからない部分だけをこっちによこしたんだな。くくくく……あいつ、いつかぶん殴なぐらないといけないと思ってたんだよ」

　頭取さん、あいつ呼ばわりされてます。そして、目上に対して全く尊敬の念を持ち合わせていないおおかみさんの目は血走っていて、実にギリギリな感じです。

「……で、りんご。お前はおもしろいからという理由で、オレにそれを伝えなかったわけだ」

「めっめっそうもないですの。ただ、そうしたほうが嫉しつ妬としたり恋に悩なやんだりする涼りよう子こちゃんのかわいい姿が見られるんじゃないかと思ってぴぎゃー」

　りんごさんの掛かけ値ねなしの本音におおかみさんの右手はヒートエンド。どうやらとどめを刺さされたらしいりんごさんの手足がプラーンとなります。

「ふふふふふふふふ」

　まあ、答えを知ってみれば全く意味のない悩みで葛かつ藤とうし、苦しんでたんですから、仕方がないかもしれません。なんだか色々考えてイライラしたり拗すねてみたり怒おこったり不安になったりしたおおかみさん、実に馬ば鹿かみたいです。まさにピエロです。

「くはははははははははははは!!」

　なんか限界が来てしまったのか、亮りよう士しくんを踏ふみつけ、りんごさんの頭をつかんだまま狂くるったように高笑いを上げるおおかみさん。

「はははははっははっははふひははーっはっはっはっふひっひっふひひひっひぎゃ～!!」

　おおかみさんのやばすぎる笑い声が御お伽とぎ学園に響ひびき渡わたる。

　………………………………………すごい顔と笑い声してるだろ、オオカミさんシリーズのヒロインなんだぜ？　アレ。




　こうして、おおかみさんの中身が一部の人間に知れ渡ってしまった、おおかみさんと深い穴事件は終結しました。

　その結果として、御伽学園地下本店では、暴風が荒あれ狂ったかのように様々な物が散らばり、床ゆかには頭とう取どりさんが白目を剝むいて倒たおれてます。

　要するにおおかみさんが突とつ入にゆうし大暴れしたわけです。

「まだ頭が痛いですの……」

「おれは全身が痛いっス」

　そしてこんな風に愚ぐ痴ちっているりんごさんと亮士くんは散らかったお部屋をお片付け中です。おおかみさんはどうにか被ひ害がいを免まぬかれていたソファの上で不ふ機き嫌げんそうにふんぞり返っています。

「涼りよう子こちゃ～ん、機嫌直してくださいの」

「………………」

　おおかみさんは無視する。相当根に持っている様子です。

　そのおおかみさんの様子に、どうしようもないのでまずは部屋を片付けておおかみさんの機嫌をとろうと、前にも増して片付けをがんばり始める亮士くんとりんごさんなのでした。




「…………ふぅ、ようやく終わりましたの」

「終わったっスねぇ」

　ハリケーンおおかみさんが起こした被害をどうにか片付け終わり、おおかみさんの機嫌はどうなったのかなと、りんごさんはおおかみさんに話しかける。

「涼子ちゃ～ん」

　媚こび売りまくりのりんごさんの猫ねこなで声、でもおおかみさんはソファにどっかりとふんぞり返り、上を見たまま微び動どうだにしません。

　こっこれは本格的にまずいかもしれませんの。どうやって機嫌をとりましょうですの～？　と考えながらおおかみさんに近づき、りんごさんはおおかみさんの顔を覗のぞき込む。

「涼子ちゃ～ん、そろそろ帰りま……って、涼子ちゃん寝ねてますの」

「……うわっ、マジっスね」

　そう、おおかみさんはぐっすり寝ねちゃってました。

「………………むふふ」

　そんなおおかみさんに、りんごさんはいきなりマイバスケットから取り出したデジカメでおおかみさんの寝顔をパシャリと撮とる。

「…………赤あか井いさん、ばれたらまた涼りよう子こさんが怒おこるっスよ？」

「まあまあいいじゃないですの」

　りんごさん、全く懲こりてません。

「それにしてもよく寝てるっスねぇ」

「ふふ、安心したんですのよ。だって今日は森もり野の君が実は自分のことを好きじゃないんじゃないかと、ずっとイライラしてたんですのよ？」

「そっそうなんスか？　おれはてっきり色々バラされてるから不ふ機き嫌げんだったのかと」

「………………森野君、少しは女心もわからないと」

「すいませんっス。どうも、おれは同年代の人の気持ちが全くわからなくて……」

「圧あつ倒とう的に経験値が足りないんですものねぇ」

「……申し訳ないっス」

　同年代がいない環かん境きようで育った亮りよう士しくん。亮士くんが未いまだヘタれたままなのもそれが理由だったりします。じじばば相手なら慣れるのも早いんですが、同年代は接したことがほとんどないので、なに考えてるんだかわからず、余計にヘタれるわけなのです。

　そこでりんごさんはおおかみさんの寝顔を眺ながめる。

「……でも、涼子ちゃんがこんなにかわいくなっちゃったのは森野君のおかげですのよ？　着実に少しずつ涼子ちゃんの心はほぐれてますの」

「…………」

「森野君がこの調子でがんばれば、涼子ちゃんが落ちるのもそう遠い未来の話ではないんですのよ？」

「はいっス!!　がんばるっス!!」

「あと、女心関連で一つ。乙女おとめな涼子ちゃんとしては、二人の大事な思い出は二人のものにしておきたいと考えてるんですのよ？」

「うっ」

　サイトに色々書いてたことについて釘くぎを刺さされ、亮士くんはうろたえる。

「まぁ、同年代の友人ができて自じ慢まんしたり相談したりしたくなる気持ちもわかりますけど、ほどほどにしとかないといけませんの」

「それについては反省してるっス」

　りんごさんがメッって感じでかわいく亮士くんを諭さとします。実に正論です。

　ただ、その事態を利用しまくっておもしろ愉ゆ快かいな感じにしちゃったりんごさんの言うことではない気がします。

「でも私には詳くわしく報告してくださいの。ちなみにこれはお願いではなくて命令ですの。じゃないと涼りよう子こちゃんにあることないこと吹ふき込んじゃいますの…………でもまあ、涼子ちゃんが怖こわくて乱暴者の狼おおかみさんなんかじゃなくて、実はかわいい女の子だとたくさんの人が知ったことはよかったですの。涼子ちゃんってば誤解されやすい質たちですし」

「それはたしかに……」

　おおかみさん、見た目はまんまヤンキーですしね。目つき悪いですし、すぐ手が出るし、口調も乱暴だし、スカート長いし、おまけに知らない人が近づくとグルグル喉のどを鳴らして威い嚇かくしますし。……まあ、最後のは比ひ喩ゆ表現ですが。

「ふふ」

　それに…………と、りんごさんは心の中で思う。

　森もり野の君の熱い気持ちが涼子ちゃんに伝わったのもよかったですのよ？　意地っ張りの涼子ちゃんは自分から相手に気持ちを問いただすなんてできませんから、不安になったりイライラしたりするんですのよねぇ、ただ一言『オレのことをどう思っている？』と聞ければ問題なしなんですのに。……まあそんなところがかわいいのですけど。

　りんごさんはそんなことを考えながらおおかみさんの寝ね顔がおを見つめる。横を見れば亮りよう士しくんもおおかみさんの寝顔に見み惚とれているようだ。

「…………」

「……ふふ」

　その様子にりんごさんは微笑ほほえむ。

　りんごさんがここまでわかっていながら、おおかみさんや亮士くんに助言をしなかったり今日みたいに色々仕組んだりする理由は、二人の成長を促うながすためだった。おおかみさんも亮士くんも圧あつ倒とう的に経験値が足りないのだ。おおかみさんは心の傷からりんごさん以外との交友関係をほぼ絶ってしまった故ゆえに、亮士くんは育った環かん境きよう故に。今のままでも、無理矢理くっつけようとしたらくっつきはするかもしれないが、色々と問題が出るのが目に見えるようなので、りんごさんは二人を成長させようとしているのだ。…………くっついちゃうと色々楽しみが減るからというのももちろんあるが。

「すー……すー」

　すやすや眠ねむっているおおかみさんは、すごくかわいいです。そんなおおかみさんを見て亮士くんはおずおずと言った。

「……………………あ、赤あか井いさん」

「なんですの？」

「できればさっきの写真をいただけないっスかね」

「……私の涼りよう子こちゃんの寝ね顔がおを常に肌はだ身み離はなさず持っておこうなんて実にふてえ野や郎ろうですの」

「そんな、常に持っておくなんて……ただ寝る前にニヤニヤ眺ながめたりしたいなと思っただけっス!!」

「…………それはそれでどうなんですの？　でも、最近の森もり野の君のがんばりに免めんじて差し上げましょうですの」

「ホントっスか!!」

「ホントですの」

　始まりはどうあれ、今回の事件の亮りよう士しくんは、りんごさん的に大金星を挙げたのだ。

　今回の件でおおかみさんは、今のままではいけないことを痛感した。毛皮で覆おおわれ隠かくされていた自分の気持ちに少しでも気がつくことができた。

　亮士くんの好意にあぐらをかいていたおおかみさんが、素す直なおにならないとどうしようもないということに気がついたのだ。それはとても良い変化、おおかみさんが素直になるための第一歩で、おおかみさんが心の傷を癒いやし噓うその毛皮を脱ぬぐことは、りんごさんが求めてやまないことだった。

　そしてりんごさんがどうにもできなかった噓つきおおかみさんがここまで変われたのは、全部亮士くんのおかげで……ご褒ほう美びぐらいあげても罰ばちは当たらないだろう。

「ふふ」

　おおかみさんの寝顔ゲットーと、飛び上がらんばかりに大喜びする亮士くんに、りんごさんはその幼い外見に似合わない母性あふれる優やさしい笑え顔がおを浮かべた。

　……………………………………いつもこうなら腐くされロリとかいわれないでしょうにね。





ま、それはともかく、めでたしめでたし









　　　おまけ──おおかみさんの耳は……




「……じゃ起こしましょうですの」

　りんごさんはおおかみさんに向き直る。

「でも、ちょっとやそっとじゃ起きなさそうなんスけど」

　思いっきり寝てるおおかみさんを見ながら亮士くんがそう言った。

「ふふん、涼子ちゃんと一いつ緒しよに住み始めてから早三年、千回以上も寝起きの悪い涼子ちゃんを起こしてきた私をなめないで欲しいですの。私にかかれば涼子ちゃんを起こすどころか、起きたときのリアクションまで思い通りですのよ？」

「……そうなんスか」

　驚おどろけばいいのか引けばいいのかわからず、曖あい昧まいに相づちを打つ亮士くんを横目に、りんごさんはおおかみさんを起こそうとして……ふとなにを思ったのか亮りよう士しくんに話しかけた。

「……あ、森もり野の君は涼りよう子こちゃんのどんな寝ね起おきが見たいですの？　寝ぼけてかわいい涼子ちゃん、あわててびっくりかわいい涼子ちゃん、ぐずってかわいい涼子ちゃん」

　どんな寝起きでも演出できると、りんごさんは暗に言う。さすがはおおかみさん研究の第一人者です。

「じゃあ……………………………………………………素すのまま驚おどろくかわいい涼子さんで」

「通ですのね[image: ～][image: ～]了りよう解かいですの」

　というわけで、りんごさんはおおかみさんに近づくと、

「………………ふ～」

　おおかみさんの耳に息を吹ふき込んだ。

　おおかみさんが飛び起きる。

「うきゃあぁあぁあぁ、なに？　なにっ？　なんなの？」

　亮士くんの注文通り、おおかみさんは驚きと耳のむずがゆさのあまり、いつもの毛皮はまとってなくて、素になっている。

「ぐっもーにんですのー」

「おはようっス」

　そんなおおかみさんに、りんごさんと亮士くんはおはようの挨あい拶さつをする。

「なっおっおまえらなにしてやがる[image: ～][image: ～]！！！」




　というわけでおおかみさんの耳は…………………………すごく敏びん感かんです。
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　　　おおかみさんの知らないところでなにやら悪わる巧だくみが進行する







「私は強い男が好きなの。そして誰だれよりも強い男に護まもってもらいたいのよ。なのにあの人は逃にげた……」

　薄うす暗ぐらい部屋の中で艶あでやかな声が響ひびいた。

「……御お伽とぎ銀行の奴やつらか」

　それに答えたのは低くしゃがれた声。吐はき出され、漂ただよっていたたばこの煙けむりが揺ゆらめく。

「そう、前にうちの学校に乗り込まれたときなんか、みっともなく頭まで下げて謝あやまってたのよ……許せないわ」

　周囲には雑然と雑誌や空あき缶かんが転がり、その荒すさみようはそのまま部屋の住人を表しているようだった。

　……というか、どこからどう見ても悪者の隠かくれ家がにしか見えません。造りからすると学校の教室なんですけどね……。

「ふん、あいつもその程度だってことだな」

「そうね、だからもう見限ろうかなって思ったわけ」

「……で、次は俺か麗れい狐こ」

　その声に隣となりに座っていた少女……麗狐さんが笑い、金色に染められた髪かみが揺れる。

「ふふふ、か弱い私はね、強い男に護られないと生きていけないの。だから……私は強い男の女になるの。私を護れるほど強い男のね……。その代わり、私は私のすべてで男に尽つくす」

　そう言って、麗狐さんは男に自らの豊かな胸を押し当てる。

「私には強い男の王おう冠かんになれるだけの価値があると思わない？」

　すごい自信ですが……………………たしかに麗狐さんは美人だしスタイルがいいですからね。

　整った美び貌ぼうに、潤うるんだ瞳ひとみ、色気を感じさせる唇くちびる、鬼おにヶが島しま高校のセーラー服をこれでもかと押し上げている二つのふくらみ、豊かに流れる金色の髪。その美貌は自画自賛するだけのことはあります。ほとんどの男は、視界に入った瞬しゆん間かんに、視線を奪うばわれてしまうでしょう。

　というわけで、麗狐さんの目の前にいる男も例外ではなく、男はそんな麗狐さんに手を伸のばそうとするが、つれない麗狐さんはその手をぎりぎりのところでよける。

「まだだめよ。だってあなたは士し狼ろうよりも強いと証明していないわ……それに、ほかにも声をかけてるの」

　それは聞き逃のがせないと、男は片かた眉まゆを上げる。

「なに？」

「私が直接声をかけたのは、鮫さめ島じま、鬼おに塚づか……そしてあなたよ真ま王おう君。ほかには、噂うわさを聞いて接せつ触しよくしてきたのが何人かいるけど……たぶん勝ち残るのはあなたたち三人の誰だれかね」

「……その中で誰が一番強いか試ためすつもりか？」

　そう問われ、麗れい狐こさんは淫いん靡びに微笑ほほえむ。

「うふふ、私は強い男が好きだから試すのよ。誰が一番強いのか……誰が一番私を護まもってくれそうか。でもなにも問題ないでしょう？　あなたが一番強いと証明すればいいだけのことなのだから」

　こう言われては、男も引くことはできない。特に強さが重要な意味を持つ不良としては。

　それになにより……と、男──真王さんは麗狐さんの姿を眺ながめる。

　美び貌ぼう、スタイル、少女を構成するすべての要素が扇せん情じよう的で、高校生とは思えないほどの色気を感じさせている。

　自分から王おう冠かんというだけのことはあり、この少女を手に入れることができれば、それは自分の強さを示すなによりの証しよう拠ことなるだろう。

　ならば……この女を自分のものにできるなら、少々の危ない橋くらい渡わたるのはなんでもない。

　真王さんは麗狐さんの言葉に乗ることにした。

「……それで、どうすればいいんだ？　お前が声をかけた連中一人一人とタイマン張れとでも言うのか？」

「ん～それでもいいんだけど…………そうねぇ、士し狼ろうが頭を下げた御お伽とぎ銀行の人たちより強いと証明できたら……それはあなたが士狼より強いという証明になるわよね？」

「奴やつらをシめたら、お前は俺のものになるのか？」

「ええ、神に誓ちかって」

「…………だがな、あいつらがでかい顔をできているのは、いろんなところの弱みを握にぎってやがるからだろうが？　俺らのことをどれだけ知っているか、いったい誰の弱みを握っているか、いったい誰が出てくるのかわからなけりゃ、おいそれと手が出せねぇ」

「そうね、士狼が手を出さない……出せない理由もそれね。でもそれをどうにかする方法はあるわ、手段さえ選ばなければね」

「どんな方法だ？」

　食いついてきた真王さんに麗狐さんは言った。

「簡単よ、……あいつらの弱みを握ってやればいい。そうやってお互たがいに弱みを握り合えば、うかつに動けなくなるわ。そうすればあとは……どちらが強いかの勝負よ。そして、弱みを握るのは簡単。今の時代デジカメ一つあれば、弱みは握れるわ。あいつらは女が多いしね。それに……ほら」

　麗狐さんが取り出したのは何枚かの写真。それにはおなじみの御伽銀行の面々が写っている。

「私ほどじゃないにしても、きれいどころばかり。色々と楽しめそうでしょ？」

「……たしかにな」

　その写真を見て、真ま王おうさんは無意識にだろうが舌なめずりをする。

「私にできることなら協力するわ。あなたたちじゃできないことが私にはできるしね……たとえばあいつらをおびき出したりとか」

　意味深な笑えみを浮かべてしなだれかかる麗れい狐こさんに、真王さんは凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべて言った。黄ばんだ乱らん杭ぐい歯ばが口から覗のぞく。

「わかった、任せろ」

「期待してるわ。私をものにしたいなら自分がどれだけ強いかを見せてちょうだい」

「見てろ。羊ひつじ飼かいの野や郎ろうなんかより俺が強いということを見せてやる。あいつができなかったことをやってな」

　微笑ほほえむ麗狐さんに、真王さんは自信満々で言った。

　その後、今後のことを話し合ったのち、麗狐さんは立ち上がる。

「じゃあ私は帰るわ。そして、これは……ご褒ほう美びの前まえ払ばらい」

　そう言って真王さんの頰ほほに口づけると、麗狐さんは微笑みを残してその薄うす暗ぐらい教室をあとにした。

　…………そして、しばらく歩いたあと、取り出したハンカチで口を拭ふきながらつぶやいた。

「うふふ……せいぜいがんばって。あなたが本当に士し狼ろうより強かったなら、本気であなたのものになってあげるから……ね？」







　　　おとぎの街のアリスさんとキリギリス







　御お伽とぎ銀行こと御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会の地下本店に、アリスさんとおおかみさん、りんごさんがいた。二年生組は当番で上の地上支店に詰つめているし、浦うら島しまさんは浮うわ気きがばれて逃とう亡ぼう中で乙おと姫ひめさんは追つい跡せき中。亮りよう士しくんがいない理由は……またあとで。

　今、その三人が地下でなにをしてるのかというと、おおかみさんはソファに寝ねっ転ころがって漫まん画が本を読んで、りんごさんはテレビを鑑かん賞しよう中。壁かべにある巨大液えき晶しようテレビに映ってるのは一昔前のドラマの再放送だ。いわゆる昼メロとかいうやつですね。

　その画面の中では、柄がらの悪い男が弱みを握にぎった女からお金をせびったりしていた。

「……ダメ男ですのねー」

　お菓か子しをポリポリつまみつつ、りんごさんはつぶやいた。

「だなー」

　おおかみさんが、漫画から画面に視線を移して言う。

　そんなだらだら空間の中、電話を片手に隙すきのない対応をしているのは、御伽銀行に残った最後の常識人アリスさんです。

「はい……はい……なるほど」

　アリスさんは聞き留めたことをメモしている。その姿はどうしようもないくらいにやり手のキャリアウーマンです。いやいや惚ほれ惚ぼれしますね。かけた眼鏡はとても知的で、いつものスーツっぽく改造した制服も素す敵てきでとても似合ってます。二本の触しよつ角かくっぽいアホ毛だって、アリスさんがつけてれば知的に見えてきます。ええ、見えてきますとも。

「それは貴重な情報をありがとうございました。では、これで貸し借りはナシということにさせていただきます。……はい、それではまたのご利用をお待ちしています」

　そんなクールなアリスさんは、どうやら情報提供者らしい相手と会話を終えたらしく、備え付けの電話に受話器をガチャンと置く。

　今度は電話の最中に取っていたメモを見ながらぺこぺことキーボードを打ち始める。無む駄だな行動などかけらもない、流れるような作業の端はし々ばしからにじみ出る知性の輝かがやき、これぞデキる女の姿です。

　そんなアリスさんに、りんごさんは前々から気になっていたことを聞いてみた。

「アリス先せん輩ぱい、ちょっといいですの？」

「なんですか？」

　手を軽かろやかに動かしつつアリスさんは応こたえる。

「アリス先輩は……」

　りんごさんはアリスさんが会話モードに入ったことを確かく認にんして言った。

「……なんであのダメ男に付き合ってるんですの？」

　なんというか……ものすごく直球ド真ん中ストレートかつオブラートに全く包んでいない言葉ですね。

「………………なぜ今そのようなことを聞くのですか？」

　アリスさんは手を止めりんごさんを見る。

　すると、ちらりとりんごさんの視線がテレビ画面に向いた。

『ほー、別にいいんだぜ。これを旦だん那なに送りつけても……』

『そっそんな!!　それだけは……』

　画面の中では、ダメ男が過去の写真を使って金を出し渋しぶる女を脅おどしていた。

　どうやらりんごさんはダメ男で連想したらしいですね。

「なるほど」

　アリスさんは納なつ得とくする。

　いやいや、そこで納得しちゃダメでしょう。

　ダメ男で話が通じ、そして全く訂てい正せいする気配もないアリスさんに、ダメ男からの連想で、先輩で上司の人間を脳裏に浮かべたりんごさん。興味をそそる話題なのか、手元の漫まん画が本から視線を上げたおおかみさんも、ダメ男が誰だれなのかには疑問を持っていないらしいです。

　ここでいうダメ男というのはもちろん言わずと知れた頭とう取どりさんなのですが……これは御お伽とぎ銀行所属の女子行員の中で共通認にん識しきなんですね。一応あなたたちのトップでしょうに。

「いつもアリス先せん輩ぱいは一いつ生しよう懸けん命めい仕事しているのに、あのダメ男は好き勝手やってますの」

「だなー今もいねーし」

　そう、ダメ男呼ばわりされている頭取さんは、今は仕事をさぼって逃とう亡ぼう中です。得意の変装でどこかに紛まぎれ込んでいるに違ちがいない。……やっぱり、オブラートに包めないくらいのダメ男ですね。

「実は、弱みでも握にぎられてたりするんですの？」

「まあ、たしかに生まれたときからの腐くされ縁えんではありますが……そのようなことはありません。頭取はたしかに色々と残念な人ですが、屑くずではないということです。あと、弱みならお互たがいに握り合っていますしね」

「なるほど、いとこ同士で幼なじみみたいなもんなら、知られたくないことの一つや二つ、お互いに知ってるだろうな」

「そういうことですね。それに……」

「「それに？」」

　意味深につぶやいたアリスさんに、りんごさんとおおかみさんは耳をダンボにする。が、アリスさんはそんな二人に気がつくと咳せき払ばらいをしてごまかした。

「ゴホン…………まあ、色々あるということです」

　しかし、そんなことじゃあごまかされねーぜと、りんごさんとおおかみさんが追つい撃げきをかけようとした次の瞬しゆん間かん、唐とう突とつに電話が鳴った。ナイスタイミングと、アリスさんは電話に出る。逆に、なんて間の悪い……と、おおかみさんとりんごさんは悔くやしさに顔を歪ゆがめる。今いま更さらすぎますが、花も恥はじらう乙女おとめがそんな顔しないで欲しいものです。ファン減りますよ？

「はい、なんですか？　…………はい、……はい、……わかりました」

　そして電話を切ると、アリスさんはおおかみさんたちに向き直って言った。

「……赤あか井いさん、大おお神かみさん、上に上がってもらえますか？　どうやら依い頼らい人が来たらしく、鶴つるヶが谷やさんとマジョーリカさんは出るらしいので」

　ナイスタイミングと少しホッとしているアリスさんに、なぜだか悔しそうなおおかみさんとりんごさん。

「「ちっ」」

　しかし、アリスさんは女の子二人のはしたなさすぎる舌打ちを、華か麗れいに無視して言った。

「鶴ヶ谷さんが、なにやら、恩返しをするんです!!　と、思いきり張りきって今にも飛び出しそうでしたから、早く行っていただけるとありがたいですね」

「りょーかい」

「ですのー」

　そしてアリスさんには逆らえないおおかみさんとりんごさんは、ぶーぶー言いながら部屋を出ていった。




　アリスさんがおおかみさんとりんごさんの追つい及きゆうを逃のがれてからしばらくして、再び電話が鳴った。内線電話なのを確かく認にんし、アリスさんは受話器を取る。

「はい、なんでしょう」

『あ、アリス先せん輩ぱい』

「赤あか井いさん、どうしたんですか？」

『またまたお客さんが来ちゃいましたの。でもってちょっと上空けますので、あとをお願いできますの？』

「……今日は千客万来ですね」

『まったくですの』

「それで、どのような依い頼らいですか？」

『それはですの……』

　アリスさんの問いに、りんごさんが依頼の内容を伝える。そしてそれを聞き終わったあと、アリスさんはつぶやいた。

「それは……危険がありますね。二人で出るのですか？　応おう援えんは必要ではないですか？」

『涼りよう子こちゃんが意固地になっちゃってまして……自分だけでいいって言ってますのよ』

「……はぁ、困った人ですね。仕方ないかもしれませんが」

　アリスさんは特とく徴ちよう的な前まえ髪がみをくにょくねと触さわりながら考える。

　たしかにあの名前を聞けば、おおかみさんは意固地にもなるだろう。でも、それを放ほうっておくわけには……。

『乙おと姫ひめさんからは、浦うら島しまさんの浮うわ気きを追つい跡せき中で今日は出れないと連れん絡らくが入りましたの。というわけで、絶賛浮気中の浦島さんと追跡中の乙姫さんは今日は無理だと思いますの』

「はあ」

『森もり野の君は、ここ最近やることがあると言って顔を出してませんけど、用があれば呼んでくださいっスとか言ってましたので、涼子ちゃんに黙だまって呼ぶつもりですの』

　森野さんが行くならどうにかなるだろう、でも、それでも危険がなくなったわけではない。

　そう考え、アリスさんはもう一度言う。

「ですが、やはり危険があるのでは？」

『見張りを撒まいたあとは、誰だれにも気づかれるつもりはありませんのよ。うちはこの街の地理は熟じゆく知ちしてますし』

「なるほど……それなら、大だい丈じよう夫ぶかもしれません。ですが、気をつけてください。くれぐれも無理をせず、なにかあれば助けを呼ぶように」

『了りよう解かいですの。じゃあそういうことで、あとはお願いしますの～』

　電話が切れ受話器を置くと同時にアリスさんは「ん～」と伸のびをして椅い子すに体重をかけ、天てん井じようを眺ながめる。誰だれもいないからか、いつものクールな感じはなく、アリスさんはかっこよさよりかわいさが前面に出ています。この姿をりんごさんが見ていたら、きゃ～とか言いながらデジカメで激写していたでしょうが幸いここにはいません。

　そんなリラックス状態のアリスさんはそのままの姿勢で、ため息まじりに言った。

「はぁ……………この忙いそがしいときに、りっくんはいったいどこでなにしてるんだか」

　…………………………はい、皆みなさん。一人きりだからか、アリスさんのお口からなんか非常に衝しよう撃げき的な呼び名が出ましたよ!?

　りっくんとは、もしかしてというか、もしかしなくても頭とう取どりさんのことでしょうか。御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会会長である頭取さんの名前は桐きり木きリストといいますし。

「さて」

　ちょっと表情を緩ゆるめていたアリスさんだったが、そこで気合を入れ直していつものクールな顔に戻もどすと立ち上がり、御伽銀行地上支店に向かった。

　アリスさんの隠かくれた素す顔がお。…………なんだか、すごいものを見てしまったという感じですね。




　おつうさんに魔ま女じよさん、おおかみさんにりんごさんと二組ほど送り出したあと、一人で御伽銀行地上支店でお留守番というか受付をしていたアリスさんの許もとに、またまたお客さんが現れた。

「おじゃましますですわ」

「……………………本当に今日は依い頼らい人が多い日ですね」

　御伽銀行の扉とびらを叩たたいたのは、白いゴスロリ改造制服を身にまとった、ツインテールの美少女だった。名前は……

「宇う佐さ見みさん。今日はまたどういったご用件で？」

　そう、宇佐見美み々みさん。見た目はりんごさんと負けず劣おとらずロリですが、れっきとした御伽学園高等部二年生です。

　宇佐見さんはアリスさんに勧すすめられソファに座ると、その清せい楚そな外見に似合ったお嬢じよう様さま言葉で用件を述べる。中身には似合ってないんですがまあ、そこはおいといて……。

「んー、私がということではなく、知り合いから仲ちゆう介かいを頼たのまれたのですわ」

「仲介ですか？　ということは……」

「そう、御伽学園の生徒ではないのですわ」

「そうですか……では、その依頼主はどこの学校の生徒ですか？」

「アンデルセン女学院の生徒ですわ。ただ頼まれただけで、詳くわしい話は聞いてないのです」

　アリスさんは考える。

　他校生徒への貸しは作っていて損はないですが……どうしましょう。とりあえず話を聞いてから、どうするか決めましょうか。

　それと、宇う佐さ見みさんの様子が少し気になりますね。以前に乙おと姫ひめさんの依い頼らいを遂すい行こうした結果、嫌きらわれていると思ったのですが……。

　アリスさんはしばしの間、瞑めい目もくする。

　ここで宇佐見さんが関かかわった事件を簡単に説明しますと、宇佐見さんは御お伽とぎ銀行所属の浦うら島しまさんのハニーである竜りゆう宮ぐう乙姫さんと因いん縁ねんがあったのです。どうも、小学校の頃ころに宇佐見さんが乙姫さんを虐いじめていたことがあるらしいです。

　その後、浦島さんの言葉で奮ふん起きし努力し自らを磨みがいた乙姫さんは、まん丸太って自分の甲こう羅らに閉じこもっていた亀かめから、きれいで清せい楚そで床とこ上手じようずな大和やまと撫子なでしこに進化したのです。

　そんな過去を持つ二人が御伽学園で再会してしまい、過去の因縁から乙姫さんは燃え上がり、変わった自分を宇佐見さんに見せつけてやると、ミス御伽学園コンテストで乙姫さんと宇佐見さんは対決することになったのです。

　投票で勝敗の決まるミス御伽学園コンテストで勝利をつかむために、双そう方ほうの陣じん営えいが選んだのは……ネガティブキャンペーン。双方の陣営ともにネガティブキャンペーンを選せん択たくした時点でアレですが、効果的すぎたのもナニでした。

　結果は生徒数の多い御伽学園にもかかわらず、乙姫さん１票、宇佐見さん０票で乙姫さんが勝利したのです。

　乙姫さんの１票は浦島さんで、乙姫さんは他人の評価などどうでもいい、ただ浦島さんに愛されることが自分の幸せだということに気づき、めでたしめでたしということになったのですが……宇佐見さんの側がわに残ったのは被ひ害がいだけ。

　撮さつ影えい会をするなどして維い持じしていた宇佐見さんのファンクラブは壊かい滅めつ、人気急下降、隠かくしていた本性露ろ見けんと被害甚じん大だいだったので、宇佐見さんは御伽銀行を恨うらんでいるはずなのです。詳くわしくはオオカミさん２巻あたりに載のってます。ぜひ！　ご参照ください。

　そんなわけでアリスさんは色々と思考を巡めぐらす。

　あんなことがあったにもかかわらず、頼たのまれたからといってうちに来るとは、その依頼人が宇佐見さんにとって大切な人なのか、それとも自らの感情を無視できるほどのなにかがあるのか……しかし情報は入ってきてませんし、考えていても仕方ないですか。

　アリスさんは考えをまとめると、うなずいた。

「…………わかりました。話を聞きたいので、まずはその依頼人に会わせてください。依頼を受けるかどうかはそのあとということで」

「それは助かりますわ。では、直接話したいということですから、さっそくその場所に案内しますわね」

「はい、準備をするので少々お待ちください」

　そしてアリスさんは、『誰だれもいなくなっちゃったから、さっさと帰って留守番してやがれ唐とう変へん木ぼく（かなり意訳）』みたいなメールを頭とう取どりさんに送りつけると、ＯＬが通勤に使ってそうな大きめなバッグに色々詰つめ始める。

　準備が終わったアリスさんは、どこからどう見てもやり手のＯＬです。…………いえいえ、別に老ふけているというわけではありませんよ？

　ともかく、そんな理知的でデキる女なアリスさんは、

「では行きましょうか」

「はい、ついてきてください」

　宇う佐さ見みさんにつれられて御お伽とぎ銀行地上支店をあとにした。




　……上手うまく連れ出せたわね。

　清せい楚そなお嬢じよう様さまの仮面をかぶった宇佐見さんは、心の中で独ひとりごちた。

　隣となりをすまし顔で歩くアリスさんを、宇佐見さんはさりげなく横目で見る。

　正直こいつらは気にくわない。理由は単純、嫌いやな目に遭あわされたからだ。

　私には野望があり、でもそれがこいつらのせいで、めちゃめちゃになった。

　本性がばれてしまった今、クラスで私は腫はれ物もの扱あつかいで、普ふ通つうに接しているのは数人しかいない。実に居い心地ごこちが悪い。

　でも、まあそれは仕方ない、自分でまいた種だから。ただ……本性がばれるきっかけになったこいつらは思いっきり気にくわない。このまま本性を出したら、あいつらに負けた感じがして嫌だから、わざわざ以前のままを貫つらぬいてるけど、これをずっと続けるわけにもいかない。

　なにからなにまで気にくわない。このままでは腹の虫が治まらない。

　そんなジレンマを抱かかえ、ぐるぐると同じところを回りつつも、なんとかぎゃふんと言わせる方法はないかと考えてたら、あの女が現れたわけだ。

　宇佐見さんは今回の話を持ってきた女の姿を思い出した。




『…………すいません、宇佐見美み々みさんですか？』

『そうですけど……あなたは？』

　部活が終わり帰宅中、声をかけられ振ふり向いてみれば、そこに御お伽とぎ花ばな市しに存在する学校の中で一番のお嬢様校である、アンデルセン女学院の制服を着た少女がいた。濃のう紺こんのブレザーに赤いリボン、かわいいデザインで評判な制服を身にまとった少女は、宇佐見さんに向けて微笑ほほえむ。

『私の名前は信しの田だ葛くず葉はと申します』

　長く伸のびた黒くろ髪かみに、育ちの良さを感じさせる動作。穏おだやかな表情と言葉遣づかい。……しかし宇佐見さんはその少女を見たこともないし、名前も知らない。

『私は宇う佐さ見みさんに話があって参りました』

『…………話とは？』

　少女はその美び貌ぼうに清せい楚そな微笑ほほえみを浮かべて言った。

『私と一いつ緒しよに、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会に一ひと泡あわ吹ふかせてみませんか？』




　────あの女はどこから聞きつけたのかわからないが、私があいつらを気に入らないのを知っていて、話を持ちかけてきた。なにやらあいつらに恨うらみを持つ人間を集めて、ぎゃふんと言わせる計画だそうだ。たしかにあいつらは、敵も多そうだ。

　あのときはテンション上がってたので、協力するというように話を誘ゆう導どうされた気もするけど、これくらいのことはやっても罰ばちは当たらないだろう。お嬢じよう様さま校のお嬢様って感じだったからそれほど酷ひどいことはしないだろうし。事実、あの葛くず葉はとかいう女の計画では、昔懐なつかしのびっくりカメラをするそうだ。それでおちょくり、間ま抜ぬけな姿を撮とって笑って、この街でのあいつらのメンツを潰つぶすつもりらしい。

　ほかでも動いてて、メンバーそれぞれ愉ゆ快かいな画えを撮ることになっているらしいけど……それを見るのはあとのお楽しみ。

「ふふ」

「…………ご機き嫌げんですね」

「そんなことはないわよ？」

「……そうですか」

　危ない、思わず顔に出てたわ。

　宇佐見さんは、むにむにと緩ゆるんだ顔をマッサージしつつ、はやる心のままに少しだけ足を速めた。




　宇佐見さんとアリスさんが、徒歩とバスでやって来たのは、御お伽とぎ花ばな市しの中心部だった。

　人通りの多い大通りから一つ路地を中に入った場所にある人ひと気けのない喫きつ茶さ店てんに、アリスさんと宇佐見さんはいた。

「ここで待っていれば、来るはずですわ」

「……そうですか。それで、あなたに依い頼らいしたのはどんな方でしたか？」

　それくらいなら本当のことを話してもいいだろうと、宇佐見さんは自分に話を持ってきた少女の姿を思い出す。

「アンデルセン女学院の生徒というのは、言いましたでしょう？」

「はい」

「お嬢様校のアンデルセン女学院に通っているだけあって、とても静かな方で、育ちが良さそうな感じがしてましたわ」

　まあ、なかなかいい性格してましたけど……と、宇う佐さ見みさんは心の中で付け加える。

「これ以上は、直接会って聞いてくださいな」

「なるほど……ありがとうございました」

「いいえ、こちらこそ。では、私は用があるのでこれで。あ、ここに座っていればあちらのほうから接せつ触しよくしてくるはずですから」

「はい、ありがとうございました」

　そう言って宇佐見さんは席を立ち、店を出て……途と中ちゆうで踵きびすを返し、少し離はなれた場所から店を眺ながめ始める。視線の先には、道路沿いの席で座るアリスさんがいる。

　……あの女は帰れって言ってたけど、そうはいかないわよね。こんなおもしろいこと。

　さてさて、どんな感じで醜しゆう態たいを演じてくれるのか。

　そんなことを考えながら宇佐見さんがドキワクしながら待っていると、店に入る人ひと影かげが見えた。

「…………あれは」

　なにやら柄がらの悪い男だった。その鬼おにヶが島しま高校の制服を着た男は、アリスさんの前に立つ。

　それだけでなく周囲を見回してみると、喫きつ茶さ店てんから少し離れた場所にはアリスさんの前に立つ男と同じような格好をした男たちが何人かいる。それを見た宇佐見さんはつぶやいた。

「……………………なんか……きな臭くさくなってきたわね」




　宇佐見さんが立ち去ったあと、依い頼らい人を待っていたアリスさんの許もとに現れたのは……アンデルセン女学院の生徒などではなく…………鬼ヶ島高校の学生服を着た男だった。

　男は手に持っていた写真とアリスさんを見比べる。

「ふん……なるほど」

「どなたでしょう？」

　そんな失礼きわまりない男に、アリスさんは怪け訝げんな表情で聞く。

「来るのは、アンデルセン女学院の方と聞いていましたが？　それ以前に私たち御お伽とぎ学園の生徒と、鬼ヶ島高校の生徒は接せつ触しよく禁止になっていたと思いますが？」

　リーゼントでこれぞ不良といった柄の悪さを感じる男に見下ろされながらも、アリスさんはあくまでクールに対応する。

「俺はその依頼人とやらの代わりだ。あと、接触禁止なんてのは、羊ひつじ飼かいの野や郎ろうが勝手に言ってることだろ？　そんなもんに俺が従う必要はねぇな」

「そうですか。……しかし私は、依頼人とここで話すということでここまで来ました。その約束が守られないのであれば、ついていくわけにはいきません」

「ああ？　がたがたうるせぇな。いいからお前はおとなしくついてくりゃいいんだ……いてぇっ!!」

　そこまで言ったところで、男が後頭部を押さえうずくまった。地面に落ちたのは、砂糖の容器。

「なっなん、がっ!?」

　次に飛んできたのはお盆ぼん。

「おまけっ」

　最後に男の上から降ってきたのは、コショウの容器と中身。

　アリスさんが苦しんでいる男の様子に驚おどろいてると、かわいい声が聞こえた。

「逃にげるわよっ!!」

　突とつ然ぜん降ってきた声──宇う佐さ見みさんの声と共に、アリスさんは立ち上がりテーブルを飛び越こえ宇佐見さんと合流する。そしてアリスさんは宇佐見さんに手を引かれ喫きつ茶さ店てんを出た。

　二人に少し遅おくれて喫茶店から出た鬼おにヶが島しまの不良は叫さけぶ。

「てってめっ待ちやっへーっくしょい。…………おいおまえら!!　逃げたぞ追え……くしょい!!」

　お約束の愉ゆ快かいな感じの号令に気づいた、少し離はなれた場所でスタンバってた鬼ヶ島の皆みなさんは、一いち目もく散さんに走り去るアリスさんと宇佐見さんを追っかけ始めた。

「おい、待ちやがれっ!!」
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　宇う佐さ見みさんに手を引かれながら、アリスさんは聞く。

「いったいどうしたんですか？　はめたり助けたりとあわただしい……」

「こっちはこっちで話が違ちがったのよ!!」

「というか、ここまで大おお事ごとにしなくても逃にげられたのでは？」

「うっ、こっこっちはこっちでテンパってたのよ!!」

　走りながらアリスさんは考える。

　これはまた……なにか複雑なことになっているようですね。今日は依い頼らいが多かったですが、ほかの依頼も、もしかしたら……。




　アリスさんと宇佐見さんが逃とう亡ぼうを始めた頃ころ、同じく依頼で出ていたおつうさんと魔ま女じよさん組でも動きがあった。

「ごめんね～。私、姐ねえさんには逆らえないのよ」

　アンデルセン女学院の制服を着た女生徒は、両手を合わせながら言う。

「……なるほど、はめられたわけですね。というか、その態度……あなたはアンデルセン女学院の生徒とは思えないですね？　その制服はどうしたのですか？」

「ああ、アン女の制服？　これ着て恩返しをしたいって誘さそえば、ほいほいついてくるって言われて渡わたされたのよ」

「…………たしかに、アンデルセン女学院はお嬢じよう様さま校ですから、完全に油断しておりました」

　事実、ほいほいついてきてしまったおつうさんは思わずため息をつく。

「そんじゃね」

　そう言って走り去る依頼人の姿に、おつうさんはつぶやいた。

「最近平和だったもので少々危機感が足りてませんでしたか」

　そのつぶやきに、魔女さんは相変わらずの気の抜ぬける声で応こたえた。

「恩返しがしたいとか言われて、ほいほいついてきたオツウが悪いヨー。どう考えても怪あやしかったヨー」

　どうやらおつうさんが恩返しという言葉に目がくらんで、のこのこやって来てはめられたらしいです。

「……返す言葉もございません」

「それに、オツウの弱点知ってるということは、あちきたちをよく調べてるんだと思うヨー」

「そうですね。……ということはこれを仕組んだのは、私たちのことがお嫌きらいな方たちなのでしょうね」

　これぞメイドといった改造制服姿に加えなぜか箒ほうきを持ってるおつうさんに、見た目暑苦しすぎる黒いとんがり帽ぼう子しにローブのような黒衣を着た魔女さん。御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会でも有数の見た目のインパクトを誇ほこる二人がなんでもないかのように話す。

　ですが、今は大ピンチな状態だったりします。お約束に人ひと気けのない場所につれ出され、周囲を囲んでいるのは……

「こいつらか」

　これまた柄がらの悪い無む軌き道どうな若者って感じの皆みなさん。この街で、こんな格好をしているのは、

「鬼おにヶが島しまの方たちとは話がついていたはずですが？」

　そう、鬼ヶ島高校の方たちぐらいです。

　鬼ヶ島高校とは、ここにいる皆さんの外見からもわかるように、かなりやんちゃな生徒が集まる学校です。その学校の生徒は色々トラブルの元になっていましたが、御お伽とぎ学園風紀委員会所属の桃ももちゃんやおおかみさんとかが出で張ばって、一応手打ちで相そう互ご不ふ干かん渉しようということになっていたはずなのです。

「あんなもん、羊ひつじ飼かいの野や郎ろうがヘタレだっただけだ。あいつのせいで俺らがなめられるんだよ!!」

「おい、落ち着けよ……で、こいつらでいいんだな？」

「ああ、写真通りだ…………ここまで写真通りだとは思わなかったけどよ」

　それはたしかに。まんまメイドと魔ま女じよですしね。

「まあ、とりあえずおとなしくしていたら、痛い思いはしなくてすむ……」

　女二人相手に油断しまくりの不良が一人、おつうさんのほうに歩いていき……

「それっ」

「ぐあっ」

　おつうさんが振ふり回した箒ほうきに吹ふっ飛ばされる。そのかなり痛そうな飛ばされ方に、不良の皆さんは驚おどろきの声を上げる。

「なっなんだそれは」

　そう聞いてしまう気持ちもわかります。見た目は竹箒のくせにものすごい重量感と破は壊かい力です。

　その問いにおつうさんは豊かな胸を張って答えた。

「力がなければ恩返しはできないのです!!」

　……が、答えになってません。

　そんなおつうさんに代わりに、魔女さんが答える。

「その竹箒は中に鉄入ってるんだヨー。だから当たると痛いヨー」

　魔女さんの言うことを信じるならば、いつもおつうさんが御伽銀行の周囲を楽しそうにお掃そう除じしているときに使っていた箒は鉄入りだったようです。

　なんという修しゆ行ぎよう!?　御伽銀行のメイドは化け物かっ!?　……というか、おつうさんは自らの行動になんの疑問も持ってないんでしょうかね。なんかもーこの様子だと、メイド養成ギブスとかもあるんじゃないですか？　…………冗じよう談だんでしたが、マジありそうで怖こわいですね。ええ。「メイドとはいついかなるときもご主人様を命をかけ護まもらなければならないのです!!　それがメイドの道なのです!!」

　とりあえず、おつうさんに間ま違ちがったメイド道を伝えた方の話が聞きたいです。影えい響きようを与あたえた媒ばい体たい、作品でもかまいませんが。

　と、まあそんなコメディ以外ではあり得ない、場にそぐわなすぎる緊きん張ちよう感のない問答をしているおつうさん。その隣となりで、魔ま女じよさんが黒衣というかローブの中から、二つガスマスクを取り出すと片方をおつうさんに渡わたし、もう片方を自分で装着。

「いいかヨー」

「……はい、ＯＫです」

「じゃ行くヨー」

　そう言うと、「なっなにするつもりだ？」なんて言ってる鬼おにヶが島しまの皆みなさんを無視して、魔女さんはローブの下から伸のびる紐ひもを引っ張った。

　ぶふーっ

　次の瞬しゆん間かん、魔女さんのローブの下からなにやら下品な音と共に煙けむりがもくもくとわき上がる。

「うわ、この女へぇこきやがった」

　焦あせる不良、ですがさすがにおならでこの煙の色は出ません。
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　その黄色の煙けむりは瞬またたく間に周囲を覆おおい隠かくしていく。

「なっなんだこりゃ！　カッカレー!?」

「ごふっごはっ」

「目が～目が～」

　煙に巻き込まれ、鬼おにヶが島しまの不良の皆みなさんは戦せん闘とう不能になっていく。相変わらずお約束なやられっぷりですが、実に効果的です。催さい涙るいガスは伊達だてに暴徒鎮ちん圧あつに使われてません。まあ、催涙ガスといっても魔ま女じよさんがスーパーとかホームセンターとかで買った材料を色々混ぜて作った物なので、健康に害はないはずです。……たぶん。

　そんな可か哀わい想そうな不良の皆さんを、おつうさんと魔女さんは文字通り箒ほうきで掃そう除じしながら進んでいきます。魔女さんからは未いまだにガスが噴ふん出しゆつしてるので、誰だれも反はん撃げきなんてできません。とりあえず、煙に黄色の色をつけたのは悪意なのか趣しゆ味みなのかなんとなくなのかカレーなのか。ガス排はい出しゆつ開始時の音といい、排出場所といい、色といい、なんかもうおならにしか見えません。

　おならで戦せん闘とう不能にされてメイドに箒でお掃除されてしまった皆さん、本気で夢に見ないといいのですが。

「魔女さん、これ髪かみの毛けとか制服とかについて困るんですが」

「洗えばとれるヨー」

「あと、臭においもつきそうで……なんでカレーなんですか？」

「安かったヨー」

　カレー粉の特売があったので、今回の催涙ガスは黄色くてカレーの臭いがするらしいです。

「まあ、とりあえず早く戻もどりましょうか、なにやら起きているみたいですし」

「…………おっアリスからメールが来たヨー」

　携けい帯たいを覗のぞき込み魔女さんが言った。

「なんてです？」

「鬼ヶ島関連でなにかが起こっている模様、私は今追いかけられて大ピンチ、皆さんも気をつけて……だってヨー」

「では、急いで合流いたしましょう。アリス先せん輩ぱいの居場所はわかりますよね」

「アリス、ＧＰＳ持ってるからわかるヨー」

　魔女さんは、今度はローブ……というか羽織った黒衣の中から俗にＰＤＡと呼ばれる携帯情報端たん末まつを取り出す。

「では参りましょう」

　そして、おつうさんと魔女さんはカレー臭しゆうを漂ただよわせる黄色の煙の中に消えていった。

　この二人……ある意味、御お伽とぎ銀行最強かもしれませんね。




　場面は変わって逃とう亡ぼう者アリスさんですが……。

「ちくしょうどこ行きやがった!?」

　なにやら、袋ふくろ小路こうじでアリスさんらを見失ったらしい男たちが叫さけんでいた。

　男たちの視線の先にあるのは左右はビル、突つき当あたりは金かな網あみのフェンスだ。あるのはポリバケツくらいで、アリスさんと宇う佐さ見みさん二人の姿はどこにもない。

「おいおい、見失ったら鮫さめ島じまさんにぼこられっぞ」

「くそっ向こうを探すぞっ」

　お互たがい叫び合いながら、男たちは走り去る。

　アリスさんらを探す声が聞こえなくなったところで、声を潜ひそめて宇佐見さんが言った。

「……行ったみたいね」

「……そう……みたいで……すね」

　答えたのは、息も絶え絶えのアリスさんだ。

　二人がいるのは、金網のフェンスの向こう側がわ。この金網フェンスを越こえて、物もの陰かげに隠かくれて様子を窺うかがっていたのだ。どうやってこのフェンスを乗り越えたかだが……

「こんなところに穴が開いてたのねぇ」

　そう、抜ぬけ穴あながあったのだ。普ふ段だんはポリバケツで隠されているが、金網のフェンスにはちょうど小こ柄がらな人間が一人通れるくらいの穴が開いていた。

「……もしものときの……私たちの基本行動は逃とう亡ぼうですからね……抜け道は様々なところに……用意してますし……土地勘かんも万全です。逃にげきれさえすれば……あとはどうとでもなりますからね。……伊達だてに様々なところに貸しは作ってませんよ。直接どうこうするよりも、弱点を突いたほうが……賢かしこいですから」

「なるほど」

　そう、御お伽とぎ銀行に敵対し喧けん嘩かを売った者は、ほとんどの人間が痛い目を見ているし、下手をすればこの街にいられなくなります。最近の例でいうと、おおかみさんを拉ら致ちった白はく馬ばさんはこの街から消えました。

　この御伽銀行の力の理由は単純、御伽銀行は貸しというすごい力を貯ため込んでいるから。あらゆるところに貸しを作ってきた御伽銀行は、貸しを使って人数を集めたり、貸しを使って相手が苦手とする人物を呼び出してみたり、貸しを使って情報を手に入れてそれをばらまいたり、貸しを使って敵対者の大事な人間を特定し、その人にあなたのしたこと暴ばく露ろしちゃうぞと脅おどしてみたりと、様々なことができます。

　たとえるなら、チェスで勝負を挑いどんでくる相手に、盤ばん上じようで勝負しようとせず、盤上外から精神的、肉体的に攻こう撃げきしてくるのが御伽銀行なのです。正々堂々とはほど遠く悪の組織みたいです。

　しかもそれだけでなく、御伽銀行のバックにはこの街の実質の支配者である荒アラ神ガミ洋燈ランプがいますから、喧嘩を売るだけ無む駄だです。

　そりゃ御お伽とぎ銀行に手を出そうなんて気はなくなりますよね。ゲームのプレイヤーは、ゲームマスターには勝てません。

　ただ、その代わりに、貸しを使えないようにいきなり事を起こされたり、後先考えない行動を起こされると弱いのです。だからそのような場合は、逃にげて時間を稼かせがなくてはいけません。まあ、おおかみさんみたいな武ぶ闘とう派は別ですが。

「それにしても……白ウサギにつれられ穴をくぐる……非常に聞き覚えのある展開ですね」

　自分の名前から連想してしまったのか、そんなことを言い出したアリスさんに、宇う佐さ見みさんはにやりと言う。

「じゃあ、次はクロケーでもする？　ルール知らないけど」

「…………遠えん慮りよしておきます」

　そう言うなり青い顔をしたアリスさんは、すぐ側そばのビルの壁かべに背中を預けて休む。

　追っ手を撒まいて安全を確保できたので、少々気が抜ぬけたのだ。そんなアリスさんに、宇佐見さんが言った。

「…………今回のことは、悪かったわ。ちょっと私が下手うっちゃったみたいで……ほんとはもっと愉ゆ快かいな復ふく讐しゆう劇になるはずだったんだけどね？　どうやら私は、あなたをおびき出すためにいいように使われたらしいわ。……ほんと、ごめんなさい」

　宇佐見さんは素す直なおに謝あやまる。悪わる巧だくみをしてたとは思えないほどの、潔いさぎよい謝罪です。

　アリスさんはそれを聞き少しだけ驚おどろいたように目を見開くと、息が整い始めたのち宇佐見さんに話しかけた。

「……さすがは、陸上部の期待の星ですね。息が全然切れてません」

　それは空気を変えるかのように少し軽い口調で、宇佐見さんもそれに乗る。

「まあね。走るのは好きだし、それなりに才能もあるみたいだしね。大学もスポーツ推すい薦せんで行くつもりだし……目標は大きくオリンピックで金メダル！　そうすればかわいい私はＣＭとかに引っ張りだこよ!!」

「……自分で言うことではないと思いますが」

　そう言いながらアリスさんは持っていたバッグからモバイルノートパソコンを取り出すと、電源を入れ起動を待ちながら、宇佐見さんに聞いた。

「…………少し聞いていいですか？」

「なに？」

「先ほどのあなたの謝罪を聞いて、あなたの人となりを少し知りました。悪いと思えば、潔く謝罪する。当たり前のことですが、なかなかできることではありません。それに、自分の失態を帳消しにしようと、私を助けた。……私は少しあなたを誤解していたようです」

　悪巧みをしてたくせに、それが酷ひどいことだとわかると、反旗を翻ひるがえし助ける側がわに回る。

　そんな善人ともいえないが、悪者というほどでもない、言うなれば愛すべき小悪党って感じの宇う佐さ見みさん。

「ただ、そうなると少々解げせないことがありまして……」

「なによ」

「すべてがわかったとは言いませんが……それでもあなたの気質なら、乙おと姫ひめさんを陰かげから虐いじめるなんて行動をとらず、面と向かって文句でも言いそうな気がするのですが？」

「……あーあれね」

　自分でも思い出したくないことなのか、宇佐見さんは顔をしかめる。

「なんというか……あの頃ころちょっとやさぐれていたのよ。私が兄妹きようだい多いの知ってるでしょ？」

　以前我が慢まん大会をやったときに大暴ばく露ろされましたからね……すずめさんに化けた頭とう取どりさんに。

　そのへんは、４巻参照です。

「はい」

「あの頃の私は家に帰れば、お姉ちゃんだから我が慢まんしなさい。お姉ちゃんなんだからお姉ちゃんなんだからお姉ちゃんなんだから……ってね？　うちは食べるのに困るほど貧びん乏ぼうなわけじゃないけど、裕ゆう福ふくなわけでもないから、子供がたくさんいればお金かかるし、我慢するのは仕方ないわ。ただあの頃はそれがたまらなく嫌いやで……そんなときに、同じクラスに乙姫がいたわけよ。良い物着てて、持ってる物は良い物ばかりで、良い物食べてるからかまるまる太ってて、案あんの定じよう家はお金持ち。そんな我慢なんてしたことないんだろうなーなんてやつが、もうびくびくびくびくしてるわけよ。いらつくし、むかつくでしょう!!」

　宇佐見さんはヒートアップする。

「というわけで、直接的じゃなく、間接的にじわじわと嫌がらせをしちゃったわけ。直接的じゃないのは、その頃クラスのアイドルやってたから、あんまり露ろ骨こつなことできなかったからよ」

「……まあ、気持ちはわからないでもないですが……だからといって許されることではないですね」

「たしかにその通りよ。今考えたら、悪いことをしたと思ってる。考えてみればただの八つ当たりだし……でもまあ、あの女はやっぱり気にくわないから、なにか特別なことでもない限り素す直なおに謝あやまる気にはなれないわ。再会したときは、思わず売り言葉に買い言葉で色々言っちゃったけど、それでもあのときなら謝るのはやぶさかじゃなかったのよ。だけど……この前のことで吹ふっ飛んだ!!」

「この前のこと……ミス御お伽とぎ学園コンテストでのネガティブキャンペーンのことですか？」

「そうよ!!　……あいつのおかげで私はせっかく作ってたかわいいキャラが台無しよ!!」

　宇佐見さんはうさみみっぽいツインテールを逆立て怒おこる。

「つーか、なに他人ひと事ごとのように言ってんのよ!!　あんたもそれに一枚嚙かんでたんでしょうが!!」

「嚙んでましたね」

「あっさり言うな!!　おかげでもう、ファンクラブは休止状態だわ、ミスコンでランクインできないわ、クラスでの居い心地ごこちが悪くなるわ、踏ふんだり蹴けったりよ!!　私の人生設計めちゃくちゃよ!!　将来金メダル取って有名になって過去探られたりしたときに、ミス御お伽とぎ学園なんていう肩かた書がきが出たら素す敵てきだなーと思ってたのに!!　高校生の頃ころから美み々みちゃんはかわいくて人気者だったんですね！　とか言われるはずだったのにっ!!」

　宇う佐さ見みさんの鼻息がふーふーと荒あらくなる。

「……それはすいませんでした。あと、先ほどから思っていたのですが、口調がおかしくなってますよ？」

「ふん、今いま更さらブっても意味ないし、めんどくさいからこれでいくわ」

「意味ないというなら、もうすでに学校中に正体が知れ渡わたってるんですから、それこそお嬢じよう様さま言葉でいる意味がないのでは？」

「うっさいわね、誰だれのせいだと思ってんのよ!!」

「それも私たちのせいですか？」

「そうよ！　だってあのキャラやめたらあんたらに負けたことになるでしょうが!!　それがむかつくから、本性ばれてもあの口調のまま通したんじゃないのよ!!」

「…………なるほど、それはすいません。ただ、そのまま続けても不毛ですよ？　個人的にはミスコン上位を狙ねらうのなら、清純派路線を捨ててギャップで攻せめたほうがいいと思いますよ？　実際、今の見た目と言動なら、十分ギャップになってると思います」

「けっ育ちが悪くて悪かったわね」

「いえいえ、そういうことではなく、その強気でまっすぐな感じが見ていて気持ちいいなということです」

　そんなアリスさんの言葉に照れからかフンと鼻を鳴らしたあと、宇佐見さんは聞いた。

「で、これからどうすんのよ。というか、さっきからなにしてるのよ？」

　先ほどからアリスさんはモバイルノートパソコンを立ち上げてなにかやっていた。

「助けを呼ぶためプラス、注意を促うながすために御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会に所属するメンバー全員にメールを送ってます」

「警察に、助けを求めないの？」

「事態がよくわかってませんからね。それに警察は最後の手段ということにしているんですよ」

「なんで？」

「信用問題というか、メンツの問題というか……警察……大人頼たよりだと馬ば鹿かにされますからね。私たちみたいな活動をしていると、メンツというのもそれなりに必要になってきます。私たちが一いち目もく置かれているのは、大人や法に頼らず情報人脈を駆く使しし問題を解決するところですからね。

　第一、私たちの活動の指針となるものは相互扶助の精神。貸しを作った相手に助けられるのなら問題はありませんが、警察は違ちがうでしょう。警察は誰だれが電話をかけようと助けてくれますし」

「それは……たしかにね」

「…………まあ、本気で危ないときは助けを求めますが」

　宇う佐さ見みさんはそこでがくっとなる。

「そこまで言うなら最後まで自力でどうにかしなさいよ」

「無理なことは無理ですし、そこは別に意地を張るところではないでしょう。それに、助けを求めるときは、もっと追い詰つめられた場合です。今はそこまでするような状じよう況きようではないですね」

「今がそこまでするような状況じゃないって、あんたのその余よ裕ゆうはどこから出てくんのよ」

　柄がらの悪い男数人に追われる……たしかに宇佐見さんの言うとおり、余裕を持っていい状況ではない。だが、アリスさんの余裕は変わらない。

「頭とう取どりに連れん絡らくしましたから、少し時間を稼かせげばどうにかなりますよ。以前、大おお神かみさんが攫さらわれるなんてことがあってからは、依い頼らいの際はＧＰＳを利用した位置計測端たん末まつを携けい帯たいすることにしているので、居場所はわかりますし」

　そんな平然としたアリスさんに、宇佐見さんは聞く。

「…………頭取ってアレでしょ？　あんたらの仲間の、頼たよりにならなそうで、いつも遊んでるらしい、うさんくさい笑え顔がおの、なに考えてるんだかわからないヤツ」

「はい、その通りです」

　アリスさんは肯こう定ていする。酷ひどい言われようの頭取さんへの評価に対し、やっぱりなにも異存はないようです。

「…………アレ、役に立つの？」

「はい、非常時には役に立ちます」

　間かん髪はつ入れずそう断言したアリスさんを、意外そうにじろじろ見ながら宇佐見さんは言う。

「ふーん……信頼してるのね」

「遺い憾かんながら」

　実に素す直なおじゃないアリスさん。

「……あんたと頭取ってやつはどんな関係なの？」

「いとこで幼なじみです」

　宇佐見さんの問いに、アリスさんはやっぱりクールに答える。

「じゃあさ、さっき私の昔話を聞かせたんだから、あんたも聞かせてよ。あんたの余裕は、その頭取とかいうやつへの信頼でしょ？　なにもなしにその信頼が生まれるとは思えないわ」

「…………」

「それに、その男を頼りにしないといけない私としては、安心できる材料が欲しいわけよ」

　そんな宇佐見さんにアリスさんはため息を一つついたあと、うなずいた。

「………………はぁ、ここだけの話ということでお願いします」

「了りよう解かい了解!!」

　宇う佐さ見みさんのテンションが上がる。なんというか、自らが逃とう亡ぼう者だということをすっかり忘れちゃってるみたいです。まあ、アリスさんには休きゆう憩けいが必要ですし、周囲の状じよう況きようを確かく認にんしてみても、今のところは大だい丈じよう夫ぶみたいなんで別にかまいませんが。

　そんなテンションが高い宇佐見さんに、キャラがかぶった赤い髪かみの後こう輩はいを思い出してもう一つ追加でため息をついたあと、アリスさんは遠くを見るような目をして話し始めた。

「…………私はかわいげのない子供だったんですよ。真面目まじめで融ゆう通ずうの利きかない頑がん固こな子供」

　アリスさんは苦笑する。

「周りの子供の悪さを注意して、疎うとまれて、それでもそれが正しいと信じていたから自分を曲げず……なんて繰くり返していたら、案あんの定じようクラスで疎まれて、嫌きらわれて、仲間はずれにされたんです」

「…………なんか目に見えるようだわ。今のあんたも真面目な優等生って感じだし」

「性分ですから、こればっかりは簡単に変わりません。まあ、今では折り合いをつけるということを学んだので、むやみに周囲と衝しよう突とつすることもなくなりましたけど。

　……話は小学校低学年の頃ころにさかのぼります……」




　……小さなアリスさんが泣きながら歩いていた。

　下校途と中ちゆうらしい赤いランドセルを背負った小さなアリスさんは、声を上げず気き丈じように歯を食いしばりながらあふれる涙なみだをぬぐう。

　小さなアリスさんは涙を流しながら公園にやって来ると、水道で顔を洗い始めた。このまま帰ると、家族に泣いていたことがばれてしまうからだ。

　強くて気丈でしっかりしていて……それ故ゆえに弱いところを見せることができない。助けを求めることが、心配をかけることができない、小さなアリスさん。

『…………』

　顔を洗ったあと、小さなアリスさんはランドセルをベンチに置いてブランコに無言で腰こし掛かけた。うつむいたまま、小さなアリスさんはゆらゆらとブランコを前後させる。その状態でどのくらい経たった頃だろうか、小さなアリスさんに声がかけられた。

『どうしたの？』

　声をかけられたアリスさんが顔を上げると、目の前に女の子がいた。大きな眼鏡、長い髪の淡あわい萌もえ葱ぎ色のワンピースを着たかわいらしい女の子だった。

『どこか痛いの？』

　あまりにも唐とう突とつな登場に、小さなアリスさんは少しの間硬こう直ちよくし、そのあとあわてて言った。

『なっなんでもないです』

『そう？』

　少女は首をかしげながら、アリスさんの隣となりのブランコに座る。

『…………』

『…………』

　きこきことブランコをこぎ始める少女を、小さなアリスさんは無言のまま横目でチラチラ窺うかがう。しばらくそのままだったが、最初にしびれを切らしたのは小さなアリスさんだった。

『あの……なにか用ですか？』

『べつになにもないよ？』

『ならなんで……』

『あなたがとても寂さびしそうだったから話しかけたの』

『そっそんなことは!!』

　小さなアリスさんは怒おこったように声を張り上げる。しかし、その少女は気にしない。

『まあそんなことはどうでもいいわ』

　小さなアリスさんの言葉はそんなこと呼ばわりでスルーされた。小さなアリスさんは文句を言おうとしたが、少女の無む邪じや気きな笑顔を見ていると顔から次し第だいに険が抜ぬけていく。少女はそれに合わせたかのように小さなアリスさんに問いかける。

『ねえあなたの名前はなんていうの？』

『桐きり木きアリス』

『ふ～ん、アリスちゃんね。じゃあアリスちゃん』

『……なに？』

　いぶかしがる小さなアリスさんに少女はにっこり笑って言った。

『私と友達になってくれない？』




「…………それで、学校が終わってから二人で一いつ緒しよに遊ぶことになったのです。その女の子のおかげでどれだけ救われたことか」

「いい話ね。でも……それがなんで頭とう取どりが信しん頼らいできるって話に繫つながるの？」

　そう問われたアリスさんは、

「……………………………………………………………………………………………………はぁ」

　大きな、本当に大きなため息をついたあと言った。

「その女の子は……………………頭取の女装した姿だったんです」

「………………………………………………それは……まぁ」

　言葉がない様子の宇う佐さ見みさん。

「女装の理由ですが、私は嫌きらわれてましたから、そんな私が同学年の男の子と遊んでいるのを見られたりしたら、私に対する風当たりがもっと強くなったり、からかいの材料になったりすると思ったらしいです」

「あーなるほど」

「あと、頭とう取どりが普ふ通つうに遊ぼうと誘さそってきても、意固地になってた私が素す直なおに従っていたと思えません。私がその正体不明の女の子と仲良くなれた理由は、同性で、同じ学校でなくて、私のことを知らないと思っていたからですので」

「でも、その変装ってそんなにすごかったの？」

「今から比べればお粗そ末まつだったんでしょうが……あの頃ころは、頭取がそんなことをしているとは夢にも思わなかったので、全く気がつきませんでした。ちなみに変装道具、カツラに伊達だて眼鏡に女の子用の服は、頭取のお母さんが調達してきたらしいです。頭取のお母さん……叔母おばはアパレル業界に勤めているんですよ。しかも調子に乗って軽く化け粧しようまでしてくれてましたし」

　アリスさんは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情をする。まあ、男のくせに女の自分より先に化粧デビューしやがったんですから、むかつきもするでしょう。

「で、頭取の変装はカツラを引っかけて落とすという些さ細さいな失敗をするまで続いたのですが……」

　アリスさんはそこで額を押さえる。

「……たしかに、正体を知ったときの驚おどろきと衝しよう撃げきは言葉で言い表せないほどのものでしたが、それはまあいいです。なによりの……一番の問題は…………その後、あの馬ば鹿かは女装にはまりやがりまして、しかも変装すれば自分の責任を回かい避ひできると知ったからか、責任回避に人生かけてるあんな穀ごく潰つぶしにっ!!　昔はあんなにあんなにっ!!」

　と、そこまで言ったときに、なにやらすごく恥はずかしいことを思い出したらしく、アリスさんは黙だまり込む。脳裏に浮かんだのは過去の光景……




『あの…………ずっと友達でいてくれる？』

『うん、アリスちゃんが望むならいつまでだって一いつ緒しよにいてあげるし、どんな怖こわいことがあっても私が……』




　……が、脳裏に浮かんだこの光景を見なかったことにしたらしく、アリスさんはいつものクールな表情で立ち上がった。

「よし、休きゆう憩けいは終わりです」

「………………安心できる理由が全くなかったんだけど」

「ああ、まあ一言で言えば、あのろくでなしは普段は役立たずですけど、なにか起こったときには妙みような行動力で役に立つんですよ。メールもしましたし、今頃は行動を起こしていると思いますから、私たちは助けが来るまで逃にげきればいいだけです。だって……」

「だって？」

「……なんでもありません」

　なにやら、恥はずかしい言葉を口走ってしまいそうになったらしく、アリスさんは口をつぐむ。

「それはともかく、ここからは別行動を取りませんか？　あなただけなら、普ふ通つうに逃にげられると思いますし」

「あっあんた置いて逃げろっての!?　下手うったのは私なんだから、そんなの認められないわ!!」

　やっぱり律りち儀ぎで悪者になりきれない宇う佐さ見みさん。そんな宇佐見さんに、アリスさんは言葉を付け加える。

「…………では、逃げるついでに助けを呼んできてください」

「…………助け？」

「はい……こちらを見てください」

「…………なにこれ？」

　差し出されたモバイルパソコン上に映し出された御お伽とぎ花ばな市しの地図には、いくつかの似顔絵アイコンが示し出されている。

「御伽銀行会員の、現在位置です」

「さっき言ってた、ＧＰＳがどうのってやつ？」

「そうです。一人一人がＧＰＳを利用した位置計測端たん末まつを携けい帯たいしていて、その位置がここに映し出されてます。私がいるのはここで……」

「噂うわさの頭とう取どりとかいうやつは？」

「…………電源を切っているようですね、もしくは電池切れか、持ち歩くのを忘れているか」

「…………………………そいつ、ホントに役に立つの？」

　宇佐見さんはマジ気の毒そうな顔で、ピキピキ来ているアリスさんを見た。

　アリスさんはもちろんスルーです。頭取さんの行動に関していちいち気にしてたら、ストレスで胃に穴が開くのです。

「……今一番近くにいるのは…………浦うら島しまさんと、乙おと姫ひめさんですね、ですから彼らというか浦島さんを連れてきてください」

　出てきた名前は、宇佐見さんが色々な思いを抱かかえる人物の名前だった。しかし、宇佐見さんは神しん妙みようにうなずいた。

「…………わかったわ。あいつらに、助けを求めるのはしゃくだけど、私がまいた種だしね」

「では、頼たのみます。私はもう少しここにいて身体からだを休めることにします。……正直、これ以上走るのは辛つらいんですよ」

「鍛きたえ方かたが足りないわね」

「私はインドア派なんですよ……ではお願いします」

「わかったわ、待ってなさい!!　すぐ助けを呼んでくるから!!」

　宇う佐さ見みさんはアリスさんに渡わたされたモバイルパソコンを持って走り出した。

　…………と、ここで気になっているであろう、先ほどアリスさんが飲み込んだ『だって……』のあとの言葉を皆みなさんだけに大公開!!　アリスさんが飲み込んだ続きは次の通りです。

『だって……りっくんが私の危機に助けに来ないわけがないじゃないですか』

　……アリスさんはなんだかんだいって、頭とう取どりさんのことを信しん頼らいしまくりですね。びっくりです。




　アリスさんと別れたあと、画面に映る地図とデフォルメアイコンを頼たよりに、浦うら島しまさんと乙おと姫ひめさんを探していた宇佐見さん。

「……この辺りのはずなんだけど」

　キョロキョロと周囲を見回しながら走っていたら、

「あってめえ、見つけたぞ!!」

　アリスさんを探していた鬼おにヶが島しまの鬼さんたちに見つかりました。先頭を走る鬼さんの目はすごく赤いので、こいつはたぶん宇佐見さんがこしょうをぶっかけたやつですね。

「うわやばっ」

　おいかけっこが再び始まる。

「一いつ緒しよに逃にげたあの女はどこに行きやがった!!」

「知らないわよ!!　というかいい加減あきらめなさいよ!!　粘ねん着ちやく質な男ってサイテーよ!!」

　走り回りながら、宇佐見さんは後ろからの声に叫さけび返す。

　強気な言葉を吐はきながら逃げ回る宇佐見さんですが、どう撒まこうとしても上手うまくいかず、どんどん距きよ離りが詰つめられる。宇佐見さんは走り回りさすがに疲ひ労ろうしていたことに加え、手にノートパソコン抱かかえているため走るのが遅おそくなっているのだ。

「くっまっまずいわね……」

　宇佐見さんは焦あせりに顔を歪ゆがめる。

　そして、焦る宇佐見さんにとうとう男の手が届いた。普ふ通つうなら届かなかったかもしれないが、宇佐見さんの服はゴスロリでひらひらしているので、そこをつかまれたのだ。

　宇佐見さんのゴスロリ制服がつかまれた拍ひよう子しにビリリリッと破れる。

「あー!!　せっかくがんばって縫ぬったのに!!　どうしてくれんのよ!!」

　元の形がわからないくらい改造してありますしね。よっぽどがんばったんでしょう。あと、自力で縫ったらしいです。

　そういえば、御お伽とぎ学園で制服を改造している生徒には大まかに分けて、四種類の人間がいます。お金を出してその手のプロに任せる、手芸部が材料代と手間賃で改造してくれるので頼たのむ、裁さい縫ほうの得意な家族友人などに任せる、自力で改造する。

　御伽銀行の皆さんでいうと、

　自力：りんごさん、おつうさん、頭取さん、魔ま女じよさん。

　他力：おおかみさん（りんごさん作）、亮りよう士しくん（叔母おばである雪ゆき女めさんの旦だん那なの若人わかとさん作）。

　手芸部：アリスさん。

　プロの犯行：乙おと姫ひめさん、浦うら島しまさん。

　という感じです。

　まあ、それはともかく皮を剝むかれたというか、制服を破かれた宇う佐さ見みさんはその勢いで地面に転がった。

　転ぶときにとっさに抱かかえ込んだノートパソコンは無事なようですが、大ピンチです。

「やっと捕つかまえたぜ……素す直なおにあの女がどこに逃にげたか言えば、見逃のがしてやる」

「くっ」

　絶体絶命のピンチに、宇佐見さんは、どうしよう……と助けを求めるように周囲を見回し……………………すぐ側そばのビルの間にいた人物と目が合った。

「………………」

「………………」

　無言でものすごく見つめ合う二人。

「………………」

「………………」

　宇佐見さんと目が合ったのは………………暗がりで浦島さんをビルに押しつけている乙姫さんだった。もちろん密着した二人の着衣は乱れてます。

　そんな二人に宇佐見さんは今の状じよう況きようも忘れ、思わず聞いた。

「……………………………………………………………………………………なにしてんの？」

「……………………少しばかりお仕置きを」

「……………………」

「……………………」

　実に気まずい空気が流れますが、最初に口を開いたのは宇佐見さんだった。

「なっなにしてんのよ、このまっ昼間っからっ!?」

「えーと、ナニかな？」

　浦島さんがなんかそんなこと言ってますが、宇佐見さんと乙姫さんはガン無視する。

「だからお仕置きでございます。そちらは？　なんと言いますか……その、すごく大だい胆たんな格好でございますが。……少し場所を考えたほうがいいのではございませんか？」

　乙姫さんの言うとおり、制服が破れて肌はだが見えたその姿は実に扇せん情じよう的──体型的に一部の人にとって──ですが……

「違ちがうわよ!!　襲おそわれてんのよ!!　それ以前に、あんたにだけは場所考えろとか言われたくないわよ!!　つーか、あんたはまさかそこで場所を選んだつもりなのっ!?」

　……まあそうですよね。宇佐見さんのは、どう考えても変なプレイじゃありません。悪者に襲おそわれているの図です。

　ですが、ピンチなのに長々つっこみすぎですよ、宇う佐さ見みさん。見た目ロリでかわいいくせに、実は腹黒まではりんごさんとかぶってますが、りんごさんはボケたりからかうことが多くて、宇佐見さんはつっこみが多いのです。少しですけど違ちがいますね。少しですけど。

「とっともかく助けて!!　ピンチなの!!」

「……それは、わたくしに言っているのですか？」

　ご存じの通り乙おと姫ひめさんは、宇佐見さんに虐いじめられたりしたことがありました。二人は犬けん猿えんの仲というか、ウサギとカメの仲です。仲が良くないのです。

　そう言われて一いつ瞬しゆん言葉が詰つまった宇佐見さんだったが、真面目まじめな顔でもう一度言う。

「……あなたたちの仲間がピンチなのよ!!　私のせいで……だからお願い、なんでもするから!!」

　宇佐見さんは必死に頼たのみ込む。そんな宇佐見さんに乙姫さんがなにかを言う前に、浦うら島しまさんが動いた。

「ふっ、安心してください。レディのピンチを見過ごす浦島ではありません」

　浦島さんが助かった……みたいな顔をしているのは、たぶん気のせいではありません。

　濡ぬれ場ばから脱だつ出しゆつできた浦島さんは嬉き々きとした表情で、もうすでに半脱ぬぎ状態だったカッターシャツを脱ぎＴシャツ一枚になると、そのカッターシャツをふわっと宇佐見さんの肩かたにかける。

　実に凜り々りしく紳しん士しな浦島さん。でも、首もとにキスマークがついてます。これは浦島さんが精を搾しぼり取られたあとに変身する、いわゆる紳士モードなんですが……どれくらい搾られたんでしょうかね。

　あ、とりあえず皆みなさん。浦島さんの後ろでスカートに手を入れて、ごそごそ身だしなみを整えている乙姫さんは見なかったことにしてくださいね。オオカミさんシリーズは一応中高生向けのはずなので。作者と君との約束だぞ!!　……という冗じよう談だんに聞こえない冗談はおいておいて、浦島さんです。

　かっこよく宇佐見さんの前に立ちはだかった紳士モードの浦島さんは、

「白昼堂々とレディを襲おそう、あなたは自分が情けないとは思わないのですか」

「なっなんだとてめぇ!!　俺を鬼おにヶが島しまの鮫さめ島じまと知って言ってんだろうな!!」

　オレ、結構名の知れた不良なんだぜと自じ慢まんする鬼ヶ島の鬼さん──鮫島さんですが、

「全く知りませんな」

　一言で切って捨てられた。まあ、浦島さんが野や郎ろうの名前を張り切って覚えるはずはありませんしね。

「まあ、そんなことはどうでもいい」

「そっそんなことだと!?」

　最初の最初に麗れい狐こさんが名前を出して、久々の名前がある敵で強そうじゃね？　って感じだったにもかかわらず、鮫さめ島じまさんはそんなこと呼ばわりされてます。ちょっぴり自分に自信があったらしく、鮫島さんはショックを受けています。

「いくら自分がのっぺりした鮫顔でもてないからといって、これはないだろう。女は殴なぐるものでも襲おそうものでもない、愛し護まもるものだ!!」

　浦うら島しまさん的には野や郎ろうがどれだけ傷つこうがほんとどうでもいいので、かっこいい言葉は続きます。

「たっ太た郎ろう様……乙おと姫ひめは……乙姫の心は震ふるえまくりでございます。ああ、太郎様はやはり最高の……わたくしが命をかけて愛するだけの価値がある殿との方がた」

「ふっ、乙姫さん、そんなに褒ほめてもなにも出ませんぞ……………………いや、マジでもうなにも出ないから今日は寝ねかせてくださいね、乙姫さん？」

　そんな浦島さんに乙姫さんはメロメロで、浦島さんは胸を張り乙姫さんの言葉に応こたえつつ、生死に関かかわる重要事じ項こうをここぞとばかり注意する。

　そんな感じで無視され空気扱あつかいされたあげくに、目の前でいちゃつかれたもてない鮫島さんは激げき怒どした。

「てってめぇ、馬ば鹿かにしやがって!!」

　マジギレした鮫島さんは浦島さんに襲おそいかかる。

　しかし、浦島さんは自分を捕つかまえようと伸のびてきた手をつかみ、捻ひねり、引き倒たおし、地面に叩たたきつけた。

　打ち所が悪かったのか、鮫島さんは一いち撃げきで動かなくなる。まあ、地球という鈍どん器きで殴られたわけですからね。痛いです。

「ふっ、雑魚ざこが」

　浦島さんは過去にどこでナニにとは言いませんが、あまりに乙姫さんに勝てなくて命の危険を感じたので、修しゆ行ぎようの旅に出てたことがあります。修めようとした技わざは竜りゆう宮ぐう家の男たちの汗あせと涙なみだと色々な汁しるの結けつ晶しようである竜宮流房ぼう術じゆつ。あと、それだけでは足りないと考えた浦島さんは、おまけに気持ちいいツボとか、リラックスできるマッサージとかまで色々なところで学んだので、人体について詳くわしくなっちゃったのです。あと、必死に身体からだを鍛きたえてもいるのです、いやマジ体力ないと冗じよう談だん抜ぬきに死ぬから。

　もともと運動ができる子だった浦島さんが身体を鍛え、それに人体の知識が加わったため、浦島さんはそこそこ強かったりします。

　というわけで、見た目ナンパな優やさ男おとこでしかない浦島さんに油断しまくりだったこともあり、この結果です。

　名前が出て強敵っぽかったくせに、瞬しゆん殺さつ。詐さ欺ぎですね（なんだかすいません）。

「というか、これ一人だけですかな？　この手のやからは、手下を何人かつれていそうなものですが」

「ああ、途と中ちゆうまでは何人かに追われてた気がしたけど、なんか気がついたらそいつ一人だったのよ」

　それは、不思議なこともあったものです。運動不足でしょうか、たばこ吸ってるでしょうし。

「まあ、ほかにいないなら問題ありませんな。……では、話を聞かせていただきましょうか、レディ」

「そうですね、仲間というのが誰だれかも気になりますし」

　紳しん士しモードな浦うら島しまさんとつやつやした乙おと姫ひめさんに、宇う佐さ見みさんは立ち上がりながら言った。

「ついてきて！　時間がないから、走りながら話すわ!!」




　その頃ころ、逃とう亡ぼう者のもう片方、アリスさんはというと……。

　宇佐見さんが向かった浦島さんがいると思われる方向に行こう、そのほうが合流が早くなる……と行動を始めたアリスさんだったが、運悪く見つかってしまっていた。

「へっへっへっ、やりましたね、鬼おに塚づかクン!!」

　大おお柄がらで強こわ面もての男と小太りで小柄な男の二人がアリスさんの前に立ちふさがる。

「……先ほどの方たちとは違ちがうようですね」

　その二人の顔に見覚えがないので、アリスさんは新あら手てだと判断してそう言った。

「先ほど……ああ、鮫さめ島じまのことか？　まったく、走り回ってご苦労なこったな」

「鬼塚クンは頭いいからわざわざ走って追いかけ回すなんてことはしないんだよ!!　ねえ、鬼塚クン!!」

　小太りの手下らしき男にそう持ち上げられ、ふふんと鼻を鳴らして鬼塚さんは得意げな顔をする。

「まあ、そういうことだ。あいつらがかけずり回ってるから、この辺りにいると当たりをつけて探してたら、おまえを見つけたわけだ」

「さすがは鬼塚クン、あったまいいー！　そこにしびれる憧あこがれるぅ!!」

　なんというか……個人的には手下のその小物っぷりに感動すら覚えます。

「というわけで、ついて来な。まあ、ここで痛い目見たあげくストリップショーしたいなら別だが」

　アリスさんの身体からだをなめ回すように見る鬼塚さんに怖おぞ気けを感じつつも、アリスさんは表情を変えない。

「どちらも遠えん慮りよしたいのですが？」

　この圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようでも、アリスさんは焦あせるわけでもなく対等に言い返す。

「ふん、いいな……そのすました顔がどう変わるかが楽しみだ。麗れい狐こを手に入れる前におまえも俺の女に加えてやろう。……おい」

「へい」

　鬼おに塚づかさんに言われ、その小太りの男は無表情なアリスさんに手を伸のばした。




「なるほど、アリス先せん輩ぱいでございますか。……元げん凶きようはあなただったようでございますが」

「うっ、悪かったわよ。こんなことになるとは思わなかったし……」

　ノートパソコン上に映るアリスさんのアイコンを目指して小走りで進みながら、宇う佐さ見みさんは今起こっている事態を説明する。

「とっともかく、早く行かないと!!　あいつは頭とう取どりに連れん絡らくしたから大だい丈じよう夫ぶって言ってたけど、絶対頼たよりにならないわよ、あの頭取とかいう男」

「それは……たしかに」

　宇佐見さんの意見に乙おと姫ひめさんは激しく同意する。しかし浦うら島しまさんは少々異議があるようだ。

「私は大丈夫だと思いますがね。あれでいてけっこう…………まあ、僕ほどいい男ではないと断言できますが。……レディ宇佐見、それでですね、このあと、一いつ緒しよにお茶でもどうですか？　打ち上げもかねて……」

「いいわよ別に、さっきなんでもするって言ったし」

　なんだか、途と中ちゆうで邪じや魔まが入ったために抜ぬき方が足りなかったのか、紳しん士しモードが切れ始めた浦島さん。もちろんこんな状じよう況きようでくどき始めた浦島さんに、乙姫さんの怒いかりの声が静かに響ひびく。

「………………太た郎ろう様？」

「冗じよう談だんですよハニー、はははは」

　こんな状況でもかわいい女の子がいれば、浦島さんは口説かずにはいられないようです。どうやら、浦島さんの夜は今夜も長くなりそうですね。

「ハハハハ」

　ともかく、頭取さんは女性陣じんにはひたすら頼りにされてないみたいですが、男性陣にはそこそこに信しん頼らいされてるんですね。男に興味がない浦島さんが男を信頼するなんて滅めつ多たにないことですし。

「それにしても……さっきからぱたぱた倒たおれてる鬼おにヶが島しまのやつはなに？」

　宇佐見さんは目の前に倒れていた鬼ヶ島の生徒を、はしたなく飛び越こえながら言った。

「……さあ、悪い物を食べて当たったのでございましょうか」

「というより、やられたんじゃないか。アリス先輩はこういうことができないだろうから、ほかの誰だれかが……それか仲間割れ」

　乙姫さんは男を迂う回かいし、浦島さんは普ふ通つうに男を踏ふみつけながら続く。ホントに男はどうでもいいんですね。

　ま、こうして考えても仕方ないと三人がアリスさんの許もとへ急ぎ向かっていると、前方から見覚えのある姿が見えてきた。

「魔ま女じよ先輩、鶴つるヶが谷や先輩ではございませんか」

　そう、走ってきたのはおつうさんと魔ま女じよさんだった。

「乙おと姫ひめさん、なぜここに？」

「いるんだヨー？」

「アリス先せん輩ぱいがピンチだそうなので、助すけ太刀だちに参ったのでございます」

「なるほどです。こちらも同じ用件でここまで来ました」

　おつうさんは乙姫さんの言葉にうなずく。

「それはそうと、この辺に落ちてた鬼おにヶが島しまのやつらをやったのは、あんたたち？」

「いえ、私たちも来たばかりですので」

　おつうさんは宇う佐さ見みさんの問いに首を振ふる。

「ふ～ん、まあいいわ。さっさと行くわよ!!」

「そうでございますわね」

「はい、急ぎましょう」

「あー、両手に花どころか前後左右に花……すばらしい」

「アリス近いヨー近くにいるヨー」

　五人に増え実に騒さわがしくなった、アリスさん救出隊は再び走り出した。




「あっいた!!」

　ノートパソコンに映ったアリスさんの位置情報を頼たよりに、最短距きよ離りでアリスさんの許もとにやって来た宇佐見さんと浦うら島しまさんと乙姫さんプラス途と中ちゆうで合流したおつうさんと魔女さん。

　目の前には、男二人に追い詰つめられたアリスさんがいた。

「大だい丈じよう夫ぶだった!?」

「はい」

　宇佐見さんがそう言うと、アリスさんはクールにうなずく。

　しかし、クールなアリスさんの態度とは裏腹に状じよう況きようはピンチなままだ。

　宇佐見さんの目の前ではアリスさんが、体格のいい鬼ヶ島の不良、そしてその手下らしい太った不良に囲まれ追い詰つめられている。

　いきなり現れた闖ちん入にゆう者に、アリスさんに手を伸のばそうとしていた小太りの手下は手を止め、鬼おに塚づかさんに聞く。

「鬼塚クン、どうしますかっ!?」

「ちっ邪じや魔まが入ったか、……というか見張ってた奴やつらはどうしやがった」

「なんか知らないけど、寝ねてたわよ」

　その言葉に憎にくまれ口ぐちをたたく宇佐見さん。口悪いですねー。

「使えねぇ……まあいい」

　鬼塚さんは、やって来た援えん軍ぐんを見回した。

　男一人に女四人。全くもってなめているとしか思えないし、負ける姿はどう考えても思い浮かばない。

　鬼おに塚づかさんはこの場で敵になりそうなのは浦うら島しまさんだけだと判断し、浦島さんに注意を向けつつ、隣となりにいる手下に言う。

「おい、お前その女押さえとけ」

「へい」

「というわけだ」

　鬼塚さんは馬ば鹿かにするように五人を見据すえる。

「卑ひ怯きよう者っ！」

　人質に取られる形になったアリスさんを見て、宇う佐さ見みさんは叫さけぶ。

「そりゃどうも」

　自らの力に絶対の自信を持ち、状じよう況きようも人質がいてこっちに有利。鬼塚さんは絶対的優位に立っている自分に酔よいでもしてるのかにやにやと笑う。

「ま、そういうことだからお前ら、動くなよ。女だろうが俺は油断しない。動けばこの女がどうなるか……がががががが」

　…………しかし、鬼塚さんは自分は賢かしこいというアピールの途と中ちゆうで奇き妙みような声を上げ、そのまま崩くずれ落ちてビクビクする。

「ぐっがが」

　そして、崩れ落ちた鬼塚さんにスタンガンを押しつけていた、小太りの手下が唐とう突とつに口を開く。

「…………一いつ寸すん法ぼう師しっていい話だよね、強者でも内に入り込まれたらやられることがある、逆に言えば弱者でも内に入れれば勝つことができる？　実にいい教訓だね？　君も今度から覚えているといいよ？　……まあ、聞いてないと思うけど？　あとこれおまけね？」

　さらにだめ押しで催さい涙るいスプレーらしきものを、小太りの手下は鬼塚さんの顔に吹ふきつける。

　その土ど壇たん場ばで反旗を翻ひるがえした鬼おにヶが島しまの不良に、なぜかアリスさんが普ふ通つうに話しかけた。

「遅おそかったですね」

「いやいや、これでもかなり急いだんだけどね？　君たちを追っかけてる人たちを、わざわざ一人ずつ無力化してたんだから時間がかかっても仕方ないでしょ？」

　そう言いながら小太りの手下は、かぶっていたカツラを外し、取り出したハンカチで化け粧しようをぬぐい、頰ほほに詰つめていた綿を取り出す。大きくふくれたお腹からは鞄かばんを取り出し、持っていたスタンガンはその中にしまう。

　結果現れたのは、アリスさんが毎日のように見ている姿……そう、頭とう取どりさんだった。

「それはご苦労様でした」

　わざわざ助けに来てくれた頭取さんに対して、アリスさんはクールでちょっと上から目線です。すごく偉えらそうです。

　……でも、追われていた最中のアリスさんの様子を見ていれば、それが信しん頼らい故ゆえだとわかるでしょう。

　アリスさんはなんだかんだいっても頭とう取どりさんがやって来ると信じていて、だからずっとクールで取り乱すこともなかったのです。

　いつもは優ゆう秀しゆうに仕事をしてますが、思いがけないことが起きればパニックになってしまうアリスさんは実に平時向きな人です。一方、いつもはへらへら遊び呆ほうけていますが、思いがけないことが起きれば上手うまく解決してしまう頭取さんは、有事のときに真価を発はつ揮きする人なのでしょう。

　アリスさんの前に立つ頭取さんは、苦笑しつつもおどけて言う。

「というわけでいつかの約束通りに助けに来ましたよお姫ひめ様さま？　まあ、正々堂々じゃないのは勘かん弁べんしてね？　僕喧けん嘩か弱いし？」

　アリスさんは頭取さんの似合わないキザな台詞せりふと笑え顔がおを見て感じた喜びを心の奥に隠かくし、わざとあきれた顔をしてみせる。

「……それ、似合ってませんよ」

「うん、実は僕もそう思った？　ちょっとかっこつけすぎたかな？」

　そう言っていつかと同じ笑顔を浮かべる頭取さんに、アリスさんは過去の光景を思い出した。




　謎なぞの少女と遊んでいた小さなアリスさんは、ある日の夕方、別わかれ際ぎわに思わず聞いてしまった。

『あの…………ずっと友達でいてくれる？』

　謎の少女はその言葉ににっこり笑った。

『うん、アリスちゃんが望むならいつまでだって一いつ緒しよにいてあげるし、どんな怖こわいことがあっても私が守ってあげる』

『ほんとに？』

『ほんとに』

　しかし、アリスさんの心細そうな表情は変わらず、そんなアリスさんに、

『よし、じゃあ、指切りげんまんをしようか？』

『……うん』

　うなずいた小さなアリスさんは小指を差し出し、謎の少女も同じく小指を差し出す。

『指切りげんまん噓うそついたら針千本の～ます』




　あの日の誓ちかいは今も果たされている。

　頭取が……りっくんが、昔のことを──クラスで孤こ立りつした私が折れかかるまで気づけなかったことを、後こう悔かいしていたことは知っている。

　あの頃ころはクラスが違ちがった……というより、名字が同じでいとこ同士である私たちは同じクラスになったことはなく、男と女ということで交友関係も分かれていた。だからすぐに気がつかなかったとしてもそれは仕方ないことで、責められるとしたら、かわいくなかった私のほうだ。

　そんなことを思いながらもアリスさんは顔に出さず、頭とう取どりさんにここまでの経緯を問いただし始めた。




「全く、それにしてもあれはないのではないですか？」

「あれ……ああ、あの手下やってたときの態度？　彼はなんかああやって持ち上げると思い通りに動いてくれるんだよね？　いやいや、実に扱あつかいやすかったね？　聞いてもないのに、なんか色々話してくれるし？」




　そういうことか。鬼おにヶが島しまの生徒の中に紛まぎれ込んでいたのは情報収集のため……。

　私は、私の優先順位がりっくんの中でとても高いのを知っている。隠かくそうとしても隠せるわけはない、伊達だてにおしめをしてた頃ころからの付き合いではないのだ。

　そして、そんな私だからこそわかる。りっくんが御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会に所属したのも、私のためだ。あそこは人脈という学校生活を送る上で重要な力を持ち、情報も集まる。私になにか異変があったとしても、すぐに知ることができるだろう。

　御伽銀行のアリとキリギリス。

　そう言われているように、普ふ段だんは私が真面目まじめに働き、りっくんはさぼって遊び回っているように見える。




「なるほど。では今回の件がなぜ起きたかもわかっているのですか？」

「あーまあね？　一応ほかのみんなの話も聞いてみないとはっきりとしたことは言えないけどね？」

「そうですか」




　だが、実はそれは違ちがう。りっくんは遊んでいるように見えて、その実、変装という特技を生かして色々なところに顔を出し、人脈を作り情報を集めている。

　そして、ひとたび事が起きれば、私はただ逃にげるだけで、働くのはりっくん。

　どちらがアリでどちらがキリギリスなのか、考えなくてもわかるだろう。

　私はずっと護まもられている。あの日の誓ちかいからずっと。




「そういえば、頭取のＧＰＳの反応がなかったのはどうしてですか？」

「いや、すごくあわてて用意したりなんかしたから、持っていくの忘れちゃったんだよね？　それもこれもアリス君の期待に応こたえようとしたためだから許してほしいなぁ？」

「はぁ……わかりました。今度から気をつけてください」

「了りよう解かい？」




　そう、りっくんはあのときの誓ちかいを今でも、そしてこれからも守ろうとしている。

　私はそれが悔くやしくて…………うれしい。

　あの頃に比べれば私は大分成長したはずだ。それなのに、……未いまだに私は護まもられたまま。それが嫌いやで御お伽とぎ銀行に入ってみたりもしたが、私はまだ護られたままだ。

　でも護られていることを、うれしいと感じる自分がいるのも確かで……

　……私とりっくんの関係はずっとこのままなのだろうか。




「……………………」

「…………アリス君？」




　そう、ずっとこのままなのか。ずっと友達でとは言ったけど…………………………今でもそのままというのはどうなのか。日本じゃいとこ同士は普ふ通つうに結婚できるんですよ……って、いや別にそれでどうこうなりたいってのはないのだけど、せっかく大きくなって私はそれなりにきれいになったっていうのに、それに関して反応を見せないのはそれはどうかと思う。ちょっと意識してみたりしても罰ばちは当たらないでしょう。せっかく、ショートカットにもしてるのに……。

（作者注：頭とう取どりさんの視線がショートカットの人に向くことがあると知っているアリスさんは、頭取さんがショートカット好きだと思っています。でも、それは勘かん違ちがいで、実際には頭取さんはうなじフェチで、ショートカットの女の人のうなじを見ていただけなんです。ただ、アリスさんのうなじに時々頭取さんの視線が行くので目的は果たされ、勘違いしたままでも問題はありませんが……ってどうでもいいですね）




「………………」

「…………ねえアリス君？」




　いや、りっくんの視線を自分に向けて、それからどうこうしたい、なりたいというのはないんだけど。というか、きれいになった私よりも、りっくんの女装のほうがきれいっていったいどんな冗じよう談だんなの？　アレは化け粧しようを超こえて特とく殊しゆメイクの域だからまあ、女のプライドの最後の部分はどうにか守り通せたけど……って、なんで私がこんなことで悩なやまないといけないんですか！




　……最初はいい感じだったアリスさんの独白ですが、終わりあたりになるとさらしてはいけない乙女おとめの秘密が、だばだばだだ漏もれてます。というか、アリスさんは普ふ段だんクールな感じですが、実はいつもこんな感じでぐるぐる考えているのかもしれません。アリスさんは実は楽しい女の子だったりするんですね。

「…………えっえと、アリスく～ん？　起きてるかい？」

　なんだかわからないが、いきなりアリスさんが黙だまり込み、そしてその表情がどんどん不ふ機き嫌げんになっていくのを見て、頭とう取どりさんはおそるおそる話しかける。

「……………………………………………………………………………………なんですか？」

　クールを飛び越こえ物理的に冷気を感じさせるその声に、頭取さんは冷ひや汗あせを垂たらした。あまりの冷たさに垂らした冷や汗すら凍こおってしまいそうです。

「…………いや……別に？」

「……用がないなら話しかけないでください」

「その……ごめん？」

「…………わかればいいんです。それで、今回の一件でわかったことを帰る前に簡単にでいいので説明してください。私のほうでも考えてみたいので」

「うっうん、わかったよ？　それでね？　今回の件は、どうやら僕らの弱みを握にぎるためだったみたいだね？　弱みを握る方法はまあ、アリス君の想像するとおりでいいんじゃないかな？　で、僕らを倒たおせば、なんか賞品がもらえるみたいだね？　鬼おにヶが島しまのトップの座と、麗れい狐ことかいう美人さん？」

「なるほど……そんなことのために私たちに喧けん嘩か売ってくるとは……それならなにも遠えん慮りよをする必要はありませんね。同じような真似まねをする相手が今後出ないように、徹てつ底てい的にやりましょう。今回の件に関かかわった方たちの名前はわかりますか？」

「だいたいね？」

「では、その名前を学長に届けて、この街から追放という方向でいきましょう」

「了りよう解かい？」

　いい感じの空気が流れた感動的なシーンだったはずなのに、気がつけばなぜかこんなことに。…………まあ、アリスさんと頭取さんらしいといえばらしいんですけどね。




　いい感じの雰ふん囲い気きはどこへやら。制裁についてなんていう、実にブラックな会話をし始めたアリスさんと頭取さん。そんな二人を眺ながめていた宇う佐さ見みさんがつぶやいた。

「言ってたとおり助けはいらなかったみたいね。ふ～ん、あいつってホントに頼たよりになるんだ。……助けた方法はヒーローっぽくないけど」

　まあ、化けて騙だまして忍しのび寄り背後から一いち撃げきって感じですからね。

「伊達だてに私たち御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会の会長をしているわけではないということです」

「そうヨー、ヤツはやるときはやるヤツヨー」

　実は結構付き合いの長いおつうさんと魔ま女じよさんは、頭とう取どりさんのことを一年生の皆みなさんよりはわかっているようです。

「やらないときはやらないけどヨー」

「そうですね」

　……わかっているようです。

　ともかく、宇う佐さ見みさんは頭取さんの感想を口に出したあと、浦うら島しまさんと乙おと姫ひめさんのほうに目を向けた。

「あ、そうそう。……助けてもらったお礼だけど、なにがいい？　あんたらに借りを作るのはまっぴらごめんだから、なんでも言って？」

「いやいや、レディを助けるのは当然のことですよ」

　この期ごに及およんでナンパモードになる浦島さん。馬ば鹿かじゃないでしょうか、乙姫さんが見逃のがすわけないじゃないですか。

「……太た郎ろう様、ちょっとこちらに」

「えっちょっ、すいません乙姫さん、マジすいません乙姫さん。ちょっと僕調子に乗ってましいやぁ[image: ～][image: ～]」

　というわけで浦島さんは、乙姫さんに建物の間の暗がりに連れ込まれ、……五分ほどして出てきました。

「お待たせしました」

「……恐おそろしいことに、待ってないわ」

　宇佐見さんは畏い怖ふの表情を浮かべながら、乙姫さんの言葉に答える。

　たしかに、暗がりでなにをしていたかを考えれば、五分は待ってないに等しい時間でしょう。

「ハッハハッ」

　乙姫さんはなんかさっきよりも元気になった感じだが、浦島さんはこの五分で真っ白な灰になっている。

　どれだけ乙姫さんに抜ぬかれたんでしょうかね。いつもと違ちがう環かん境きようが、乙姫さんをちょっとだけ大だい胆たんにさせたりしたんですかね。

「太郎様。これから大事な話をしますので、少しだけ静かにしていただきたいのでございますが？」

「まかせてください、ハハハッ………………」

　乙姫さんは浦島さんを黙だまらせたあと、真面目まじめな顔で宇佐見さんを見つめた。

「そうですね……お願いでございますが」

「なに？」

「昔のことを謝罪していただけませんか？　あのことはすっきりしたほうがいいと思いましたので……わたくしとしても、あなたとしても」

　そう言われた宇う佐さ見みさんは、乙おと姫ひめさんの顔を見つめ返したのち、

「そうね……わかったわ」

　真しん摯しに頭を下げた。

「虐いじめて悪かったわ。いくらイライラして不満があったとしても、アレはやっちゃいけないことだった。卑ひ怯きようで最低だった。……本当にごめんなさい」

　乙姫さんは、宇佐見さんが謝罪する様子を見届けてから口を開いた。

「謝罪を受け入れます」

「……ありがとう」

「今回の件でわかりました。わたくしはあなたを誤解していたようです。ふふっ、昔は色々思いましたが……たしかにあの頃ころのわたくしはダメな女でしたし、なによりあなたのおかげでわたくしは太た郎ろう様と出会うことができて、今のように自分に自信が持てるようになったのございます。本音を申しますと、わたくしはあなたに、感謝すらしているのでございますよ」

　灰になった浦うら島しまさんのほうを見ながら微笑ほほえんだ乙姫さんは、今度は逆に宇佐見さんに頭を下げた。

「では、わたくしからも……先日は申し訳ございませんでした」

「先日？」

　宇佐見さんははてなマークを浮かべる。

「この間のミス御お伽とぎ学園コンテストでのことは、すべて大切なことに気がついていなかったわたくしの愚おろかな依い頼らいから始まりましたから。そのせいで、不快な思いをなさったでございましょう？」

　まあ、宇佐見さんの人気が暴落して、その未来予想図は修正を余よ儀ぎなくされたりなんかしましたし。宇佐見さんとしてはすごく不快だったでしょう。

「そう……じゃあ私もその謝罪を受け入れるわ」

「ありがとうございます」

　宇佐見さんと乙姫さんは微笑み合う。

「それにしても……こうも簡単に、和解が成るとは思いませんでした」

　少しほっとしたように言う乙姫さんに、宇佐見さんは言った。

「…………私は、あんたらのこと嫌きらいだったけどね。今日のことで少し見直しちゃったわけよ。特にあそこまで信しん頼らいし合っているのはすごいと思ったし、うらやましかった」

　ふと視線を向ければ、アリスさんと頭とう取どりさんがおつうさんと魔ま女じよさんを加えて、まだなにか話している。四人の間……特に頭取さんとアリスさんの間にはとても自然な空気が流れている。完全に信頼し合っているからこそ流れるだろう空気。宇佐見さんはそんな空気がうらやましくなった。どんなピンチでも、揺ゆるがなかったアリスさんの頭取さんに対する信頼がうらやましくなったのだ。

「というわけで、私はもう良い子ぶるのはやめることにしたわけ。お嬢じよう様さまでおしとやかで良い人という仮面で人気者になっても、それは私が人気者になったわけじゃないし、本当の自分を隠かくしてたら、信しん頼らいする相手なんてできやしないわ。だからまあ、過去のことをさっぱり清算して、生まれ変わったニュー美み々みちゃんになろうと思ったわけ」

「……はい、そのほうがわたくしも好ましいと思います」

　最近不ふ機き嫌げん顔が多かった宇う佐さ見みさんが浮かべた笑え顔がおを見て、乙おと姫ひめさんは微笑ほほえみながらこう提案した。

「では、これで過去のわだかまりも溶とけたことでございますし、今後は友人として……」

　……が、宇佐見さんはそれを拒きよ否ひした。

「それは嫌いや」

「……そうで……ございますか……」

　拒否され、とても悲しそうな顔をする乙姫さんに、

「そんな顔しなさんな。私は、私とあなたは友人じゃなくて…………ライバルのほうがいいと思うのよ」

　ニッと笑いながら宇佐見さんは言った。そんな宇佐見さんに、乙姫さんは少し虚きよを突つかれたのか驚おどろいた顔で固まったあと、やはり微笑みを返した。

「そう……でございますね」

「そうよ！　今は恋してきれいになって本当に信頼できる相手……浦うら島しまを手に入れたあなたがリードしているかもしれないけど、私はいつか浦島なんかよりもっとすごいものを手に入れて、あんたを上から見下ろしてやるんだから!!　まずは手始めに、私はミスコン上位に返り咲いてやるから見てなさい!!」

「はい、……楽しみにしています。簡単に負けるつもりはございませんが」

　宇佐見さんはびしっと乙姫さんに指を突きつけ、そんな宇佐見さんに乙姫さんも決意の言葉を返した。

　たしかにウサギと元カメの二人は友人であるよりかはライバルであるほうがしっくりします。二人ともすごく良い顔で生き生きしてますしね。

　ただ……………………………………お二人が良い顔しているすぐ側そばで浦島さんが、今にも倒たおれそうな顔色をしているので助けてあげてくださいね？




「おかえりなさいですの」

　御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会地下本店に入った頭とう取どりさんたちに、りんごさんがお帰りのご挨あい拶さつをする。

「ただいま、君たちも帰ってたんだね？」

　部屋の中では、おおかみさんと亮りよう士しくん、そしてりんごさんが疲つかれた顔をしてだれていた。

　一応電話で連れん絡らくが来て向こうでもなにか起こったとは聞いたけど、森もり野の君の顔や肌はだの見える部分に青あお痣あざがいくつも見えるし、よほどのことがあったのか？　なんて思いながら頭とう取どりさんは自らの定位置に着き、

「お茶を入れますね？」

　と、おつうさんが部屋を出るのを見ながら皆みなに聞いた。

「……それで君たちのほうも大変だったみたいだね？」

「まーな」

「はい、大変でしたっス」

「……頭取さんたちのほうもですの？」

　疲つかれた顔のおおかみさん、泣いたのかちょっと目が赤いりんごさん、全身青痣だらけの亮士くんの三人が、それぞれ頭取さんに答える。

「はい、大変でしたね」

「こっちも、色々あったんだヨー」

　すると、アリスさんと魔ま女じよさんが言葉を返す。アリスさんは疲れた顔だが、魔女さんはいつも通りにしか見えない。

「そうですね、色々ありました」

「……あったなぁ」

　最後はつやつやした乙おと姫ひめさんと、灰になった浦うら島しまさんがつぶやく。…………ここはまあいつも通りですね。

　そんな皆さんを見ながら、頭取さんが言った。

「それじゃあみんな、今日起きたことの報告お願いね？」




　今回の事件の報告、今後の方針について色々話し合ったのち、一人また一人と家路につき、頭取さんとアリスさんが最後に残る。二人きりでソファに座って、今後のことについてあれこれと話し合っていたのだが……頭取さんがコーヒーでも入れるかと少し席を外していた間に、アリスさんいつの間にか寝ねてしまっていた。

　浮かべているのは、いつものクールで凜り々りしい表情ではなく、とてもかわいいアリスさんの素す顔がお。荒あら事ごとに向かないアリスさんが走り回ったのだから、それは疲れもするでしょう。

　頭取さんは、そんなアリスさんを見て、いつものなに考えているんだかわからない笑え顔がおじゃなく、とても優やさしい笑顔を浮かべた。

　そして、仮か眠みん室から毛布を持ってくるとアリスさんにかけ、そのあどけない寝顔に優しく言った。

「おやすみ、アリスちゃん。良い夢を……」




　　　宇う佐さ見みさん色々あったし清純派路線を捨てることにする




「あーだるいわー」

　なにやらものすごく気の抜ぬけた顔で登場した宇佐見さんに、教室の皆みなさんは静まり返る。宇佐見さんのまとった空気は間ま違ちがいなくこの朝のすがすがしい空気からは浮いてます。夏休みが終わって、新学期が始まったから、身体からだがだるいなんて、そんなレベルじゃありません。

　そんな宇佐見さんはクラスメイトの間を縫ぬって歩く。いや縫って歩くというかモーゼのように道が開いてます。なんでこんなおもしろいことになってるのかというと、何度も説明したように、何ヶ月か前に某ぼうおかしな組織のせいで盛大に宇佐見さんの本性がばれたにもかかわらず、それでも意地でお嬢じようキャラを貫つらぬいていた宇佐見さんなので、本性全開のその態度に皆さんがびっくりしてるんです。

　だって今まで「皆さんおはようございますですわ、ほほほ」なんて感じだったんですから。

　とまあそんな実にだるそうな宇佐見さんはよろよろ自分の席にたどり着くと、どっかりと座る。

　そう、どっかりです。女らしいどころか男らしいです。お嬢キャラのかけらも残ってません。

「…………うーだるー」

　マジ残ってません。

　そしてそんな感じでぐてーっとだるそうに宇佐見さんが唸うなっていると、前の席で予習なんてしていた超ちよう絶ぜつ優等生といった少女が振ふり向いた。

「おはよう、宇佐見」

「……………………おはよ」

　冬服でスカートが長く肌はだがほとんど出ていない実に暑苦しい格好をしているくせに、その雰ふん囲い気きと切れ長で涼すずしげで……ぶっちゃけキツい瞳ひとみのおかげで全然そうは見えない少女、地じ蔵ぞうさんだった。地蔵さんは不思議そうな顔で聞く。

「宇佐見……なにかいつもと感じが違うな」

「あーま～ね」

　宇佐見さんはだるそうな顔でそこまで言ったところで、ばったりと机に突つっ伏ぷす。

「なんかもう色々あって、やめることにしたのよねー猫ねこかぶるの」

「そうなのか？」

「そうなのよ。……まあ、結構前からめんどくさかったんだけど、途と中ちゆうから半ば意地になってたしね」

　なにかを思い出すように瞳を閉じ……そして宇佐見さんの顔がどんどん不ふ機き嫌げんに歪ゆがんでいく。それが頂点に達したとき、宇佐見さんが目をくわっと開いた。

「……でも仕方ないでしょうが!!　せっかく作り上げたおしとやかな良い娘むすめってキャラがもうあんなことで化けの皮がはがされるとは思わないわよ!!　私がどれだけ努力してキャラ作って維い持じしてたと思ってんのよ!!」

　宇う佐さ見みさんは立ち上がって、さらに熱弁する。乙おと姫ひめさんと和解しても思い出せばむかつくものはむかつくらしいです。

「将来マラソンでオリンピックに出て、メダル取って、人気者になって、ＣＭ出たりなんかして、引退後はスポーツキャスターにでもなって、そのまま芸能界に～なんていう夢のためにずっと良い娘路線でいこうとしてたわけよ、私は!!」

「ええと……なぜだ？」

　その宇佐見さんの気き迫はくに押されながらも、地じ蔵ぞうさんは聞く。

「だって将来有名になったときに、過去が荒あれてたりしたら色々だめじゃない!?　有名になったら昔のクラスメイトに話を聞くとかありそうだし!!　経歴にミスなになに～とかついてたらいい感じだしっ!?」

　が、そこまで言ったところでぷしゅ～と宇佐見さんの身体からだから力が抜ぬけた。

「まあ……もう、どうでもいいけど」

　宇佐見さんはまた机の上でぐてーとうつぶせになる。

「いや、なんと言えばいいのかわからないが……」

　そこで地蔵さんは宇佐見さんをまっすぐ見つめて言う。

「私は今の宇佐見のほうが好きだな。宇佐見は最近無理しているようだったし」

　たしかに宇佐見さんは無理していた。意地になってというのが正しいが、無理していたというのでも問題ないだろう。

「今の宇佐見はすごくいい顔してるしな」

　そんな地蔵さんの言葉に、宇佐見さんは少しだけ顔を上げて、口の端はしを片方だけ上げるという実に乙女おとめじゃない笑えみを浮かべながら言った。

「………………そうね、私もそう思うわ」




　　　アリスさん頭とう取どりさんと一夜を明かしおおかみさんたちは衝しよう撃げきの光景を目まの当あたりにする




　夏休みももう終わりだし、集まって宿題の追い上げやろうぜ!!　なんてことで、少し早めに学校にやって来たおおかみさんたちいつもの三人組。

　まあ、りんごさんは実に要領よくちまちまやる人ですし、おおかみさんはりんごさんにつられてぼちぼちやるし、亮りよう士しくんは宿題忘れたりしたらすごく目立つのでそれが嫌いやで真面目まじめにやってますし、追い込みといってもそれほどの量は残ってないんですけどね。そういう意味では、実に真面目でおもしろみのない人たちです。コメディ的には宿題終わらない、誰だれか助けて手伝って～ってのがお約束でしょうに。

　それはともかく、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会プレハブ地上支店の秘密通路から、おおかみさんたちは地下本店に降りていく。

「全く、酷ひどい目に遭あったよなぁ、昨日は」

「そうっスねぇ」

「ほんと、こんな夏休み終わりの忙いそがしい時期に来るなんて、さすが鬼おにヶが島しま高校って感じですの」

　三人はそうだべりながら、地下大広間の扉とびらを開き……硬こう直ちよくした。

「…………」

「…………」

「…………」

　なぜなら目の前に、信じられない光景があったから。

　そこにはソファで寝ねてるアリスさん…………と頭とう取どりさん。

　並んで仲良く……どころかくっついて寝てる二人。具体的に言うなら、ソファで寝ている頭取さんに、アリスさんが上に乗って抱だきついているという感じですか。

「ン……」

　頭取さんの胸を枕まくら代わりにしながら、アリスさんはむずがる。

「……りっくん」

　…………しかも衝しよう撃げき発言つき。

「りっくんて……」

「……頭取さんのことですの？」

「……マジっスか」

　いつものアリスさんからは、死んでも出ない言葉です。

「…………ふっ、二人の仲がここまで進んでたとは……私としたことが、全く気がつきませんでしたの」

「よっよっぽど上手うまく隠かくしてたんスねぇ」

「……つーか、アリス先せん輩ぱい趣しゆ味み悪いなぁ」

　おおかみさんは人のことは言えない気もしますが。

　なんて感じで二人の寝顔を眺ながめながら話していたら、その気配でアリスさんが目を覚ます。そんなアリスさんに、りんごさんはかわいくご挨あい拶さつする。

「おはようですの」

「……おはよう……ございます」

　寝ぼけ眼まなこのまま、アリスさんも反射的に挨拶を返す。

「…………」

「…………」

　アリスさんは無言で周囲を見回す。そこでようやく自分の下の人ひと肌はだくらい暖かい物体に気がつく。

　自分の上でアリスさんがもぞもぞ動いたので、頭とう取どりさんの目も覚めて、アリスさんに挨あい拶さつをする。

「やあアリス君、おはよう？　よく眠ねむれたみたいだね？」

「……………………………………………………………………………………………………え？」

　アリスさんが今いるのは御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会地下本店のソファ…………の上に寝ねた頭取さんの上。

　アリスさんが目覚めてみれば、いつもの土手で座っているお姉さんの膝ひざ枕まくらの上……なんてことはなく、やっぱり頭取さんの上。

　要するにアリスさんと頭取さんは、なぜかわからないが密着中。そして、目の前には後こう輩はい三人組。

　ようやく事態を把は握あくしたアリスさんが叫さけんだ。

「こっこれは違ちがうんです!!」

「いや違うと言われても……ねえ」

　冷静に返すおおかみさんの視線の先には、アリスさんが頭取さんに乗っかったままの状態でいる。

　まだ乗ったままだったことに気がつき、アリスさんはがばっと離はなれた。

「こっこれはその、なにかの間違いで……」

　なんてアリスさんが言い訳をしますが、ソファの上の馬ば鹿かが台無しにする。

「いやあ、アリス君がなかなか上からどいてくれなくてね？」

「黙だまりなさい、このお馬鹿!!」

　ソファに寝たままで、回かい避ひのできない頭取さんの頰ほほに突つき刺ささるアリスさんの攻こう撃げき、ちなみにグーでした。

「アリス先輩、落ち着いてくださいの。もしなにかされてたら、責任取ってもらえばいいじゃないですの」

「そっそうですね……って責任っ!?　そんなもの取ってもらう必要なんて……」

　そこでアリスさんは着衣の乱れを確かく認にんしますが……

「……スッスカートが」

　どうやらスカートを脱ぬいだ痕こん跡せきがあったらしいです。いつもきっちりアリスさんですが、今のアリスさん、スカートからシャツがだらしなく出ています。

「……寝込みを襲おそったんですの？」

「この女の敵が」

　汚お物ぶつを見るような目で頭取さんを見るおおかみさんとりんごさんに、ショックを受け涙なみだ目めで頭取さんを睨にらむアリスさん。亮りよう士しくんはそんな三人のオーラに本気で怯おびえている。

　ここに至って、なんか本気でまずいぞと、頭とう取どりさんは言い訳を始める。

「いや、言い訳を許してもらうとね、昨日君たちが帰ったあとに、アリス君が疲つかれて寝ねちゃったんだよね？　でも、僕じゃあ運べないから……」

「なんですかそれは!!　私が重いとでも言うんですかっ!?」

　アリスさんがすごい形相で口をはさむ。

「訂てい正せいするよ、ものすごく気持ち良さそうに寝てたので、起こすのが忍しのびなかったから？」

「乙女おとめの寝顔を見たんですかっ!?」

「…………僕にどうしろと？　ともかく、そんなアリス君に毛布を掛かけて……一人で置いて帰るのもなんだから、僕は反対側のソファで寝たんだよ？　そしたら夜中にアリス君がトイレに起きてね、いつもここにいるからか見事行って戻もどってきて、寝ぼけてないのかななんて思ったんだけどやっぱり寝ぼけてたみたいで、自分の寝床どこを間ま違ちがえて、僕のいるソファに倒たおれ込んできたんだよね？　ほらよく思い出して、アリス君が上で、僕が下だったでしょ？　どう考えても、襲おそわれてる側がわだったでしょ？」

「でっでも、それなら起こせば……」

　アリスさんの言葉に頭取さんはカッターシャツの前を開けた。そこには痣あざっぽいものが……。

「それは……キスマークですの？」

「ええっ!?」

　アリスさんが焦あせった声を上げる。キスマークなんてついてたら、襲われたどころかアリスさんが襲った側です。よくて和わ姦かんです。ですが、そうではないらしく、頭取さんは疲れた顔で首を振ふる。

「いや、そんな色っぽいものじゃなくて正しよう真しん正しよう銘めいの痣だよ？　アリス君が倒れ込んできたときについたんだよね？　というか、僕は結構派手な声を出したんだよね？　ぐえっとかものすごく哀あわれな潰つぶされた蛙かえるの断だん末まつ魔まのような声を？　でも、アリス君は起きなかったわけ？　まあアリス君は昨日の件で疲れてたんだろうね？　だから起こすのをあきらめた僕は、痛みのままに意識を手放したわけ？　以上で、僕の無実の証明終しゆう了りようってことでいいかな？」

　理路整然と説明され、アリスさんはぐうの音も出ない。

「……ぐぅ」

　訂てい正せい、ぐうは出ました。

「それで無断外がい泊はくについてだけど、一応伯母おばさんには連絡しておいたから問題ないよ？　あ、女声でかけて友人ということにしたからたぶん問題ないとは思うよ？　でも一応、誰だれかに口裏合わせてもらってね？　僕のままでも別によかったのかもしれないけど、アリス君が嫌いやがると思ったんだよね？　なんか家族に変な誤解させちゃうかもしれないし？」

　しかも、至れり尽つくせりです。

　ですが、その冷静な対応が、余計にアリスさんの女としての矜きよう持じを傷つけます。何かされたかったわけではないですが、この状じよう況きようで何もされなかったらされなかったで、アリスさんの女の魅み力りよくが足りなかったみたいですから。

「………………………………うぅ」

　真っ赤になったアリスさんの心の中に溜たまっていくのは羞しゆう恥ちや怒いかりなどの、やり場のなくなってしまった感情。溜まりに溜まったその感情は、今にも大だい噴ふん火かしてしまいそうです。
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「うわーちょっ、アリスちゃん落ち着いて[image: ～][image: ～]!!」

　御お伽とぎ銀行地下本店にアリスさんの大声と頭とう取どりさんの悲鳴が響ひびき渡わたった。




　…………その後の説明は控ひかえさせていただきますが、その場にいたおおかみさん、りんごさん、亮りよう士しくんはとても珍めずらしい光景を見ることができました。そして、三人はその日の出来事を生しよう涯がい口に出すことはなかったとだけは言っておきます。

　あと、世紀の一いつ瞬しゆんの目もく撃げき者となった三人は……アリスさんを見るとビクッとして、話しかける口調がものすごい敬語になりました。

　……いったいなにが起こったのでしょうね？

　そして頭取さんは、しばらくお仕事をさぼることはありませんでしたとさ。


えーとまあ、めでたしめでたし
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　　　亮りよう士しくん恋に悩なやんでいたら変な人と遭そう遇ぐうする







「…………はぁ」

　中肉中背で前まえ髪がみが長くて目が隠かくれた……という実に平へい凡ぼんな外見の、どこかのギャルゲーで主役でも張ってそうな少年が大きなため息をついた。

　そのギャルゲー主人公……じゃなくて亮士くんがとぼとぼ歩いているのは御お伽とぎ学園の校内だ。

「………………はぁ」

　ため息をつくと幸せが逃にげるというが、ため息連発の亮士くんからは幸せがものすごい勢いで漏もれていそうだ。

　なぜ亮士くんがこんなにもため息を繰くり返しているのかというと、悩み事があるからで……まぁ、亮士くんが悩むことといったら、我らがヒロインおおかみさんのことですよね。

「……どうしたものか」

　ため息をついて実に幸さち薄うすそうだが、亮士くんはそれでもいつもに比べるとなにやら男らしい。知っての通り亮士くんは妙みような感じに対人恐きよう怖ふ症しようを患わずらっており、周囲に人がいると一いつ瞬しゆんでヘタれてしまうのですが、周囲に誰だれもいなければ素すの部分が出て男らしくなるのだ。

　言うなれば超ちよう内うち弁べん慶けいの亮りよう士しくん。情けないです。……でも、亮士くんはヘタレなりにがんばっているんですよ？

　ただ、圧あつ倒とう的に経験値が不足しているために恋の駆かけ引ひきなんてものができるわけがなく、ヘタレのくせに事あるごとにおれは涼りよう子こさん一筋っスから!!　とか直球すぎる愛の言葉を叫さけび、パニクってるおおかみさんを見れば、なぜかいきなり抱だきしめてみたりするのです。もちろんそのあと、おおかみさんに殴なぐられます。馬ば鹿かです。

「……………………はぁ」

　ともかく、亮士くんはこんな風に大だい胆たん不敵全力大おお振ぶりなアプローチしかできないので空振りばっかりで、亮士くん的には仲が深まった気がしないのです。おおかみさんを仕留めるまでの道は遠そうです。

　…………まあ当たれば場外ホームランにでもなりそうな感じですし、当たってなくても大振りの風圧でおおかみさんは結構揺ゆさぶられたりしているのですが、おおかみさんは素直じゃないのでつれない態度しか取らないですから全然伝わりません。男女の機き微びに疎うとすぎる亮士くんではツンデレおおかみさんの微妙なデレの部分が理解できないのです。

「……………………はぁ」

　亮士くんはまた大きなため息を垂たれ流す。

　そんなわけで、恋に悩なやめる亮士くんは校内をふらふら歩いていたのだが……ある場所にさしかかったところで、なにかに反応したかのように亮士くんの歩みが止まる。次の瞬しゆん間かん、そんな亮士くんの上から声が降ってきた。声をかけられる前に他人の存在を察知、相変わらず他人の気配に敏びん感かんです。

「ふっふっふっ、そこの迷える少年。オレ様が貴様の悩みを解決する手助けをしてやろうではないか」

　見上げると、そこには少年がいた。年の頃ころはどう見ても中学生ぐらいだ。

　木の上でテンガロンハットを目ま深ぶかにかぶりなにやら格好をつけてた、オレ様口調ですさまじく偉えらそうなという実にアレな少年に亮士くんは言う。

「えーとキミ、そんなところにいると危ないっスよー」

　亮士くんの言葉に微び妙みような顔をした少年は聞き返す。

「…………お前、オレ様のこと知らない？」

「知らないっス」

「…………そうか、それなりに有名になったと思うんだが……オレ様もまだまだだな」

　少年はうんうんとうなずいたあと、

「あぶなっ」

　亮士くんが思わず声を上げるのにもかまわず、「よっ」と見事な身のこなしで木から飛び降りた。

　結構な高さがあったにもかかわらず猫ねこのように全身で衝しよう撃げきを吸収し、少年は危なげもなく着地する。そして、少年は少し遅おくれて落ちてきたテンガロンハットをキャッチしてから、亮りよう士しくんにかっこよく自己紹しよう介かいをした。

「オレ様の名前は猫ねこ宮みや三さぶ郎ろう、御お伽とぎ学園高等部三年だ。皆みなからは猫さんと呼ばれているな」

「ええっ!?」

　その自己紹介に驚おどろく亮士くん、そして年下相手の口調で話しかけてしまったことをわびる。

「せっ先せん輩ぱいだったんスか!!　すいませんっス!!」

「いやいい、いつものことだしな」

　猫さんは苦笑する。実際、猫さんは非常に幼く見える。背が低く、顔も童顔で女顔で……というかものすごい美形なのだ。

　そう、猫さんは誰だれもが目を引かれそうな美少年だった。つり上がり気味の大きな瞳ひとみとつんつんに立てられた髪かみの毛で、名前通りなにやらやんちゃな猫のような印象を受ける。制服は着崩くずしたカッターシャツに緩ゆるんだネクタイ、それがまた悪ガキっぽさを醸かもし出している。

　ただ、足に履はいたごつい編み上げブーツと時代錯さく誤ごなテンガロンハットが浮きまくっているが。

「それで猫宮先輩、いったいおれになんの用っスか？　あ、おれの名前は森もり野の亮士というっス」

　頭を下げつつ自己紹介する非常に礼れい儀ぎ正しい亮士くんに、猫さんは気さくに返事をする。

「亮士か、よし覚えた。あと、呼ぶなら猫さんでいいぞ。……で、なんの用かだがな、オレ様が気持ちよく木の上で涼すずんでいたら、なにやら死ぬほど悩なやんでますって顔したお前が歩いてきてな、これは是ぜが非でも助けてやらねばと」

　猫さんはこの台詞せりふを当たり前のことのように言っているが……

「…………なんでっスか？　おれと猫宮先……猫さん初対面っスよね？」

　思わず質問してしまった亮士くんの言うとおり初対面の人間に対して言う言葉じゃないです。街を歩いてて、相手が悩んでそうだからと声をかけてくるのは、宗教の勧かん誘ゆうと画えを売るお姉さんくらいです。

　というわけで、亮士くんは警けい戒かい感バリバリになる。

　……が、猫さんはなんでもないように答えた。

「まあ、趣しゆ味みだ」

　その予想外の返答に思わず声を上げる亮士くんに、猫さんは胸を張る。

「しゅっ趣味っスか？」

「おう、その通りだ」

　身長差から亮士くんが猫さんを見下ろす格好になっていますが、それに違い和わ感を覚えないほどに猫さんは偉えらそうでなぜか大きく見えます。これはあれです、いわゆる親父おやじの背中が大きく見える理論ってやつです。……すいません、違うかもしれません。

「これでも、そこそこ有名だと思ってたんだがな、人助けが趣しゆ味みの変人猫ねこ宮みやってな」

　苦笑しつつも、猫さんは自信にあふれている。

「……で、どんな悩なやみを抱かかえているんだ？　オレ様が万事解決してやろうじゃにゃいか!!」

　猫さんは両手を大きく広げて詰つめ寄る。しかし、肝かん心じんなところで台詞せりふを嚙かんでます。

「…………」

「…………」

「……じゃないか!!」

　幾いく多たの変人と遭そう遇ぐうし、自らも結構な変人である亮りよう士しくん。そんな亮士くんだからこそ敏びん感かんになってしまった変人メーターがものすごい勢いで振ふり切れました。この人はなんか駄だ目めです。

「さあ、オレ様に人助けをさせてくれ!!　マジさせてくれ!!　さあ、さあっ!!」

　猫さんは亮士くんににじり寄る。なんというか、目がイっちゃってます。しかも言っているのは、助けてくれではなく、助けさせてくれ。おつうさんがかかっている、恩返ししたい病の亜あ種しゆって感じでしょうか。いったいなにが猫さんをそこまで駆かり立てるのか。

　そんな病やんでる感じの猫さんに、亮士くんは心底びくびくしてしまう。まあ、たしかに怖こわい。

　怖い以外にも、亮士くんは他人に近寄られたりすごく見つめられると、なにやら妙みような発ほつ作さが起きて、「見ないで～」と叫さけびながら錯さく乱らんしてしまうので、びくびくするのも仕方がないかもしれない。

　というわけで……

「いや……その……結構っス!!」

　ぴゅ～っと亮士くんは走って逃にげました。まあ発作を起こす亮士くんでなくったって、初対面の人間があそこまでの迫はく力りよくで手を貸そうとしてきたら、普ふ通つう逃げますよね。

　でも、亮士くんの場合は見事な逃げっぷりすぎです。お化けか変質者でも出たーとかいう勢いで逃げ去りましたし、失礼きわまりないです。

　そんな感じで亮士くんが走り去り、猫さんが一人取り残される。

「…………」

　猫さんはそんなヘタレな亮士くんが視界から消えるのを待ってから、自信にあふれた表情から真顔に戻もどりつぶやいた。

「あれが森もり野のか……………………森野亮士、大おお神かみが……」

　その無表情からはなにを考えているのか読み取れず、猫さんはそのまま亮士くんと逆の方向に歩いていった。




　亮士くんが猫さんから逃げ出した数分後。

「はぁ……はぁ……はぁ」

「どうしたんだよ」

　息を切らせて御お伽とぎ銀行地下本店に走り込んできた亮りよう士しくんに、ソファに座っているおおかみさんが聞いた。

　…………とりあえず、亮士くんがどうのこうのと言う前に、あなたがいったいどうしたんですか。人になにか言う前に、あんた何様ですか？　と聞きたくなるようなヒロイン的にＮＧすぎるその大きな態度をどうにかしてください。

　だってヒロインがどーんとテーブルの上に足乗せてソファにふんぞり返り、膝ひざの上に小動物よろしく乗せたロリ美少女の頭をなでてるんですから。あり得ないです。あなたはいつの時代の悪役ですか。これでワイングラスがあったら完かん璧ぺきですよ？

　……まあ、萌もえがないことはないですが。いくらおおかみさんの態度が偉えらそうだろうと、美少女が絡からんでいる姿は実に素す敵てきですからね。

「はぁ……はぁ………………ふぅ」

　そこで、ようやく息を整えることに成功した亮士くんは、なんで全力疾しつ走そうしてきたのかを話す。

「いや、なんかそこで猫ねこ宮みやという人に会ったんスよ」

　その亮士くんの言葉に、おおかみさんの膝の上で頭をなでられごろごろ喉のどを鳴らしてたりんごさんが、ものすごい勢いで食いついた。

「猫宮先せん輩ぱいですのっ!?」

「……赤あか井いさんは猫宮先輩って知ってるんスか？」

　食いついてきた勢いにちょっぴり引きつつそう聞いた亮士くんに、りんごさんは得意げに答える。

「知ってますの」

「どんな人なんスか？」

「んーそうですのねぇ。一言で言うなら…………アニキ!!　って感じの人ですの。強くて頼たよりがいがあって優やさしくて……」

　なんだかすごく詳くわしいですね。いったいどうして……

「……なにより美少年ですの!!」

　りんごさんはぐっと拳こぶしを握にぎりしめる。

　……なるほど、美少年だから詳しかったんですね。

「そう、すごい美少年なんですの!!」

　りんごさんはぐぐっとさらに拳を握りしめる。

　百歩譲ゆずったとしても清純派の言動じゃないです。さすが汚よごれの腐くされロリ。ただ……すぐにりんごさんの様子がおかしくなります。

「…………でもなんだか、好きになれないんですのよ…………美少年なのに」

　なぜかテンションがいきなり急降下する。いや、美少年が好きになれなかったくらいで、そこまでテンション下げなくても。りんごさん、あなたどんだけ美少年が好きなんですか。

「いや、今褒ほめまくってたじゃないっスか」

「……スペック的にはべた褒めできるんですの。でもなんだか身体からだというか、心の奥底からあいつ嫌きらいっ!?　て衝しよう動どうがわき上がってくるんですのよ。なんででしょうですの？　森もり野の君、わかりますの？」

　亮りよう士しくんに疑問を投げかけつつ、りんごさんは首をひねる。そう、猫ねこさんは美少年で中身も申し分ないのに、りんごさんはなぜかきゃーきゃー言う気にならないのです。

「そんなことおれに聞かれても……」

　それはたしかに。

「……で、その猫ねこ宮みや先せん輩ぱいがどうしたんだよ」

　りんごさんが一人思考の世界に入っちゃったので、おおかみさんが続きを促うながす。

「なんというか……歩いてたら、助けてやろうとかいきなり言われたんスよ」

　その言葉におおかみさんは亮士くんをバッサリ斬きる。

「よっぽどしけた顔で歩いてたんだろ」

「……それは否定しないっスけど……」

　亮士くんは言葉の語尾を濁にごす。

　事実は事実ですが、それを原因であるおおかみさんに言われたくはないかもしれません。それもこれも、おおかみさんが素す直なおじゃないからいけないのです。でも、素直になったらオオカミさんシリーズは終わってしまいますが。

「で、睨にらみつけられて近くに寄られて、なんとか逃にげてきたんスけど」

　ちなみにそれは亮士くんの主観であって、別に猫さんは睨んだつもりはないに違ちがいありません。

「相変わらずヘタレですのねー」

「…………」

　そして、自分の思考に没ぼつ頭とうしていたくせに、こういうときにはきっちり戻もどってきてつっこむりんごさんに、亮士くんはちょっぴり傷ついた顔をする。ヘタレと言われても仕方ないと自覚していますが、それでももう少し優やさしく言って欲しいのだ。というかりんごさん、ずけずけ本当のことを言いすぎです。清純で純真そうな外見に反比例するかのように、優しさが足りてません。

「…………そっそれで、なんでか理由を聞いたら、人助けが趣しゆ味みとか言って……」

「なんか、ホントにそうらしいですのよ？　猫宮先輩は外見は美少年ですけど、中身は頼たよりがいのあるアニキですし。それに、森野君は知らなかったみたいですけど、結構色々頼られているみたいですのよ？　ただ、猫宮先輩は一方的に助けるだけなので、助け合いをモットーとする私たちとはある意味で対極に位置している人ですの。そういう意味ではある意味商売敵がたきって感じですの？」

　無む償しようで人助け、実に良い人というか便利な人というか……。

「ま、そういうことですし、今度会ったりしたら、相談事でも聞いてもらったらどうですの？　人ひと柄がら的には信用できるみたいですし……森もり野の君の悩なやみは私たちに相談できないでしょうから。…………うぷぷ」

「うぐっ」

　りんごさんはそこで含ふくみ笑わらいをする。亮りよう士しくんは悩みを完かん璧ぺきに見抜ぬかれている。

「あ？　なんでだよ」

　そして、おおかみさんは全然見抜けていない。

「まーまー男の子にも色々あるんですのよ」

　なにやら釈しやく然ぜんとしない様子のおおかみさんに、りんごさんはしたり顔で言う。

「ね～」

　ものすごく優やさしい顔してそんな風に話を振ふってくるりんごさんに、亮士くんは思った。

　だめだこいつ、早くなんとかしないと……

　というわけで、猫ねこさんに本気で相談してみるかなと思った亮士くんでした。




　亮士くんが猫さんと遭そう遇ぐうした数日後、頭とう取どりさんが鬼おにがヶ島しまの鬼さん相手に大活かつ躍やくすることになる昼下がり。

　アリスさんに頼たのまれ御お伽とぎ銀行地上支店で店番をしていたおおかみさん（ヒロイン）はだれてました。なんでかというと、亮士くんがいないから。女だけの空間だと、おおかみさんだって、ちょっぴりはしたなくなってしまうのです。

「あーだりー」

　ということでおおかみさんはだれてるわけです。

　でも、そんじょそこらのだれっぷりじゃありません、周囲にりんごさんしかいないのでだれきってます。備え付けのぼろソファに足組んで寝ねっ転がっているので、スリットからはしたなくおおかみさんの美び脚きやくが思いっきりのぞいているわけですよ………………これはこれで、結構なお点前てまえで……。

　はっ!?　ごほん、……えー話を元に戻もどしますが、だれだれでそのまま溶とけてしまいそうなおおかみさんは、

「だり～だり～」

　実にはしたないです。

　先ほどまでは、地下本店にいてアリスさんと頭取さんの関係を追つい及きゆうしていたためテンションが高かったので、どうやらその反動が出たらしく、テンションだだ下がりのようだ。

「仕方ないですの、アリス先せん輩ぱいに頼まれたらさすがに断れませんのよ。うちのトップですし」

　ちなみにトップは頭取さんです。

「……アリス先輩の秘密が聞けなかったのは心底残念でしたけど」

　りんごさんはそう言いながら、心底残念そうな顔をする。あともう少しでアリスさんと頭とう取どりさんの気になるお話を聞けたかもしれなかったのだ。結果はごらんの通り邪じや魔まが入ってダメだったわけだが。

「アリス先せん輩ぱいはなんだかんだ小言を言いつつ、頭取のこと見捨てねーんだよなあ」

「そうですのね、あれは絶対なにかありますのよ。幼なじみ以上、いとこという血けつ縁えん以上のなにかが…………あー、知りたいですの～まじ知りたいですの～」

　りんごさんは悶もだえる。

「もしかしたら、少女小説真っ青な素す敵てきな想おもい出でがあったりすんのかな」

　おおかみさんも、だれだれモードから少々テンションがアップしてくる。おおかみさんはベタ甘な少女小説が好きなのだ。

「…………でも、そうしたらヒーロー頭取さんですのよ？」

　が、りんごさんの言葉でテンションがダウンする。

「…………」

「…………」

　そこで二人は頭取さんの頼たよりにならなそうな顔を思い浮かべたあと、言いきった。

「ないな」

「ないですのね」

　おおかみさんとりんごさんは言いきりました。マジ言いきりました。

　本当は皆みなさんがご存じの通り、頭取さんはやるときはやる人なんですが……普ふ段だんの様子を見てたらそうは思えませんよね。頭取さん、可か哀わい想そうになってくるほど評価が低いです。

「…………にしても、亮りよう士しのやつなにやってんだ？　ここ数日顔出さねーけど」

　と、そこで、今思いついた～なんて小芝しば居いをしつつ、おおかみさんは疑問を口にする。

　そう、ここ数日……猫ねこさんに遭そう遇ぐうしたと相談された日から、亮士くんは顔を見せていない。おおかみさんにメロメロな亮士くんだから、あり得ないことなのだ。夏休みでも、おおかみさんの顔を見るために毎日学校に通ってたほどだし。

　というわけで、おおかみさんが『たまたま気になっただけで別に亮士のことが気になってるんじゃないからな！』なんて雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら小芝居をすることになったのだ。

「まあ、男の子には色々あるんですのよ？　連れん絡らくも来てるし問題ないですの」

　そんなおおかみさんに気づかないふりをして、りんごさんはさらっと流す。でも、口元がにまにましてますが。

「りんごお前…………亮士が顔を出さねー理由知ってんのか？」

　そこで話に乗ってこず、さらっと流したりんごさんを不ふ審しんに思ったのか、おおかみさんは聞いた。

　でも、そこはおおかみさんについては百ひやく戦せん錬れん磨まのりんごさん。質問を質問で返した。

「ん[image: ～][image: ～]涼りよう子こちゃん気になるんですの？」

「そっそんなわけねーよ!!　なんでオレがあいつのこと気にしねーといけねーんだよ!!」

　……おおかみさん、実にツンデレです。そして、見事煙けむに巻まかれてます。

　りんごさんは、一応亮りよう士しくんから話を聞いて、なにをしているのか知ってますが、事が事だけにおおかみさんには内ない緒しよなのです。

　とまあ、そんな感じでだべっていたら、ノックの音が聞こえてきた。

「どうぞですのー」

「あの……すいません」

　りんごさんの声に扉とびらを開いたのは、顔が真っ青で思いっきりなにか問題を抱かかえて困ってますといった様子の少女だった。

「……今日は依い頼らい人が多い日ですのね」

「まったくだ」

　そんな依頼人の姿にりんごさんとおおかみさんは顔を見合わせたあと、少女にソファに座るよう勧すすめた。

「…………それで、本日はどのようなご用件で？　その制服はアンデルセン女学院のものだと思いますけど」

「はい……ですが、その前に一つお聞きしたいことが……」

　少女はおどおどとした態度で、おおかみさんたちと目も合わせようとしない。長い黒くろ髪かみを後ろで束ねた、地味という言葉がぴったりの少女。しかし、制服の胸を盛り上げているふくらみは、地味ってレベルじゃねーぞという大きさですが。

　スタイル以外は実に地味なその少女は、そんな地味な雰ふん囲い気きからは予想もできない名前を口に出した。

「……羊ひつじ飼かい士し狼ろうという男をご存じですか？」

「……羊飼……士狼だと？」

　出てきた名前におおかみさんの顔が怒いかりと恐きよう怖ふをない交ぜにしたような表情で固まった。

「……その様子だと……やはり彼を知っているんですね」

　そのおおかみさんの劇的な反応に、少女は顔を上げて言った。

「私の名前は信しの田だ葛くず葉は、羊飼士狼の女の一人です」




　おおかみさんとりんごさんが羊飼の名前を出す謎なぞの少女と対面していた頃ころ……

「ぐっはぁ」

　おおかみさんとりんごさんの話にも出てきていた亮士くんは、景気よく吹ふっ飛んでいた。

　かっこよくズサーと地面をすべり、亮士くんは動かなくなる。そのまま特とく撮さつで戦せん闘とう員をできそうなほど見事なやられっぷりです。

「おい、さっさと立ちやがれ」

　そんな亮りよう士しくんを蹴けって飛ばしたのは猫ねこさんだった。

　亮士くんは降りかかってくる猫さんの声に、痛む身体からだをゆっくり起こしながら、自分が宙を舞まうことになった原因──数日前の出来事を思い出していた。




「また会ったな、悩なやめる少年よ!!」

「…………また会ったっスね」

　初遭そう遇ぐうの翌日、亮士くんはまたまた猫さんと遭遇していました。

「相変わらずしけた顔してんな！」

「えっ、いや……」

「やっぱり、悩んでるんだろ！　悩んでるんだな！　よし、オレ様がその悩みを解決してやろうじゃないか!!」

　相変わらずテンションが高くて人の話を聞かない猫さん。

　とりあえず亮士くんは、またまたついでにまた逃にげ出そうとしたんですが……回り込まれてしまった。というか腕うでをつかまれた。

「まあ、これもなにかの縁えんだ！　そう、袖そで振ふり合うも多た生しようの縁というだろう!!　というわけで、お兄さんに悩みを話して楽になりなさい」

「えっちょっ……ひぃいいぃいぃ、見ないで～というか触さわらないで[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　亮士くんは他人に触られて発ほつ作さを起こす。相変わらずヘタレです。




　────で、猫さんが発作で錯さく乱らんする亮士くんを引っ張ってきたのは、校内にある自販機やベンチが置いてある休きゆう憩けいスペースだった。

「落ち着いたか？」

「…………どうにか」

　ようやく落ち着いてきた亮士くんに猫さんが缶かんジュースを投げて渡わたした。

「オレ様の奢おごりだ、まあ飲め」

　なんというか…………言動が実にアニキです。オレ様キャラです。見た目はショタでやんちゃ系の美少年ですが。

「……いただくっス」

　なにやら拒きよ否ひできる空気じゃないので、亮士くんは素す直なおに受け取る。

「よっこらせ」

　ジュースを渡した猫さんは、ベンチに座った亮士くんの隣となりに座る。もちろん亮士くんから少しでも離はなれるために座っているのはベンチの端はしっこです。だいぶ亮士くんの扱あつかい方がわかってきたようですね。

　あと、足を組んだりして誰だれかを彷ほう彿ふつとさせるほど態度がでかいです。誰とは言いませんが、おおかみさんとか。

「ふー、うめぇ。夏休みも終わりだってーのに、まだまだ暑いからなぁ」

　亮りよう士しくんの隣となりで猫ねこさんもジュースを飲み始め、しばらく無言の時が過ぎたあと、猫さんが口を開いた。

「……で、悩なやめる少年よ。話くらいは聞いてやんぞ？」

　やっぱり相談に乗ろうというか相談の押し売りをする猫さんに、亮士くんは聞いた。

「…………なんでそんなにおれのことをかまうんスか？」

「そうだな、趣しゆ味みってこともあるが…………それ以上に、お前のことを気に入った!!　って感じだな」

「気に入った？」

　亮士くんは不思議といった表情で猫さんのほうを見る。

「昨日名前を聞いただろ？　だからお前のことをちょっと調べてみたんだが……いやまあ、出るわ出るわ。対人恐きよう怖ふ症しようで他人と目を合わせることができないヘタレで……」

「……うぐ」

「そのくせに、あの大おお神かみを口説き続けて……」

　と、そこで亮士くんが割り込む。

「涼りよう子こさんのこと知ってるんスか？」

　おおかみさんの名前出ましたしね。

「大神はそれなりに有名だからな、昔から。で、お前の話だが……お前、あの白はく馬ば相手に大立ち回りして大神を助けたらしーな」

「いや、大立ち回りというほどでは……」

　恥はずかしそうに頭をかく亮士くん。

　そう、亮士くんはそのヘタレさに似合わず、攫さらわれたおおかみさんを助け出しちゃったりしたことがあったのです。いつもはヘタレですが、時々はかっこいいのです。そしてあのときの自分はちょっぴりかっこよかったと思ってるので、照れはしても否定はしないのです。

「いいな、女を見捨てるような男は生きる価値がない。逆に言えば、女を護まもろうとする男はいい男だ。というわけで……悩みがあるならオレ様に相談しろ。人助けは趣味だが、助けるならやっぱり気に入ったやつの手助けをしたいからな」

「はぁ、……そういうことなら、わかったっス」

　意志が堅かたそうな猫さんに、こうなったらもう相談するしかないなと亮士くんはうなずき、猫さんはその顔を輝かがやかせる。

「おうよ！」

　まあ、了りよう承しようしないと、また助けさせろとやって来るのが目に見えてますしね。

「……それで悩なやみ事ごとっスけどね……どうも涼りよう子こさんの気持ちがわからなくて悩んでるんス」

「ほうほう」

「いや、一回見事に玉ぎよく砕さいしてるんで、恋愛対象になってないというか、なってなかったのはわかってるンスよ。ただ仲間になることは許してもらったんで、嫌きらわれてはないとは思うし、それなりに認められてるとは思うんっスけど…………どうも仲間としか思われてないんじゃないかと」

「ふぅん、どんな感じでアプローチしてんだ？」

「そうっスね。たとえば……」

　と、亮りよう士しくんはかくかくしかじかと日ひ頃ごろの自分の行動を話し出したのだが、

「…………なんというか…………直球すぎだろう」

　という猫ねこさんのあきれ混じりの言葉が返ってきた。亮士くんは実は恥はずかしい言動が多いですからね。良く言えばまっすぐ、悪く言えば馬ば鹿か正直な亮士くんです。

「……そうなんスかね？」

「そうだろ。いや、オレ様は嫌いじゃないが……押してるだけじゃあ女は落ちんだろ」

「なんというか……こういうことは初めてなんで、どうしたらいいかわかんないんスよね」

　そこで、猫さんはびっくりしたように大きな瞳ひとみをさらに見開く。

「おいおい、初恋なのか!?」

「……そうっス。田舎いなかに住んでて周りは年寄りばかりで、恋愛対象になるような年頃の女の子なんていなかったっスし」

「……それはまた難なん儀ぎだな」

　ちなみに亮士くんも初恋までいかないですが、あこがれというものを抱いだいたことはあったんです。相手は何年かに一度くらい、ひょっこり帰ってくる亮士くんの叔母おばに当たる雪ゆき女めさん。ただ……雪女さんはまあ実にアレな人なので、その想おもいは木こっ端ぱみじんに砕くだかれたりしました。アレさという理由以外に、もうお相手いましたし。

「誰だれかに相談はしたのか？　というか、相談できるような相手はいるのか？　こういうのを女に相談するのは気恥ずかしいだろうから、同性の友人とか」

　男で相談できそうなほど仲の良い相手……亮士くんはその姿を思い浮かべる。

　亮士くんと比ひ較かく的仲の良いと思われる男一人目、頭とう取どりさん。…………激しく頼たよりにならなそうだ。実際はそうでもないのだが、普ふ段だんの態度から亮士くんは頼りない人と思ってしまっている。

　亮士くんと比較的仲の良いと思われる男二人目、浦うら島しまさん。なんというか……女の扱あつかいは上手うまそうなのだが、この人に相談したら絶対おかしなことになるというのは、さすがの亮士くんでもわかる。

　あとは、最近親交を深めつつあるフェチの皆みなさんだが……なんというか、あの人たちにこういうことで相談をするのは、亮りよう士しくん的に激しく間ま違ちがっている気がしてならない。ただでさえ、おおかみさんへの想おもいをネットに書きなぐってしばかれたばかりなのに。

「いないっス」

　というわけで亮士くんはきっぱりと断言しました。全く信用してないなんて、実に友達がいがありません……気持ちはわかりますが。

「なるほど、女慣れしてないわ、相談相手もいないわで悩なやんでたわけか」

　御お伽とぎ銀行には女の子が多いですし、全く慣れてないことはないのだが、亮士くんの側そばには普ふ通つうの女の子がいないのでなんの参考にもならない。

　おおかみさんはあんなですが、実は普通の女の子の反応をします。ある意味、御伽銀行の中で一番普通の女の子って感じなのがおおかみさんだったりします。クールビューティアリスさんに、天然メイドおつうさん。腐くされロリりんごさんに、最高傑けつ作さく乙おと姫ひめさんに、実に紙一重な魔ま女じよさん。

　噓うその毛皮さえ脱ぬげば、おおかみさんが一番乙女おとめなのです。ちなみに次点は僅きん差さでアリスさん。その他の人たちはまぁ推おして知るべしって感じですか。

「そうっすね、こういうことを相談しようとなるとどうにも……」

　亮士くんはりんごさんにとも考えました。でも、今までの経験から色々愉ゆ快かいな感じにかき回されそうなので、やめておきました。りんごさんがおおかみさんのことを大事に思っているのは疑いようのない事実ですが、それ故ゆえにおおかみさんの素す敵てきなリアクションを見るために、おかしな策を立てるんですよ、あの人。

　それ以外にも、今まで色々りんごさんの世話になってきたし、なにからなにまでお任せ状態だと、男としてのメンツが立たないという理由もあります。亮士くんとしては、こればかりは自分でどうにかしたいのです。

　ただ……そのへんの微び妙みような男心もりんごさんには見抜ぬかれているらしく、にもにもと嫌いやな笑え顔がおで見られてますが。

「そうか。…………それで、気になっていることがあるんだが」

「なんスか？」

「なんでお前はそんなに、自信がなさそうなんだ？　惚ほれた女を助けた、それは十分自信になることだろ？　その自信なさげな行動さえどうにかすれば、お前はいい男だし大おお神かみも落ちそうな気がするんだが」

「それは……」

　というわけで、亮士くんは自分のダメ体質をぽつぽつとカミングアウトし始める。

「うちの田舎いなかってすごい田舎だったんスよ。同年代の子供もいないし、ずっと犬たちと一いつ緒しよに森の中とかで遊んでたんスけど……そしたら、ほかの動物の気配を感じたり、危険を感じたりする感覚が知らぬ間に磨みがかれてたらしいんスよ」

「ふーん、でもそりゃいいことじゃねえか？」

「……そうでもないんスよ。みんな顔見知りなんて世界で育ったんで、知らない人の気配を感じると、身体からだが危険だと勝手に反応しちゃうんスよね。防衛本能ってやつっスか？」

「…………そりゃ難なん儀ぎだな」

「他人のいないところに逃にげれば問題ないんスけど、逃げたら涼りよう子こさんと一いつ緒しよにいられないっスよね。だから無理に耐たえようとしてるんスけど……そうしたら、なんかびくびくしちゃうんスよね。不安でおかしくなっちゃって、頭の中までヘタれちゃうっスし」

「普ふ通つうの人間が凶きよう器き突つきつけられたら、なんか落ち着かなくなる感じか」

「だいたいそんな感じっス」

　ほとんどの人は包丁を自分に向けられたりしたら不安な気持ちになると思いますが、亮りよう士しくんは周りに人がいるだけでそんな不安を感じてしまうらしいです。

「特に睨にらまれるのが駄だ目めっスね、なんか狙ねらわれてるって感じがして逃げたくなるんスよ。でも、今は涼子さんの側そばにいるために逃げないと決めているっスから、逃げたい！　という本能と逃げたくない！　という自分の思いがぶつかって身体が動かなくなるんスよ。しかも限度を超こえるとなんか錯さく乱らんしちゃうっスし。まあ、怒おこるとかして周囲の視線が気にならなくなってる状じよう況きようなら動けるんスけどね」

「……なら、相手のことを危険だと判断した場合にヘタれるんだろ？　なら仲良くなれば問題ないんじゃないか？」

「それは、そうなんっスけど……おれは同年代がいないところで過ごしたって言ったっスよね？」

「ああ」

「なんかそのせいで、同年代の人がなに考えてるんだかマジわかんないんスよ」

「…………要するに、お前にとって同年代は宇宙人みたいなもんで、ちょっと仲良くなったくらいじゃなに考えてるんだかわからないから、危険かどうかもわからない。だから、防衛本能が働いてヘタれるというわけか」

「そうっス。なら一人でいればなんの問題もないだろうと思うかもしれないっスけど……おれは涼子さんのことを好きになっちゃったんスよね。それで、がんばってる涼子さんを支えたり護まもったりしたいと思っちゃったんスよ。だから涼子さんの側にいたいんスよ。…………まあ、ヘタれるせいで普段は全く役に立ってないんスけどね」

　そう言って苦笑する亮士くんに、猫ねこさんは言う。

「……そしていつかは恋人同士にってことか」

「…………そうなれるといいんスけどね」

「なるほど……」

　うなずいたあと、猫さんはぽりぽりと頭をかく。

「どうしようもないな。認にん識しきされるとヘタれるのに、認識されないと恋は実らない。あっちを立てればこちらが立たず……ほんと、難なん儀ぎなことだ」

「申し訳ないっス」

　亮りよう士しくんはあまりの情けなさに思わず謝あやまってしまう。でもまあ、たしかに情けないです。

「…………だが、その体質さえ直ればすべての問題は解決するな。その変な体質をどうにかすれば自分に自信が持てるだろうし」

「えーとまあ、たぶん今よりかはマシになるかなと思うっス」

　ヘタれなくなれば、おおかみさんの前でもいつもかっこいい亮士くんでいられるので自信もつくでしょうし、おおかみさんゲットの確率が大おお幅はばに上がるでしょう。

「…………ふむ」

　猫ねこさんはそこで少し考えたあと、空になったジュースの缶かんをゴミ箱に放ほうり投げ、にやりと笑って男らしく言った。

「ならオレ様についてこい、オレ様がお前を立派な漢おとこの中の漢にしてやろうじゃにゃいか!!」

「…………」

「…………」

「じゃないか!!」

　でも、いいところで嚙かんだ。




　そうして、亮士くんは猫さんにつれられ校内を歩くことになった。

「きゃー、猫さ～ん」

「おー、気をつけて帰れよ」

「猫さん、この間はありがとうございましたっ!!」

「おう、お前もまたなんかあったら言えよ」

「猫さ～んあたしと付き合わない？」

「おいおい、せっかく悪い男と別れられたっつーのに、オレ様みたいな男に引っかかろうとすんなよ。お前ならもっといい男と付き合えるはずだろ？」

　猫さんが歩くと周囲から巻き起こる黄色い声に、亮士くんは驚おどろきと感心で目を丸くしていた。

　見た目は何度も言うようにチビで童顔な紅こう顔がんの美少年ですので、頼たよられているというよりはおもしろがってかわいがられているように見えてきてしまう。だが、それはただそう見えるだけで、周囲からかけられる声には頼りにしてるオーラがバリバリ感じられた。やや女性が多いにしても、声をかける男も少なくなく、男にも女にも慕したわれる男、猫さん。

　すごく……アニキって感じです。

　そんな猫さんを見て亮士くんは御お伽とぎ学園はやっぱり広いなぁと思う。なぜならこれだけの人気者を知らなかったのだから。

　ただ、この場合は御お伽とぎ学園の広さや生徒数の多さというよりは、亮りよう士しくんの交友関係の狭せまさが原因でしょう。亮士くんはおおかみさん一筋って感じですからね。

「大人気っスね」

　猫ねこさんに話しかける亮士くんの表情は期待にあふれている。なぜなら、これだけ大人気だということは、たくさんの人を助けたということで……猫さんにはそれだけの力があることになる。ならば、もしかしたら自分の変な体質も直せるかもしれないと期待がふくらむのも無理はないかもしれない。

「そうでもねーよ」

　しかし、亮士くんの言葉に気のない声で、猫さんは一言だけ返す。

　これは……謙けん遜そんなのか？　……と、亮士くんは猫さんの態度にかすかに違い和わ感を覚える。そんな亮士くんの様子に気づいたのか、猫さんはニカッと笑って亮士くんに言った。

「で、だ」

「はいっス？」

「要するに、お前が視線や人の気配でヘタれなくなれば問題なくなるということだな」

「はぁ、まあそういうことっスね……」

「なら方法はただ一つ」

　猫さんはにやりと笑った。

「修しゆ行ぎようだ!!」

「………………………………………………は？」

　頼たよりになるところも見せられ、さんざん期待をさせたあげくに出てきた言葉は修行。その古くさい言葉に思わずあほ面づらさらした亮士くんですが、そんな亮士くんを責められる人は誰だれもいないでしょう。

「だから修行だよ!!　いやー、燃えるな!!　男はやっぱこうじゃないとな!!」

「…………………………」

　頼る相手を間ま違ちがったかも？　亮士くんはそんな後こう悔かい先に立たずなことを考えながら、猫さんにドナドナつれられていった。




　テンションマジ高い猫さんとテンションだだ下がりな亮士くんの二人がやって来たのは、マンモス校御伽学園にいくつも建っている校舎の内の一つ……の裏。つまり校舎裏だった。

　その人気のない空間で、猫さんは亮士くんに言った。

「よし、じゃあ準備運動をしろ」

　猫さんの言動からそこはかとなく感じられる嫌いやな予感に、亮士くんは聞き返す。

「…………なんでっスか？」

「ん？　ああ、大おお怪け我がしたらまずいからな」

　亮りよう士しくんの言葉になんでもないかのようにさらっと答えながら、猫ねこさんは自分もぴょんぴょん跳はねて準備運動らしきものを始める。

　亮士くんの感じていた嫌いやな予感がもう確信に変わる。しかし往おう生じよう際ぎわの悪いヘタレな亮士くんは今さらながらに何か言おうとするが、

「…………あの」

「日本にはこういうすばらしい言葉がある」

　猫さんは聞く耳持ちません。

「……習うより慣れろ」

　そして猫さんはにやりと笑うと、

「ヘタれたままだと痛いぞ」

　いきなり蹴けりを放った。猫さんの身長は低いにもかかわらず、その蹴りは亮士くんのあごに届く。猫さんの身体からだはものすごく柔やわらかいのだ。

「うわっ」

　その蹴りを、亮士くんは上半身を後ろにそらすことでどうにかかわす。相変わらず目と反射神経はいいです。

「なにす……」

　その不意打ちに亮士くんは抗こう議ぎしようとするが、猫さんのつり上がり気味の大きな瞳ひとみに思いきり睨にらまれ身体が硬こう直ちよくする。

　次の瞬しゆん間かん、亮士くんのあご先に再び足が現れていた。

「なるほど、見られてなけりゃあヘタれたままでもどうにか動けるみたいだが、睨まれると固まる。こりゃまずい、喧けん嘩かをするときゃ、相手を睨むもんだからな…………というわけで、さっさと構えろ、本番行くぞ」

　猫さんは寸止め状態だった足を下ろし、亮士くんの前で偉えらそうに腕うでを組みながら言う。そんな猫さんに亮士くんは言う。

「いや、わけわかんないっス。なんでそうなるんっスか？　おれはこの体質をどうにかしたいだけで……」

「わけがわからないことはないだろう。視線に慣れさせてやろうとしてんだから。お前、オレ様に睨まれて固まったみたいに、視線が怖こわいんだろ？　だから、視線で固まったら、痛い思いをするという状じよう況きようで、無理矢理視線を克こく服ふくさせてやろうというわけだ。今のは寸止めだったが、今度は当てるぞ」

「えっええ？　マジっスか？」

　猫さんがいて精神的にヘタれているので、亮士くんは思いっきり腰こしが引けています。今にも逃にげ出しそうです。実にだめだめです。

　が、そんな亮士くんに猫さんは不敵な笑えみを消し、真面目まじめな顔をして言った。

「……お前の気持ちはそんなものか？」

「え？」

「お前は…………大おお神かみを護まもるんじゃなかったのか？　今のままで大神を護れると思ってんのか？　他人の視線が怖こわい？　そりゃただお前が弱いだけだ。人間は足あし下もとをアリが歩いていても危険を感じない。当たり前だ、アリは弱いからな。……つまりだ、お前が他人を気にしないほど……誰だれよりも強くなれば、誰が側そばにいようとヘタれることはない。誰がかかってこようとおおかみを護ることができるだろう……オレ様は何か間ま違ちがったことを言っているか？」

　その問いに目を見開いたあと……亮りよう士しくんの顔が怒いかりと羞しゆう恥ちで歪ゆがんだ。

　護れるようになりたいという自分の想おもいを猫ねこさんに話したばかりだというのに、言ったそばからヘタれて情けないことを言っている。

　そう、涼りよう子こさんを護るためには力がいるのだ。

　握にぎりしめられる亮士くんの拳こぶしを見て、猫さんは不ふ敵てきな笑えみを浮かべる。

「……で、どうする？　やるかやらないか。……お前は大神を護れる力を手に入れたくはないのか…………ってまあ、聞くまでもないか？」

　猫さんの目の前にはファイティングポーズを取る亮士くんの姿があった。ヘタれた表情が少しだけ凜り々りしくなっている。猫さんがいるので、ほんの少しだけではあるが。

「よし、それでこそ男だ。主人公がヒロインを護るために修しゆ行ぎようでパワーアップするのはお約束だからな」

　満足げにうなずいたあと、猫さんは亮士くんに聞いた。

「……お前は格かく闘とう技ぎ経験はあるのか？」

「ないっス」

「それにしちゃあ、なかなか様になってるが？」

「見よう見真似まねっスよ」

「なるほど、大神か……」

　そんな亮士くんに猫さんはかすかに笑顔を浮かべる。

「じゃあ行くぞ！」

「よろしくお願いするっス!!」

　亮士くんは威い勢せいよく叫さけび、

「ぐはぁ」

　いきなり吹ふっ飛んだ。

　もちろん睨にらまれ硬こう直ちよくしたところを猫さんに蹴けっ飛ばされたのだ。

「言い忘れてたが、オレ様のブーツは鉄が仕込んであるから当たると痛いぞ？　手加減するから死なんとは思うが」

「そっそれは、……最初に言って……おいてくださいっス」

「痛くないと修しゆ行ぎようにならんだろうが」




　────と、ここまでが三日前の出来事。

　こういうことがあって、亮りよう士しくんは連日吹ふっ飛ばされ続けているわけです。

「えーと、これで…………何回目だ？」

「…………覚えてないっス」

「ま、いいか。次いくぞ」

「………………………いや、よくないっスよ」

　すごく前ぜん途と多難な感じがしてますね。

　というか、ホントに役に立つんでしょうかね、この修行。だって亮士くんがぼこぼこになって空飛んでるだけなんですけど……

「ぐはぁっ!!」

　………………いやいや、効果があるかないかなんてどうでもいいんですよ！　がんばることには意義があるんですよ!!　お偉えらいさんはそれがわかってないんですよ!!　ええそうですとも!!　……皆みなさんもそうは思いませんか？




　亮士くんが宙を舞まってた同時刻、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会通つう称しよう御伽銀行地上支店では、出てきた宿敵の名前に、おおかみさんが一いつ瞬しゆんで剣けん吞のんな雰ふん囲い気きになっていた。

　そんなおおかみさんに代わりりんごさんは聞いた。

「たしかに私たちは彼を知っていますの。それが依い頼らいにどう繫つながるんですの？」

「……私はあの男にあなたたちをある場所に誘さそい出すよう言われてきました。……あなたたちというか大おお神かみさんをですが。誘い出す目的は……言わなくてもわかるでしょう」

　その言葉に、おおかみさんの顔色が変わる。だが、りんごさんはあくまでもクールに話を続ける。

「…………それを言っちゃっていいんですの？　そう言われてついていく馬ば鹿かはいないと思いますけど」

「いいんです。最初はともかく、今はただ恐きよう怖ふと力で支配されているだけですから」

「最初はともかく……ですの？」

「…………大神さんも経験したことがあるのではないですか？　虫も殺さないような顔で近づいてきて、優やさしい言葉で信しん頼らいさせる。……私は愚おろかにも騙だまされてしまったんです。そして、本性を知ったときには手て遅おくれで……」

　話を聞きながら、どんどんおおかみさんの機き嫌げんが悪くなっていく。握にぎりしめすぎた拳こぶしが真っ白になっている。

「……もういいですの」

　過か剰じように反応しているおおかみさんに、りんごさんは質問を失敗しましたの～と思う。

「今回、私がこうしてあなたたちを誘さそい出す役として選ばれたのは、真に信用できるか試ためされているんです。ダメなら……切ればいい。その場合、私は酷ひどい目に遭あわされるでしょう。恐きよう怖ふで口くち封ふうじ……私が知っている彼にとってまずい事こと柄がらを、他人にばらされないようにしないといけませんしね」

　少女は怯おびえの表情を浮かべる。

「ちゃんと大おお神かみさんを誘い出したなら、それはそれで問題がなくなります。私はその時点であの男の共犯者ですから……」

「共犯者になれば、それなりに信用できるということですのね」

「……けっ、あのクソ野や郎ろうの考えそうなことだ!!」

　おおかみさんが、ものすごく危険な目つきで言った。もう、沸ふつ点てん突とつ破ぱしてます。

　そんなおおかみさんを内心で気き遣づかいつつ、りんごさんは聞いた。

「……ばらせば酷い目に遭わされる。あなたがそれをわかっていながら、企たくらみをばらしたというのは……」

「はい、私はあの男から逃にげる決心をしました。本日は誘い出しに来たのではなく……依い頼らいに来ました。あなたたちの活動は知っています。どうか私を逃がしてください」

　そこで、少女は深々と頭を下げる。

「逃がす……ですの？」

「御お伽とぎ花ばな駅えきまで行ければかまいません。家具などの大物は知り合いにもらってもらうことにしましたし、必要な物はすでに引ひっ越こし先に送ってます。転校の手続きその他諸もろ々もろも終わっていて、あとは夏休みが終わる前に逃げられれば問題なしだったのですが……」

「……逃げられなかったわけですのね」

「はい」

「今まで逃げ出せなかった理由は？　深夜に逃げ出すとかできそうなものだと思いますけど」

「見張りがつけられてました。今もついていますから、あなたたち二人を連れて出ないと、裏切ったと見なされるでしょうね」

「……そこまですんのか、あの屑くずは」

「するんです。手下はたくさんいますし」

「そうか……大変だったな」

「……はい」

　被ひ害がい者同士、少女とおおかみさんは共感し合っています。

「……となれば、とりあえず私たちは誘さそい出されたふりをして、途と中ちゆうで見張りを撒まいて、そのまま駅に直行って感じですの？　個人的には、貸しを使って誰だれかに車を出してもらうとかしたいんですけど……」

　そこで、りんごさんはおおかみさんを窺うかがいますが、

「りんご、これはオレがやりたい。あのクソ野や郎ろうにぎゃふんと言わせてやる!!」

　おおかみさんは指なんかバキボキ鳴らしてやる気満々になっていた。そんなおおかみさんにりんごさんは頭を抱かかえる。

「……あちゃ～、涼りよう子こちゃんってば完全に頭に血が上のぼっちゃってますの」

「それに、歩いてここを出て大おお神かみさんを連れていないと、あっという間に裏切ったという連れん絡らくが行くかもしれません」

　そして、少女のこの言葉でおおかみさんの護衛が決定してしまった。

「……わかりましたの。じゃあ、森もり野の君を呼び出しますの。彼なら誰だれにも気づかれず、ついていけると思いますし」

　仕方なしにりんごさんがそう言うが、

「これは、オレの問題だ!!　あいつは関係ない!!」

　頭に血が上りきってるおおかみさんは聞く耳持ちません。というか、おおかみさんの問題じゃないんですが……これを言っても聞かないでしょうね。おおかみさんは怒いかりと憎にくしみで視野狭きよう窄さくを起こしてます。

「……はぁ、わかりましたの」

　そんなおおかみさんにりんごさんは仕方なくうなずく。困りましたの……なんて心の声が聞こえてくるようです。

「じゃ、アリスさんに連れん絡らく入れておきましょうですの。涼子ちゃんは今のうちに準備してきてくださいの。ねこねこナックルは持っていかないと。さすがに完全武装は目立ちすぎますから無理ですけど、防ぼう刃じんベストくらいは下に着けててくださいの」

「わかった」

　おおかみさんはそう言って、鼻息荒あらく準備のために地下への入り口がある給湯室へ入っていった。

「信しの田ださんは少し待っていてくださいの」

「はい」

　おおかみさんが消えたのを見届けてから、りんごさんはアリスさんに内線電話をかけた。

『はい、なんでしょう』

「あ、アリス先せん輩ぱい」

『赤あか井いさん、どうしたんですか？』

「またまたお客さんが来ちゃいましたの。でもってちょっと上空けますので、あとをお願いできますの？」

『……今日は千客万来ですね』

「まったくですの」

『それで、どのような依い頼らいですか？』

「それはですの……」

　アリスさんに聞かれ、りんごさんは依頼の内容を説明をする。

『それは……危険がありますね。二人で出るのですか？　応おう援えんは必要ではないですか？』

「涼りよう子こちゃんが意固地になっちゃってまして……自分だけでいいって言ってますのよ」

『……はぁ、困った人ですね。仕方ないかもしれませんが』

「乙おと姫ひめさんからは、浦うら島しまさんの浮うわ気きを追つい跡せき中で今日は出れないと連れん絡らくが入りましたの。というわけで、絶賛浮気中の浦島さんと追跡中の乙姫さんは今日は無理だと思いますの」

『はあ』

　電話口からアリスさんのあきれたような声が聞こえた。

「森もり野の君は、ここ最近やることがあると言って顔を出してませんけど、用があれば呼んでくださいっスとか言ってましたので、涼子ちゃんに黙だまって呼ぶつもりですの」

『ですが、やはり危険があるのでは？』

「見張りを撒まいたあとは、誰だれにも気づかれるつもりはありませんのよ。うちはこの街の地理は熟じゆく知ちしてますし」

『なるほど……それなら、大だい丈じよう夫ぶかもしれません。ですが、気をつけてください。くれぐれも無理をせず、なにかあれば助けを呼ぶように』

「了りよう解かいですの。じゃあそういうことで、あとはお願いしますの～」

　そして、次にりんごさんはおおかみさんに秘密で亮りよう士しくんに電話をかけた。




　場面が戻もどって亮士くんですが……またまた地面の上で大の字にぶっ倒たおれていました。

「おい、亮士」

「…………」

「いつまで寝ねてるつもりだ？」

「…………うっ」

　肌はだが見える部分にいくつも見える青あお痣あざ、連日蹴けられまくりの亮士くんはボロボロだ。

　猫ねこさんの口車に乗せられて始まったこの修しゆ行ぎよう。しかし、最終的に亮士くんは自分で決めた。おおかみさんのため……おおかみさんのことを護まもりたいという自分の願望のために、他人の強い視線で硬こう直ちよくを起こすという駄だ目めな体質を、荒あら療りよう治じで克こく服ふくしようと決めたのだ。

　だが、その決意とは裏腹に全く進歩は見られない。

　亮士くんは唸うなりながらも身体からだを起こそうとし、猫さんの強い視線に身体が硬直する。

「全く駄目だな。…………お前はそれで大おお神かみを護れるつもりか？」

「……くっ」

　亮士くんは悔くやしそうに顔を歪ゆがめるが、猫さんの視線に縫ぬいつけられたかのように身体は動かない。

　猫ねこさんはそんな亮りよう士しくんの目を真っ正面から見たままで言った。

「…………オレ様はお前のことを心底尊敬している」

「こっこんな……睨にらみつけられただけで……ヘタれて動けなくなるような男をっスか？」

　亮士くんは絞しぼり出すようにどうにかそれだけを言う。いつもの発ほつ作さだけは男のプライドにかけて抑おさえてるが、できたのはそこまでで……亮士くんは自分が情けなくて仕方がない。

　しかし、そんな亮士くんに猫さんは言う。

「ああ、そんなお前をだ」

　そこで猫さんは亮士くんから視線を外す。すると、亮士くんのこわばっていた身体からだから力が抜ぬける。

「話は変わるが……ある男が不良に絡からまれてたとしよう。そうしたら、年下の女の子が自分と不良の間に割り込んで助けてくれた。しかし、年ねん齢れい性別の差はいかんともしがたく、案あんの定じよう女の子は不良たちに殴なぐられ始めた。…………にもかかわらず自分の代わりに殴られてる女の子を見捨てて逃にげるような男をどう思う？」

「…………最低っスね」

　亮士くんが顔をしかめてそう答え、猫さんが苦笑する。

「そう、その通り。まさしく人間の屑くずだな。女を見捨てて逃げる男は間ま違ちがいなく屑。そこらに落ちてる空あき缶かんのほうがリサイクルできるし、まだ役に立つんじゃねぇか？　なんかもう生きる価値すら感じられねぇな。酸素を無む駄だに消費する肉のかたまり、食物連れん鎖さの最下層に位置してただ食われるのがお似合いな屑だ」

　散々に悪態をついたあと、猫さんは口調も変えずにさらっと言った。

「……で、その人間の屑が、今お前の目の前にいるわけだ」

　猫さんはそう言うが、目の前といっても亮士くんの前には猫さんしかいない。

「…………え？」

　亮士くんの視線の先には相変わらず苦笑している猫さんしかいない。いや先ほどから浮かべているこれは苦笑ではなく……。

「そう、その屑はオレ様のことだ。三年前のあの日オレ様は女の子を見捨てて逃げた。逃げて逃げてひたすら逃げて……そして自分に心から絶望した。そのオレ様が見捨てた女の子が……大おお神かみだよ」

　亮士くんにはその話に聞き覚えがあった。

　そうあれは……たしかりんごさんから昔の話を聞いたとき。りんごさんから聞いたおおかみさんとりんごさんの出会いの話で、そんな話が出てきたはずだ。

　中学一年の頃ころ、人を寄せつけない雰ふん囲い気きをまとったおおかみさんと出会ったりんごさんは、どうにかおおかみさんの心を開こうとしたが、おおかみさんは簡単には心を開かなかった。そんなときにおおかみさんが無茶をして、ぼこぼこに殴なぐられて、りんごさんの機転で助かったあとに、お互たがいの心の内をさらけ出し、心を通い合わせることができた……という話（３巻参照）。

　りんごさんが、まるで宝物を見せるかのように大切に話してくれたその話に、おおかみさんを見捨てて逃にげる少年が出てきたはずだ。

　そしてそれならば、りんごさんが猫ねこさんのことを受け入れられない理由もわかる。嫌きらいな理由にたどり着けていないのは、猫さんがあまりにも変わってしまったからだろう。

　……あのときの少年と気づいてないのに嫌いだと思えるりんごさん、すごいです。本能レベルでおおかみさんに危害を加えた相手を見分けてるんでしょうか。

　それはともかく、本人にそう言われても、思い当たることがあってもすぐに信じられるわけもなく、亮りよう士しくんは目を丸くして猫さんをただただ見つめる。今、亮士くんがぶっ倒たおれているのは、猫さんにぼこぼこにされたからで、その猫さんの動きは鍛きたえ上げられたものだった。猫さんの小こ柄がらな身体からだは筋肉で包まれていて、生なま半はん可かな鍛え方ではこうはなれないだろう。

　そう、猫さんは強いのだ。それが……そんな猫さんがおおかみさんを見捨てて逃げた？

　亮士くんは信じられず聞いた。

「マジっ……スか？」

「マジだ。ふん、なんかもう反吐へどが出るほど最悪最低なんだがな。もちろんそれはオレ様も理解してて、逃げ出したあとこんな屑くずは死んだほうがましだと、衝しよう動どう的にビルの屋上に上がったりもした。だが、屑で生きる価値がないにもかかわらず、オレ様は無様にも死ぬことができなかった。まあ、屑だけあってオレ様には死ぬ勇気すらないわけだ……生きてても仕方ないのにな。そのあと、オレ様は家に帰って一週間ほど引きこもった」

　亮士くんのほうを見ず、猫さんは静かに自分の過去を語る。

「なにをしてたか？　ただただ、ベッドの上で飲まず食わずで膝ひざを抱かかえて考えていた。生きる価値がないのに、死ぬ勇気すらないオレ様はどうすればいいか。

　そう考えていたら、不意にオレ様を護まもろうとしていた大おお神かみの小さな背中が頭に浮かんでな。オレ様は大神の様子を見に行った。そして赤毛の子と笑い合う、大神を見た。顔に痣あざ作って、絆ばん創そう膏こうだらけの大神をな……大神はあんな小さな女の子なのにオレ様を助けてくれて……大神はあんな小さな女の子なのに、オレ様は見捨てて逃げたんだ」

　自じ嘲ちようの表情が怒いかりへと変わり、猫さんは自らの拳こぶしを握にぎりしめる。

「そしてオレ様は思った。このままオレ様がなにもしなければ、大神が傷ついてまでしたことは、ただの無む駄だということになってしまう。オレ様が屑だということは確定した事実だが、屑を助けるために大神が傷ついたなんてことは絶対に許せない。無駄骨だったなんてことは、絶対にあり得ないことだ。そう、絶対にあり得ない。

　……だから、オレ様は大神がオレ様を助けたことが無駄でなかったと証明しなければならないと考えた。考えて出た答えは、誰だれかの役に立つこと。オレ様の存在に価値はないが、大神に助けられたオレ様が誰かの役に立てば、それは大おお神かみがオレ様を助けた意味があったということになるだろう？

　その日からオレ様は努力を始めた。人を助けるためには、それなりの能力がないといけない。厳しいと有名な道場の門を叩たたいたりもしたが、全然辛つらくなかったな。きれいだから、価値があるから、大切だからこそ傷つくのを厭いとうわけだ。逆に言えばゴミがボロボロになろうが、気にするやつはいない。どんなにきつくても、大神を見捨てた瞬しゆん間かんのことを思い出すだけで、こんな生きる価値のない糞くそ虫むしを鍛きたえてくださってありがとうございますなんて感謝したくなる」

「でっでも、そう言われても全然そんな風に見えないんスけど」

　たしかに散々自分をぼろっかすに言ってるくせに、口調はアニキなままです。

「オレ様は人様の役に立とうと思ってたんだぞ？　弱々しくてうっとうしくおどおどしているようなやつの力を、素す直なおに借りようなんてやつはいねぇだろうが。それにあきらかに自分よりランクの低いやつの力を借りるのは、その人にとって屈くつ辱じよくだろ？　オレ様のせいで人様にそんな思いをさせるのは申し訳なさすぎる。だからオレ様の口調や態度はこれなわけだ。自信に満ちあふれ、男らしく頼たよりがいのあるナイスガイ。これなら誰もが頼りやすいし、力を借りても屈辱を感じることもないだろう。オレ様の昔の態度と口調はザ・いじめられっ子って感じだぜ？　……本当の口調と違ちがうからまぁ、時々嚙かむわけだがな」

　猫さんは肩かたをすくめる。

「そんなオレ様だからこそ、お前を心の底から尊敬している。お前は逃にげなかった。……だがな、これからは逃げないだけじゃ駄だ目めだろう？」

「……知ってるんスか？」

　なにをとは言わず、亮りよう士しくんは聞く。亮士くんの脳裏に映っているのは、名前を出すのも嫌いやなおおかみさんを狙ねらうあの男だった。

「ああ、大神のことはちょくちょく調べてたからな。……ああ、安心してくれ。大神に関しては、別にどうこうするつもりはないというか、恐おそれ多くてそんな気にもなれない。お前は女神と付き合おうと思えるか？　太陽に惚ほれることはできるか？」

　さっきから持ち上げられまくりのおおかみさん、とうとう女神扱あつかいです。

　いやまあ、たしかにそう言いたくなる気持ちもわからないではないですが。

「…………それになにより、大神の弱さに気がつけないような男が、大神の側そばにいていいわけがない」

　猫さんの顔が再び自じ虐ぎやく的なものに変わる。

「白はく馬ば事件までオレ様は、大神は強くてなににも負けることはないと思っていた。大神のことを女神にたとえたが、オレ様は大神を崇すう拝はいしていたんだな。……ふん、大神のあの小さな背中を見ていながら、大神もただの女の子であることを考えていなかった。大神がずっと無理してかぶっていた、狼おおかみの毛皮に気がつきもしなかった……無様にもほどがある」

　そこで、そらしていた視線を再び亮りよう士しくんに向けた。

「だがお前は違ちがう。大おお神かみの弱さに気づき、そして逃にげなかった。うれしかったな、大神の側そばには尊敬すべき男がいた。だが最近、大神が面めん倒どう事ごとに巻き込まれようとしていることを知った。お前がいい男で信しん頼らいできるとは知っていたが、残念ながら今のお前では大神を護まもりきれるかはわからない」

「おっおれは!!」

　護りきれないという言葉に、亮士くんは過か剰じように反応する。それは亮士くんとしては絶対に認められないこと。だが、猫ねこさんは冷静に返す。

「お前の心意気はすばらしいが、それだけでは大神は護りきれないかもしれない。怒いかりで周囲が見えなくなれば、お前は身体からだが動くようになるらしいが、怒おこるということはなにかが起こったということで、それは後ご手てに回るということだ。なにより怒りで周囲が見えてない状態なら、思わぬ不覚を取るかもしれない。それはまずいだろう？」

「…………」

　亮士くんは言葉に詰つまる。

　たしかに怒ったときは怒りを向けた者だけに意識がいっていた気がする。

「……だから、オレ様はお前に力を貸すことにした。お前が自分の弱点を克こく服ふくすることは、大神の安全が増すということだ。オレ様みたいな屑くずがお前みたいないい男に力を貸すなんておこがましすぎるかもしれんが、それは許してくれ……と、まあ、長々話しちまったがオレ様のことなんか本気でどうでもいいな」

　自分のことをどうでもいいとばっさり切り捨てたあと、猫さんは亮士くんを見つめながら言った。

「亮士、思い出せ。オレ様が大神の役に立ちたい護りたいという理由があるように、お前にも大神を護りたいと思った理由があるはずだ。……なぜお前は大神に惚ほれて、なぜ大神を護りたいと思ってるんだ？」

「……護りたいと思った……理由」

　亮士くんは空を見上げ、おおかみさんとの出会いを思い出し始めた。




　────亮士くんが御お伽とぎ学園に入学して、まずしたことは人間観察だった。

　今まで周りにいなかった同世代の人間がうじゃうじゃといる学校は、亮士くんにとって未知の惑わく星せいといっても過言ではなかった。もちろんクラスメイトは宇宙人だ。

　亮士くんから見れば、ただでさえ知らない人間は怖こわいという状じよう況きようで、人間どころか宇宙人の集団に放ほうり込まれた感じなのだから、そりゃあ怖い。そんな状況で宇宙人に見られたらどうなるかわからない。

　だから亮りよう士しくんは宇宙人の集団に紛まぎれるために、まずは全力で気配を消して空気と化し、宇宙人たちを観察した。次に、観察でどのような人間が目立たないのかを把は握あくしたのち、徐じよ々じよに当たり障さわりのなさすぎるおもしろみのないキャラでクラスに紛まぎれ込んでいった。

　そう、亮士くんの観察力と同化のスキルが高すぎたために、見事全力でダメな感じに適応してしまったのだ。

　おおかみさんのことを亮士くんが知ったのはそんな頃ころだった。

　最初はただのクラスメイトの一人として観察し、かすかに覚える違い和わ感に観察時間を増やし、乱暴者の狼おおかみの毛皮に隠かくれた本当のおおかみさんに気がつく頃には、おおかみさんばかりを目で追うようになっていた。

　見えてきたのは、歯を食いしばりながらなにかにあらがおうとしている一人の女の子の姿だった。

　乱暴者を気取って人を寄せつけず、それでいて曲がったことが嫌きらいで、ぶっきらぼうのくせに優やさしくて、なによりがんばっていた。

　自分の体質を克こく服ふくしようともせず、逃にげるようにクラスに溶とけ込んでいた亮士くんには、そんなおおかみさんが眩まぶしかった。

　日に日におおかみさんを見ている時間は長くなり、気がつけば亮士くんの頭の中はおおかみさんのことばかりになっていた。そして、亮士くんは自分もおおかみさんのように進みたいと思い、前に一歩踏ふみ出すために告白することを決心したのだ。……が、ここまで来てもすぐには告白という行動には移れず、一週間ほどストーキング。そうしたらおおかみさんがピンチに遭そう遇ぐうし……そのあとは皆みなさんご存じの通りとなった。

　おおかみさんのおかげで亮士くんの日常は劇的に変化した。実に騒さわがしく、楽しく、おおかみさんに惚ほれ直す毎日の中で亮士くんはおおかみさんの心の傷を知り、その心の傷に必死であらがおうとするおおかみさんを護まもることを心に誓ちかった。

　そう………………誓ったのだ。

「……そうだ」

　亮士くんはよろよろと立ち上がる。

　おおかみさんを護るためには、おおかみさんの心に傷を刻んだあの男をどうにかする必要がある。あの男は今後必ずおおかみさんの前に現れる。

　あの男に出会い恐きよう怖ふに震ふるえるおおかみさんの姿を、亮士くんは思い出す。

　もうあんな涼りよう子こさんは見たくないし、もう二度と涼子さんを傷つけさせない。涼子さんを護れない恐きよう怖ふと比べたら他人の視線なんて…………。

　亮士くんは猫ねこさんを見据すえ、ファイティングポーズを取った。

　猫さんはそんな亮士くんに破顔したあと……

「よし、それでこそオレ様の尊敬する男だ。何度目の正直か忘れたが……よけてみせろ!!」

　猫ねこさんは流れるように蹴けりを繰くり出す。それは全身のバネを利用した飛び跳はねるかのような強きよう烈れつな蹴けりだった。

　猫さんは今まではわざわざ見えるように大きな動作で蹴りを放ってきたが、今回はそれはない。亮りよう士しくんをその瞳ひとみで睨にらみつけながら自身にできる最高の蹴りを放ったのだ。猫さんのブーツは鉄入りで、当たればただではすまない。

「うおおお!!」

　だが、亮士くんは猫さんに睨みつけられたままにもかかわらず叫さけび、転がるようにその蹴りをよけた。かっこ悪く、亮士くんは地面に転がる。だが、さっきまでの亮士くんなら完全に当たっていた蹴りが、初めて空を切った。

　恥はじも外聞もない、ただただ不格好なよけ方だった。だが、怒おこっていない普ふ通つうの状態で、猫さんの強い視線を受けていたにもかかわらず、動くことができたのだ。

　そんな亮士くんに猫さんは言った。

「……ふん、動けたじゃねーか」

「…………おっおかげさまでっス」

　地面にばったりと倒たおれ込んだまま、亮士くんは言う。口調からしてヘタれたままだが……でも動けた。

　そう、ヘタレなときに睨まれても動ける。これで、怒いかりで周囲が気にならなくなる……周りが見えてない状態でなくても、動けるようになったのだ。

　これを応用すれば、ハートはホット、頭はクールという、少年漫まん画がの主人公が持つ王道スキルを手に入れることができるでしょう!!　…………たぶん。

　亮士くんは倒れたまま、笑え顔がおを浮かべる。これはなにかをやり遂とげた男が浮かべる顔です。亮士くん、マジかっこいいです。素す敵てきです。感動です。

　そんな、やり遂げた顔をした亮士くんに猫さんの声が聞こえてきた。

「………………いや、マジこんな修しゆ行ぎようで克こく服ふくするとは……なんでもやってみるもんだな。いやいや、それでこそオレ様が尊敬する男!!」

「…………」

　自分でやらせておいてびっくりしている猫さんに、亮士くんは言葉をなくします。なんか色々台無しです。

　そのとき、邪じや魔まになるからと少し離はなれた場所に置かれていた亮士くんのウエストバッグから、携けい帯たいの着信音が聞こえてきた。倒れたままの亮士くんの代わりに、猫さんが携帯を取りに行き、亮士くんに渡わたした。

「ほれ」

「どうもっス………………あ、赤あか井いさんっスね」

　亮士くんはぶっ倒れたまま携帯を受け取ると、誰だれからの着信か確かく認にんし電話に出る。

「あー、おれっス、どうかしたんっスか？」

『あ、森もり野の君、今大だい丈じよう夫ぶですの？　というか、その口調は周囲に誰だれかいるんですの？』

「大丈夫といえば大丈夫っスし、大丈夫じゃないといえば大丈夫じゃないっス。あと、猫ねこさんと一いつ緒しよにいるっス」

　わかりづらいですがまあ、身体からだは大丈夫じゃないけど、時間は大丈夫って感じですか。

『それはよかったですの。依い頼らいが入ったのでこっち来てくださいの』

「依頼っスか？」

『そうですの。あ、猫ねこ宮みや先せん輩ぱいはたぶん事情話したらついていくと言うと思うので、そのままつれてきてくださいの』

「猫さんっスか……あの、赤あか井いさんが猫さんの力を借りたいと……」

　亮りよう士しくんは電話を中断して猫さんに聞いてみるが……

「いいぞ」

　即そく断だん即そつ決けつでした。

「内容も聞かずに……」

『助けてくれるって言うんですから、いいじゃないですの』

　そんな猫さんに、亮士くんは思わずあきれますが、声が聞こえていたらしいりんごさんがそう言う。りんごさん、図ずう々ずうしいです。

「それで、どんな依頼なんスか？」

『あーそれはですの……』

　と、りんごさんはアリスさんにした説明を繰くり返した。

「……あの野や郎ろう」

　亮士くんは怒いかりの表情でつぶやいたあと、修しゆ行ぎようの成果を見せてやる！　とやる気満々でりんごさんに聞いた。

「……で、おれはどうすればいいんスか!?」

『あ、それでですけど……』

　おおかみさんのためならなんでもしてやるぜ！　って感じの燃える亮士くんにりんごさんが言ったのは…………実に肩かたすかしなお願いだった。




　おおかみさんとりんごさんが信しの田だ葛くず葉はと名乗る謎なぞの少女と共に御お伽とぎ学園を出発し、大だい脱だつ走そうが始まってからしばらく。おおかみさんは駅までもう少しといったところを、荒あらい息を吐はきながら歩いていた。

「はぁはぁ」

　ここまで来ると人通りも多く、ねこねこナックルを着けて、荒あらい息を吐はいているおおかみさんと、その後ろに続く二人は目立っていた。

　御お伽とぎ学園を出て途と中ちゆうまでは誘さそい出されたふりをし、自然に見張りを撒まいたところまではよかった。だが順調なのはそこまでで、なぜかあっという間に少女を追う鬼おにヶが島しまの皆みなさんに見つかってしまったのだ。

　抜ぬけ道みち裏道を抜けて見つからずにゴールという計画はしょっぱなから崩くずれ、しかも少女を狙ねらう鬼ヶ島高校の生徒たちは、先を読んでいるかのように行く先々に現れた。

「あいつらぶん殴なぐってもぶん殴っても、出てきやがる」

　おかげで、おおかみさんがねこねこナックル改マークⅡのほうを着けて応戦することになってしまった。

「はぁ……はぁ……まったくですの」

　そんなおおかみさんに、ついていっていたりんごさんの息も荒あらい。

　りんごさんは運動できませんからね。持久力のあるおおかみさんと、持久力のないりんごさんの疲ひ労ろう度が見た目同じくらいなのは、おおかみさんは敵が現れるたびにぶん殴っていたからです。りんごさんと少女を護まもりつつ、逃にげ回るのはものすごい重労働だったのです。

　だが、疲つかれているのはそれだけが理由ではなかった。すごく戦いづらかったのだ。

　……そう、おおかみさん一人だと、後ろを気にしないといけないのだ。亮りよう士しくんが後ろに控ひかえているときは安心感が全く違ちがう。亮士くんがいれば、おおかみさんは後ろなんか気にせず前だけ見ていればよかったのだ。

　そのことを思い出し、おおかみさんは思わず『亮士がいれば……』と考えてしまい、

「…………ちっ」

　舌打ちをした。

　前は一人で大だい丈じよう夫ぶだったはずなのに、今はこんな弱音を吐はいてしまう。

「くそっ」

　おおかみさんは、亮士くんとなし崩くずし的にすることになった、Ｗデートのことを思い出す。

　亮士が自分を護るとあの男に啖たん呵かを切ってくれたのはうれしかった。

　自分を護ろうとする目の前の背中はとても頼たのもしかった。

　でも……ただ護られているだけではだめだ。

　亮士がいなければなにもできないなら、自分が努力してきた意味がなにもなくなってしまうし、なにより大おお神かみ涼りよう子こは強くないといけない。強くないと折れてしまうのだ。

　心の奥底に沈しずめたあの記き憶おくに負けないためには、強くなければならないのだ。

　だから、あの男が発ほつ端たんとなった今回の依い頼らいは絶対に自分の手で……。

　が、おおかみさんが自分の思考に沈んでいられたのもそこまで。りんごさんが息を整えたのち、同じく隣となりで息を整えていた少女に話しかけたのだ。

「ま、それはともかくですの」

　りんごさんは少女を真っ正面から見つめて言う。

「あなたは…………いったい何者なんですの？」

「……どういうことですか？」

　なにを言っているのかわからないと、少女は首をかしげる。

「ん～、まあ、有あり体ていに言えば…………よくも騙だましてくれましたのね、この女め郎ろうって感じですの？」

　そんなりんごさんのはしたない言葉に、…………少女の口が笑えみの形に変化した。

「どうして……そう思うんですか？」

「こっちが抜ぬけ道みちで撒まいたと思ったら、どこからともなくやって来た鬼おにヶが島しまの皆みなさんに見つかる。一度や二度ならまあ偶ぐう然ぜんで許せるかもしれませんけど、これだけ続くと偶然じゃすみませんの。ということは内通者がいるということで、まあ、それはあなたしかあり得ませんの。一番後ろをついてきてましたし、私たちの目を盗ぬすんでメールでもしてたんじゃないですの？　あ、メールで思い出しましたけど、アリス先せん輩ぱいからメールが来たんですのよね、鬼ヶ島がちょっかい出してきてるから気をつけろ……と」

　そんなりんごさんの言葉に、

「ん～、ここらが潮しお時どきかしらね」

　そう言って正体を現した謎なぞの少女は今までの清純そうな雰ふん囲い気きを捨てて、淫いん靡びな雰囲気をまとい始めた。

「ふ～ん、本当のあなたはそんな感じだったんですのね。うまく化けたものですの。それで、あなたは誰だれで、目的はなんですの？」

「本当の名前は内ない緒しよ。目的は……最初に言ったでしょ？」

「誘さそい出す……か」

　悔くやしそうに言うおおかみさんに謎の少女はうなずいた。

「そうよ」

「…………羊ひつじ飼かいの野や郎ろうの差し金ってのもか？」

　おおかみさんが黒くろ髪かみの少女を睨にらみつけながら聞くが、謎の少女はからかうように答える。

「さぁ、どうでしょう。…………あ、士し狼ろうの女というのは本当よ？」

「それでは質問ついでにもう一つ質問。なんで、行く先がわかっていたのに、たくさんの人で囲まなかったんですの？　待まち伏ぶせできたでしょうに、実際は小出し小出しに鬼ヶ島の皆さんがやって来ては、次々やられるんですの。どうしてこんな変なことするんですの？　これじゃあとてもじゃないですけど、涼りよう子こちゃんが狙ねらいとは思えませんのよ」

「それも内ない緒しよよ。まあ、こちらにはこちらの都合があるのよね、めんどくさいんだけど」

　謎の少女はやれやれと肩かたをすくめる。

　そんな少女におおかみさん怒いかりの表情で手を伸のばし……

「ふん、お前の都合なんざどうでもいい。無理矢理吐はかせる」

「あら、こんなところで暴力振ふるうの？　今、私が着ている服はアン女の制服よ？　こんなところで殴なぐりかかってきたらすごく問題でしょ？　私が悲鳴でも上げたらあなたは悪者よ？　これだけ人目があるんだから、変な噂うわさも立つかもね」

　謎なぞの少女のこの言葉で手は止まる。

　この人通りの多い駅前の道にやって来たのは、鬼おにヶが島しまの連中に見つかったし裏道を通る意味がなくなった。なら人通りの多い場所に出れば襲おそってきづらいだろう……という思おも惑わくがあってのことだったんですが、今はそれを逆手にとられた形です。

「そんなことより、私のことばかり気にしてていいの？　ほら……」

　黒くろ髪かみの少女が周囲を見回すといつの間にか、鬼ヶ島高校の制服を着た男たちが集まっていた。

「……大変でしょ？」

　黒髪の少女はそう言って悠ゆう々ゆうと鬼ヶ島の鬼さんたちのほうに歩いていき、その集団のボスと思われる男の前に立った。髪を角のように逆立てマントのような長ランを身にまとった、すごく大物感が出ている男に謎の少女は話しかけた。

「はい真ま王おう、タイミングぴったりね」

「まあな……それはいいが麗れい狐こ、その髪、どうしたんだ？」

「ん～、必要だったから一時的に染めただけよ。……でもまあ、私の男が言うなら、どんな色にも染めちゃうし、どんな格好でもしてあげるけどね？　私は、私を護まもってくれる男のためなら、どんな女にだって化けられるのよ？　清せい楚そな大和やまと撫子なでしこにだって、淫いん乱らんな娼しよう婦ふにだってね」

　そう言って、真王と呼んだ男にしなだれかかる謎の少女──麗狐さん。

「そりゃあ楽しみだ」

「うふふ、私もあなたのものになるのを楽しみにしてるわ。じゃあ、がんばって」

　そう笑って、麗狐さんは人混みの中に消えていった。

　その場には、おおかみさんとりんごさん、そして二人を囲む鬼ヶ島の制服を着た男たちが残される。

　麗狐さんに真王と呼ばれた男が、一歩前に出ておおかみさんに言う。

「……というわけでまあ、てめえに恨うらみはないが顔を貸しな」

　その言葉と共に残りの鬼さんたちがおおかみさんたちを囲むように動く。

　おおかみさんはそこで囲まれたのを確かく認にんしたあと、馬ば鹿かにするように笑った。

「やだね。なんでてめーみてーな口のくせーのに、ついてかないといけねーんだよ」

　おおかみさんは思いっきり喧けん嘩かを売る。だが、内心は焦あせっている。いつものおおかみさんならどうにかなるかもしれないが、今のおおかみさんはさっきまで走って殴ってしてたので、ものすごく疲つかれているのだ。しかも後ろにりんごさんがいる。

　ただ、自分が足手まといなのはりんごさんも知ってるから、こうやって自分に注意を向ければ、りんごさんはここから逃にげ出すはず。逃げられさえすれば、りんごさんはなにか手を打ってくれるはずなのだ。

「つーか、マジ臭くさいから近寄んな」

　今の疲つかれたおおかみさんでどれだけ時間が稼かせげるかわからないが……少なくともりんごさんが助かるのだけはたしかなので、おおかみさんは挑ちよう発はつを続ける。

「ああ？　なんだと!?」

　大物ぶってたくせに沸ふつ点てんが低かったらしい真ま王おうさんは、おおかみさんの狙ねらい通りいきなり切れた。まあ、このまま馬ば鹿かにされていては手下に対し面めん目ぼくが立たないとでも思ったんでしょう。思考回路がまんま動物です。

　切れた真王さんはおおかみさんの胸むなぐらをつかもうと手を伸のばし……そこで予想外の出来事が起こった。

「人が優やさしくしてやりゃ調子に乗りやぐっ!?」

　真王さんがいきなり吹ふっ飛んだのだ。吹っ飛ばしたのは小さな影かげ…………

「ふははは」

　……猫ねこさん。

　猫さんはいきなり飛び込んできて真王さんをその自じ慢まんのブーツで蹴けっ飛ばしたあと、着地と同時に両手を地面につき、さらに逆立ちの要領で側そばにいた二人のあごを蹴り上げた。鬼おにヶが島しまの鬼さん二人が後ろに倒たおれる。そして今度はその勢いのまま身体からだを回転させ、鬼ヶ島の鬼さんたちの中心に見事着地する。

　そんなド派手な登場をした猫さんは、鬼ヶ島の鬼さんたちに向け馬鹿みたいにでかい態度で言った。

「御お伽とぎ学園高等部三年、猫ねこ宮みや参上!!　鬼ヶ島の鬼ども、このオレ様が一匹ぴき残さず退治してやろうじゃにゃいか!!」

　…………でも、やっぱりいいところで嚙かんだ。

「…………」

「…………」

「…………」

　なんとなく無言になる、おおかみさんたちと鬼ヶ島の皆みなさん。

「じゃないか!!」

　いや、猫さん。言い直しても時は元に戻もどりませんから。




　……時は戻りませんが、物語としてはストーリーの都合上時間をさかのぼり、おおかみさんが鬼ヶ島の皆さんに囲まれる少し前に戻ります。そのとき、亮士くんと猫さんはなにをしていたのかというと……

「ああもう、見てるだけは歯がゆいっス」

「まあな」

　二人はいつかの亮りよう士しくんと同じようにおおかみさんをストーキングしていた。理由はりんごさんについてこい、でも本気で危なくなるまで出てくんなと言われたからだ。

「助けにいきたいっス！　せっかくおれは……」

「…………だが、一人でできることの限界を知っておくことはいいことだろ。お前のありがたみもな」

　りんごさんがそう言った理由は、亮士くんをなだめる猫ねこさんの言葉の通り。

　頭に血が上のぼって、自分のことだからと亮士くんに頼たよろうとしなかったおおかみさんに対する忠告と、亮士くんのありがたみをこれでもかとわからせて、ほんの少しでもおおかみさんを素す直なおにさせるためということだった。

　というわけで、鬼おにヶが島しまの皆みなさんをぶっ飛ばしながら走り回るおおかみさんたちをストーキングしていたのだ。尾び行こうなんてした経験のない猫さんがいるので、亮士くんにしては離はなれた距きよ離りから見守っている。……まあ、亮士くんはストーキングという駄だ目めスキル持ちですからね。下手すりゃすぐ側そばにいても気がつかれません。

「そりゃそうかもしれないっスけど……ああっあぶな!!　……ふう、大だい丈じよう夫ぶだったっス」

　逃にげ回るおおかみさんたちを見て、亮士くんはどきどきはらはらしどおしだ。今にも飛び出していきそうになるが、猫さんがどうにか引き留めている。

「……それにしても……なんかおかしいっスね」

「そうだな、襲おそってくる人数少なくて……それが小出し小出しにやってくる。まるでどこかに誘ゆう導どうされているようだな」

「……人ひと気けのあるほうに誘導してどうするんっスか？　普ふ通つう人気のないほうに誘導しないっスかね？」

「さあな、あいつらの考えていることなんか知らん」

「まあ、そりゃそうっスけど……あっ、涼りよう子こさんたち先に進むみたいっスよ」

　そう言って、亮士くんと猫さんはおおかみさんたちへのストーキングを再開する。なんだか手慣れた感のある亮士くんに、猫さんは思わず言った。

「………………お前、手慣れてるな。なんか生き生きしてるし」

「そうっスか？」

　ストーキングに慣れてて、しかも生き生きしているらしい亮士くん。いやまあ特技を生かせるのは楽しいかもしれませんが……ヒーローとしてはなしですね。

　その後、亮士くんたちが追つい跡せきしているおおかみさんたちは何度目かの襲しゆう撃げきを退けたのち、駅前の人通りの多い道に出た。

「…………人気のあるところに出ちゃったっスね。最初の計画だと人気のない抜ぬけ道みち通って目立たず行くはずだったっスのに。……猫さんの言うとおり誘導されてたんスか？」

「…………人ひと気けがある場所なら襲おそってこないと考えたのかもしれんが。……と、亮りよう士し。なにか起こったみたいだぞ」

　二人の視線の先では、りんごさんが少女になにかを話しかけ、少女はそれを笑え顔がおでかわし、おおかみさんは少女を剣けん吞のんな目つきで睨ねめつけている。

　その後も三人は話を続け、気がつけば続々と鬼おにヶが島しまの皆みなさんが集合してきていた。

「……まずいな」

「まずいっスね」

「こんな人気のあるところで実力行使には出んとは思うが、まずは様子を見て、とりあえず飛び出す準備をして……」

　そこまで言ったところで猫ねこさんは固まった。

　猫さんの視線の先、おおかみさんが鬼ヶ島の不良に相対している姿が、あの日見た光景にだぶって見えたのだ。

　逃にげ出し、振ふり向きながらかすかに見た光景、殴なぐられる今よりも幼いおおかみさんの姿。

　あのときは、怯おびえて無様に逃げるだけしかできなかった。

　だが今はあの頃ころとは違ちがう！　そう、あの頃とは違うのだ!!

「亮りよう士し、援えん護ごしろ!!」

「ちょっ!?」

　気がつけば猫さんは飛び出し、おおかみさんに手を伸のばそうとしていた男を蹴けり飛ばしていた。猫さんはついでとばかりにもう二人蹴り飛ばすと、名乗りを上げた。

「御お伽とぎ学園高等部三年、猫ねこ宮みや参上!!　鬼ヶ島の鬼ども、このオレ様が一匹ぴき残さず退治してやろうじゃにゃいか!!　………………………………じゃないか!!」

　猫さんすごくかっこいいです。……いいところで嚙かみましたけど。




　そして場面は戻もどります。

　真ま王おうと呼ばれた男がおおかみさんに手を伸ばした瞬しゆん間かん、いきなり小こ柄がらな男が飛び込んできて、気がつけばおおかみさんの前で乱らん闘とうが始まっていた。

　その小柄な男は身体からだの小ささを利用し不良の間をちょこまかと動き回り、全身のバネではねるように蹴りをたたき込んでいく。その蹴りはまさしく凶きよう器きと化していて、鬼さんたちは一いち撃げきで沈しずんでいく。しかも、その小柄な男がなにもしていないのに戦闘不能になる者もいて、その者たちは一様に顔を押さえ涙なみだを流し咳せき込み鼻水を垂たらしている。

　その遠えん距きよ離りから催さい涙るい弾だんを飛ばす攻こう撃げき方法を、おおかみさんはよく知っている。

　そんな様子をおおかみさんは啞あ然ぜんとして見ていた。

「りんご……これは……」

「……涼りよう子こちゃんに黙だまって、森もり野の君についてくるように頼たのんでたんですのよ」

「なんでだ。この件はオレが……」

　おおかみさんは安あん堵どとも怒いかりとも判別のつかない表情でりんごさんに問い、いたわるような表情でりんごさんは答えた。

「涼りよう子こちゃん。……涼子ちゃんは前に持ってた強さを失っちゃったんですのよ。誰だれかに護まもられるという経験をした涼子ちゃんは前ほど強くはない」

「…………」

　おおかみさんは実感していたのか、悔くやしそうに顔を歪ゆがめる。しかしりんごさんの言葉はそこで終わりではなかった。

「…………でも、その代わりに手に入れたものもありますの」

「…………手に入れたもの？」

「森もり野の君ですの」

「……亮りよう士し？」

「そうですの。前の一人で強かった涼子ちゃんより、今の涼子ちゃんと森野君の二人が力を合わせたほうが強いんですのよ」

　りんごさんにそう言われて、おおかみさんは先ほどまで感じていた、背中の心細さがないことに気がついた。

　それはもちろん、亮士くんが近くにいることを知ったから。

「それに涼子ちゃんに譲ゆずれないものがあるように、森野君にも絶対に譲れないものがあるんですのよ。好きな女の子を護りたい、好きな女の子を傷つけたやつをぶっ飛ばしたい……ん～男の子ですのね。涼子ちゃん、いい女は、そんながんばる男の子の意地を邪じや魔ましちゃいけませんのよ。ちなみに涼子ちゃんが気になっていた、森野君が最近なにをやっていたのかですけど、森野君は猫ねこ宮みや先せん輩ぱいと一いつ緒しよに修しゆ行ぎようしてたんですのよ」

「修行？」

「そう、修行ですの。猫宮先輩に協力してもらって、自分の視線恐きよう怖ふ症しようをどうにか克こく服ふくしようとしてたんですのよ。もちろんそれは、涼子ちゃんのためですの。森野君はがんばってるんですの。だから…………今度から自分一人でどうにかしようとか考えちゃダメですのよ？　それは、涼子ちゃんのためにがんばっている森野君に対する裏切りで、森野君の想おもいに対する冒ぼう瀆とくですの」

　おおかみさんも、めっ、とかわいく怒おこるりんごさんですが…………不意に表情を緩ゆるめて、とても大人びた優やさしい笑え顔がおを浮かべる。

「なにより……涼子ちゃんは一人で強くなるんでなく、森野君と一緒に強くなればいいんですのよ。そうすれば、前の寂さびしい涼子ちゃんなんかより、ずっとずっと強くなれるはずですの」

　そんなりんごさんの言葉を聞いたおおかみさんは…………ふっと身体からだの力を抜ぬいた。

「…………………………ああ、そうだな」

　弱くなった自分を認めたくなくて気づかないふりをしていたが、失っただけでなく手に入れたものもあったのだ。自分のような意地っ張りで、かわいげのない女にまっすぐな好意を向けてくる物好きなやつがいるのだ。

　その物好きの名前は、

「涼りよう子こさん!!」

　…………森もり野の亮りよう士し。

　気がつけばおおかみさんの周囲には動く鬼おにヶが島しまの鬼さんはいなくなっていて、亮士くんがおおかみさんの許もとに全力で走ってきていた。

「涼子さん!!　大だい丈じよう夫ぶだったっスか!!　怪け我がはないっスか!!」

「ああ、……それよりももう片付いたのか？」

「猫ねこさん、すごく強いっスからね」

　周囲を見回せば死し屍し累るい々るいと横たわる鬼さんたちの姿があった。鼻血出したり青あお痣あざつけたりして呻うめいているのが猫さんにやられた人で、涙なみだと鼻水流しまくりで咳せき込んでいるのが、亮士くんの催さい涙るい弾だんを顔面に食らった人です。とりあえず、猫さんにやられた人たちのほうが見た目痛そうです。

「亮士が援えん護ごしてくれたからだな、さすが大おお神かみのパートナーだ」

「あんたは……」

「オレ様の名前は猫ねこ宮みやだ、大神」

「……オレのこと知ってんのか？」

　出てきた名前におおかみさんは猫さんに聞くが、あっさり答えが返ってくる。

「ああ、森野から聞いてるからな」

「そりゃそうか」

　そんな猫さんに亮士くんは何か言いたそうにしているが、結局何も言わない。

　猫さんがおおかみさんのことを特別に思っていて、だからこそおおかみさんのためにがんばっていた……。そのことを知って欲しい。でも猫さんは一生言うつもりはなさそうで、亮士くんはそれが歯がゆい。ライバルに塩を送ることになるかもしれないけど、……本当のことを言うべきか……それとも猫さんの考えを尊重して黙だまっておくべきか……。

　亮士くんがそんなことを考え身もだえしてる横で、りんごさんが猫さんにお礼を言う。

「猫宮先せん輩ぱい、今日は本当に助かりましたの。ありがとうございましたの」

「いや、気にするな」

「本当は、ご迷めい惑わくをおかけせず帰して差し上げたかったのですけど……」

　と、りんごさんがそこまで言ったところで、猫さんが不意に視線を動かした。

「てってめぇ……」

　その視線の先では、顔に足あし跡あとをつけた真ま王おうさんが起き上がっていた。

「……頑がん丈じようだな」

「不意打ちとは……卑ひ怯きようだぞ!!」

「女二人を大勢で囲むよりかはましだと思うが」

　猫ねこさんが的確な指し摘てきをするが、真ま王おうさんは聞こうとしない。

「うるせー、このチビ、ぶっ殺してやる!!」

　血走った目で猫さんのほうに向かう真王さんに、猫さんは戦せん闘とう体勢をとろうとする。だが、亮りよう士しくんがそれを制止し、真王さんの前に立ちはだかった。

「どけ……俺が用があるのはそこのチビと女だ」

　邪じや魔まだと、真王さんは亮士くんを睨にらみつける。

「そうはいかないっス。涼りよう子こさんを護まもるのは、おれっスから」

　しかし、亮士くんはそう言って動かない。

　そしてしびれを切らした真王さんは、亮士くんを睨みつけたまま殴なぐりかかった。

「邪魔だと言ってるだろうが!!」

　伊達だてにボスをやっているわけではなかったらしく、真王さんのパンチは速く、かつ重く凄すご味みがあった。今までならば、睨まれたことで亮士くんの身体からだは硬こう直ちよくし、そのパンチは当たっていただろう。だが、今日の亮士くんは違ちがった。

　猫さんとの特訓で視線恐きよう怖ふ症しようを少しだけ克こく服ふくしていたのだ。身体さえ動けば、驚きよう異い的な動体視力を誇ほこる亮士くんにそうそうパンチは当たらない。

「遅おそいっスよ!!」

　亮士くんはそう叫さけびながら、真王さんの拳こぶしを間かん一いつ髪ぱつでよけ、そのまま自らの拳を渾こん身しんのカウンターで入れた。おおかみさんの真似まねをした、見よう見真似のパンチだが、それは亮士くんの努力の結けつ晶しようであり、おおかみさんへの想おもいの結晶だった。

「ぐあっ」

[image: ]

　いい感じにあごに入ったのか、亮士くんのパンチを受けた真王さんは、そのまま崩くずれ落ちる。

　すごくかっこいい亮士くん、そのパンチを出し終わった姿はまさしくヒーローです。

「亮士……お前」

　視線を物ともせずに動いた亮士くんに、おおかみさんは驚おどろきの声を上げ、亮士くんは誇ほこらしげに胸を張る。

「涼子さん見てくれたっスか？　おれ、視線恐怖症を少しだけっスけど克服したんすよ!!　だから……これからはおれに頼たよって欲ほしいっス。今回みたいに一人でなんとかしようとか思わないで欲しいっス。見てるだけはすごく辛つらいっスから……」

　おおかみさんは亮士くんを見る。よく見てみれば、亮士くんの全身は青あお痣あざだらけで、視線恐怖症を克服するために、かなりの荒あら療りよう治じをやったということが見て取れる。

　亮士はオレのために、これだけ努力し苦労していたのに、オレは……りんごの言うとおり、亮りよう士しの想おもいをないがしろにしていた。

　おおかみさんは自分の愚おろかさを恥はじ、そして亮士くんへの感謝を込めて、自分にできる精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを浮かべて言った。

「ああ、わかっ……」

　………………しかし、おおかみさんが口を開いた瞬しゆん間かん、いきなり亮士くんが拳こぶしを押さえてうずくまった。

「ぐあっ、いっ痛いっス、なんかマジ痛いっス～」

「…………鍛きたえてもねーのに素す手でで人の顔殴なぐったらそりゃ痛いだろ」

　猫ねこさんはそんな亮士くんにあきれた顔で言う。

「うう、痛いっス～ほら、血が！　血が!!」

「うわっ、歯のとこ殴ったんだろ。素手のときは、歯は避さけろよ」

　やっぱり最後が締しまらない亮士くんでした。

「…………」

　そして、せっかくいい感じの笑顔を浮かべたのに台無しにされ、おおかみさんは言葉をなくして硬こう直ちよくする。

「はぁ……せっかく、涼りよう子こちゃんが、ちょっとだけ素直になったのに……」

　実にコメディ要員なおおかみさんと亮士くんに、りんごさんはため息です。

「うう……痛いっス。…………それで涼りよう子こさんなんか言いかけてなかったっスか？」

「なんでもねえよ!!」

　おおかみさんは真っ赤になって叫さけぶ。

　まあ……いつも通りです。

　とまあ、そんな感じで馬ば鹿かをやっていたら、ようやくどやどやと走ってくるお巡まわりさんたちの姿が見えてきました。人通りのあるところで乱らん闘とうを繰くり広げてたんですから当たり前ですね。

　………………で、そのあとはまあ、なんというか……前も同じようなことをした気がしますが……りんごさんがやっちゃいました。

　怖こわかったですの～と思いきり泣きながらお巡りさんに縋すがりついて、絡からまれていたところをこの人たちに助けてもらったんですの～とかわいく訴うつたえたのです。

　噓うそはついてません。全然まったく噓はついてません。

　ただ、りんごさんがあまりにもかわいく庇ひ護ご欲よくをそそりすぎるので、そんなりんごさんを虐いじめた鬼おにヶが島しまの皆みなさんはもう極ごく悪あく人にんって感じになってます。

　そんな状じよう況きようでつれられていった鬼ヶ島の鬼さんには、すごくおもしろくない未来が待っていそうです。




　お巡りさんから解放されて、だらだらとだるそうに御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会の地下秘密基地に戻もどったおおかみさんたち一行。

　ソファに座ってだらだらしていたら、頭とう取どりさんとアリスさん、魔ま女じよさんおつうさん、ついでに浦うら島しまさんに乙おと姫ひめさんといった面々が帰ってきた。

「おかえりなさいですの」

「ただいま、君たちも帰ってたんだね？」

　頭取さんも部屋の奥にある自らの定位置に着き、残りの皆さんも思い思いに座り、

「お茶を入れますね？」

　と、おつうさんがいそいそと給湯室に向かう。

「……それで君たちのほうも大変だったみたいだね？」

「まーな」

「はい、大変でしたっス」

「……頭取さんたちのほうもですの？」

　頭取さんに答える、色々あって疲つかれた顔のおおかみさん、噓泣きで流した涙なみだでちょっと目が赤いりんごさん、猫ねこさんとの修しゆ行ぎようで全身青あお痣あざだらけの亮士くんの三人。

「はい、大変でしたね」

「こっちも、色々あったんだヨー」

　こちらはアリスさんと魔女さん。

「そうですね、色々ありました」

「……あったなぁ」

　最後はつやつやした乙おと姫ひめさんと、灰になった浦うら島しまさん。

　そんな皆みなさんを見ながら、頭とう取どりさんは言った。

「それじゃあみんな、今日起きたことの報告お願いね？」

　そして、起こった出来事を簡単に報告し合ったあと、頭取さんがまとめるように言った。

「……情報を総合すると、どうやら僕らに喧けん嘩か売って勝ったら、現トップの羊ひつじ飼かい君より強いという証明になり、鬼おにヶが島しま高校の学生のトップの座と三み国くに麗れい狐こという女が手に入るということになってたんだね？　でもまぁ……いくら賞品が豪ごう華かだといっても、街中で暴れるなんて正気を疑うね？　たぶん彼らはもうこの街にいられないよ？　この街はうちのエロ爺じじいが使える人間を育てようと作った街で、彼らは僕らが平和ボケしないよう、この街における適度な脅きよう威いとして残されてるわけだね？　そのためにわざわざどこも受け入れなかったような札付きを、鬼ヶ島は受け入れているわけだよ？　でも、今回のはそんな適度な脅威なんてものを越こえているよね？」

「たしかに、今回の件はやりすぎた感がありますね。目的は私たちの弱みを握にぎることだったので、弱みを握ってしまいさえすれば、どうとでもなると思っていたようですが……」

「それでも、ここまで派手な行動を取ってくるとは思わなかったから、ちょっと油断してたね？」

　おおかみさんがふと思い出した顔で言う。

「そういえば、オレらをつれ出したアンデルセン女学院の生徒は自じ称しよう羊飼の女らしい。麗狐とか呼ばれてた」

「あちきたちのところに来たのもアン女の制服着てたヨー。そんで、恩返しがしたいとか言われたオツウがテンション上がって、細かいこと聞かずに飛び出しちゃったんだヨー」

「……返す返すもすみません」

　おつうさんは頭を下げる。それをとりなすようにアリスさんが自分の分ぶん析せきを述べる。

「鶴つるヶが谷やさんの弱点を知っているとは、うちをそれなりに調べているようですね。でも、それなら、なおさら彼らのお粗そ末まつな行動が理解できません」

「だねぇ？」

「あと、アンデルセン女学院の制服を着た方なら、私たちのほうにも関係がありました。そのアンデルセン女学院の制服を着た方が、どうも宇う佐さ見みさんをそそのかしたみたいなのです」

「宇佐見……って、あの宇佐見先せん輩ぱいか？　りんごとキャラがかぶってる」

「キャラかぶってるとはなんですのかぶってるとは!!」

　りんごさんはぶち切れる。うすうす自分でも気になっているみたいです。見た目ロリでかわいくて、ふりふりな制服着てて、でも腹黒。たしかにキャラかぶってます。

　そんなおおかみさんとりんごさんのやりとりを軽く受け流し、アリスさんは自分が関かかわった事件の経緯を話す。

「そうです。宇う佐さ見みさんは、どうやら前の出来事を根に持っていまして、私たちにどうにかぎゃふんと言わせたいと思っていたようです。そんなところに、アンデルセン女学院の生徒が来て、ぎゃふんと言わせるから協力しない？　と持ちかけられて乗ることにしたみたいです。お嬢じよう様さま校であるアンデルセン女学院の生徒だから、あまり酷ひどいことにはならないと思ったようですね。実際、聞かされた計画は恥はじをかかせてそれを公表するというものだったみたいですし。ですが、途と中ちゆうでなにかおかしいと気がついて私にすべてを話し、一いつ緒しよに逃にげ回ることになりました」

「そんなことがあったんスね」

「しかしまあ、宇佐見さんの件は解決しましたし問題なしです。私たちにも悪いところがありましたし、謝罪もいただきました。ついでに、竜りゆう宮ぐうさんとの和解が成立したりしました」

「仲直りしたんですの？」

「はい」

　りんごさんが聞くと、乙おと姫ひめさんがうれしそうにうなずく。

「というか、なんで浦うら島しまさんがアリス先せん輩ぱいのほうに関かかわってるんですの？　浦島さんは浮うわ気きしてたんじゃないんですの？」

「私と宇佐見さんが逃げ回っているときに体力に限界がきたため、宇佐見さんに助けをつれてきてもらうことにしたのですが、そのとき一番近くにいたのが浮気がばれてこってり搾しぼられていた浦島さんと搾ってた乙姫さんだったわけです」

「……なるほどですの」

　浦島さんと乙姫さんの場合、搾ってたという言葉に裏の意味が感じられて嫌いやですね。いやまあ裏の意味でも全く間ま違ちがってないのがなんですが。

「……でも、私には頭とう取どりさんの活かつ躍やくが信じられませんの」

「なんか、脚きやく色しよくしてねえ？」

　おおかみさんとりんごさんは不信をあらわにする。

「……ひどいなぁ？　ほんとだよ、ねえアリス君？」

「アリス先輩本当なんですの？」

「…………ええ、残念ながら本当です」

　アリスさんはうなずく。とりあえず残念ながらはいらない気がしますが……照てれ隠かくしでしょうかね。

「ほえー、アリス先輩が言うなら本当なんでしょうですの。敵集団に入り込み、中から相手を倒たおす。頭取さんに一いつ寸すん法ぼう師しがどうのとかあだ名がついてたのは、こういうことができるからだったんですのねぇ」

　すっかり忘れてましたが、頭とう取どりさんには過去に一いつ寸すん法ぼう師しというあだ名がついているなんて設定がありました。すっかり忘れてましたが。

「オレ、あまりにも小物だからそういわれてるんだと思ってたぜ」

「ははは、ひどいなぁ？」

　頭取さんは結構かっこよかったのに、全然報むくわれていません。

　そして、これであらかた話し終わったかなというところで、頭取さんが今後の方針を発表する。

「今回、警察に厄やつ介かいになった鬼おにヶが島しまの人たちは退学追放になると思うし、すぐに大きな動きはないとは思うけど、気をつけるようにね？　依い頼らいのときは相手の身元をこれまで以上に確かく認にん？　連れん絡らくを密にして情報を共有するようにね？　あと、居場所がわかるように、外に出るときはＧＰＳを持っておくようにしてね？」

「はいですのー」

「うーい」

「……頭取も今度は忘れないように」

「いやいや、それはだから、急いでたから忘れちゃったんだよ？」

　思い思いに返事をする皆みなさんに、頭取さんはそう言って締しめくくる。

「あとはまあ、情報を集めて彼らの動きを探ることにしよう？　じゃあみんな今日はご苦労様、帰ってゆっくり休んでね？」

　こうして、御お伽とぎ銀行の長い一日が終わりました。




　　　猫ねこさん最下等生物からワンランクぐらいレベルアップする




　鬼さんたちがお巡まわりさんにつれていかれたあとのこと。

　話すことは話して、お巡りさんから解放されたおおかみさん、りんごさん、亮りよう士しくん、猫さんの四人ですが……さあ帰ろうかというところで、おおかみさんが猫さんに話しかけた。

「猫ねこ宮みや先せん輩ぱい……だったか？」

「そうだ」

「あんた……」

　そこでおおかみさんはニッと笑った。

「なかなかやるじゃねーか」

　そして猫さんの胸を握にぎり拳こぶしで軽く小こ突づく。

　そのおおかみさんの言葉に猫さんはきょとんとしたあとで…………ようやく意味を理解し、目を瞑つぶりわき上がってきた様々な想おもいを無理矢理に押さえつけ、ニヤッと不敵な笑え顔がおで言い返した。

「ふん、当たり前だ……オレ様を誰だれだと思ってやがるんだ？」

「言うじゃねーか。だがまあ、助かった。サンキューな」

「恩に着る必要はねーよ。こんなもんオレ様にとっては腹ごなしにもならないからな」

「へっ…………じゃあな」

　そう言って背を向け歩き出すおおかみさんに、りんごさんが一つお辞じ儀ぎをしたあと、ちょこちょことついていく。亮りよう士しくんも猫ねこさんに頭を下げたあと、おおかみさんたちについていこうとして……猫さんに呼び止められた。

「……………………なぁ、亮士」

「……なんっスか」

「オレ様は……逃にげなかったよな？」

　猫さんはおおかみさんの後ろ姿を見ながら震ふるえる声で聞いた。

「はいっス…………すごくかっこよかったっス！」

「大おお神かみは……オレ様を認めてくれていたよな？」

「もちろんっス。涼りよう子こさんがあんな風に人を褒ほめるなんて、めったにないっスよ!!」

「そうか……………………」

　猫さんは万感の思いを込めてそうつぶやき空を見上げた。なぜなら視界がぼやけてきたのだ。

　それでもあふれる涙なみだは止まらず頰ほほを流れる。自分に絶望したあの日から決して流れることがなかった涙。自分にとって価値のないものに人は涙を流すことはできないのだから、自分のために自分が泣けるはずがない。

「……………………そうか」

　未いまだ自分が嫌きらいだし、自分に絶望したあのときの想おもいは忘れていない。自分に価値があるとも思えず、誰だれかのためになることで、どうにか生きることを許されていると思っていることも変わらない。

　……それでも…………それでも、ほんの少しぐらいは、自分を認めてもいいかもしれない。なぜならあの大神が認めてくれたのだ。笑って、そして……言ってくれたのだ。

　なかなかやるなと──お前には価値があると。

　空を向いた猫さんの顔に自然と笑えみが浮かび、それに気がついた猫さんは両手で頰を叩たたいて緩ゆるんだ顔を引き締しめたあと、亮士くんに言った。

「おいお前、そこでなにしてやがる。さっさと行けよ、お前がいるのは大神の隣となりだろうが。あそこは逃げ出さなかったお前にだけ許された特等席だ」

「…………了りよう解かいっス」

　……と亮士くんが走り出そうとしたところで猫さんが思い出したように言った。

「亮士…………そこだけは誰にも譲ゆずるんじゃねーぞ？」

　猫さんはなんでもないように言ったが、それでも猫さんの気持ちは亮士くんに痛いほど伝わった。それは同じ女に惚ほれた者同士の共鳴か、それとも同じ女に人生を変えられた者だけにわかる共感か。

「……任せてくださいっス!!」

　亮りよう士しくんはそう力強く叫さけんだあと、おおかみさんの許もとに走っていき、猫ねこさんはそんな亮士くんに背を向け歩き出した。

　いつも通り自信にあふれたふてぶてしい態度で自じ慢まんのブーツの音を鳴らし、そのしなやかに鍛きたえられた小こ柄がらな身体からだで伸のびをしながら、皮肉げに笑って言った。

「ふん、じゃあまた人間の屑くずが人様のためにがんばるとするか」




　　　羊ひつじ飼かいさん悪者らしく最後に悪わる巧だくみの成果を色々話す




　鬼おにヶが島しま高校の生徒会長室で、この部屋の主が電話をかけていた。

「いやいやすみません、僕の監かん督とく不行き届きです。今後はこんなことはないようにしますので……はいはい……すみません。……首しゆ謀ぼう者については厳しい対処でも仕方はないと思いますが、ほかの者たちは首謀者に脅おどされ無理矢理従わされていたということもあるので、できれば穏おん便びんな処置をお願いします。……はいそうですか、ありがとうございます。……それでは」

　この部屋の主……つまりこの学校の学生のトップにしては実に腰が低い態度。だが、電話が終わり受話器を置いた瞬しゆん間かん、

「ふん」

　その態度が粗そ雑ざつなものになる。

　この部屋の主──羊飼さんは、椅い子すに深く腰こし掛かけ……にやりと笑みを浮かべた。

「ここまで上手うまくいくとはな……」

　と、そこで、鬼ヶ島高校の制服を着た女子生徒が部屋に入ってきた。

「あ～疲つかれたわ」

「麗れい狐こか」

　女生徒──麗狐さんは備え付けのソファに座ると羊飼いさんのほうをジト目で見る。

「まったく、いいように使ってくれちゃって」

「お前は俺のものだからな、どう使おうが俺の勝手だ」

「ま、そうなんだけどね」

　はいはいわかってますよと、麗狐さんは肩かたをすくめる。おおかみさんたちと一いつ緒しよにいたときは黒かった髪かみが、今は金色に戻もどってます。

「……髪は金に戻したのか？」

「あら、黒で清純な感じがよかったかしら？」

「いや、美味うまけりゃ色が何色だろうが別にかまわん」

「……相変わらず最低ねぇ」

　あまりにもあまりな言葉に、麗れい狐こさんは心底あきれたという顔をする。

「それで、どうなったの？　真ま王おうのほうは最後まで見てたからわかるけど、鮫さめ島じまと鬼おに塚づかの二人のほうは、どうなったかわからないのよね」

「あいつらなら、街中で派手に女を追っかけ回したあげくに返かえり討うちになったらしい」

「ふ～ん、あの娘こたちうまく立ち回ったみたいね」

「ああ。ちょっと予想外のことも起きたみたいだが、だいたい計画通りに終わった。これであいつらは再起不能だろうし、あいつらに従ったやつらは例外なく痛い目に遭あっている」

「そう……ふふ、これでこの学校であなたの邪じや魔まをするやつらはいなくなったわね。真王、鬼塚、鮫島と、鬼おにヶが島しまのランク上位がこれで消えたし」

「ふん、頭あたまは俺一人で十分だからな。おとなしく従うなら放ほうっておいてもよかったんだが、あいつら俺に不満があるのを隠かくそうともしてなかった。俺がむかつくんなら、従順なふりして寝ね首くびをかくチャンスを待ってりゃいいのに、それをしない。俺と直接やり合う度胸もないくせに、反はん抗こうしているぞというポーズで、自分のちんけなプライドを守っている。そんな屑くずに肝かん心じんなところで邪魔をされたくないからな」

「そうね、あいつらは頭になるような器じゃないわ」

　そこまで、いかにも悪者ですって顔をしていた羊ひつじ飼かいさんですが、唐とう突とつにあきれ顔を浮かべた。

「……というか、なんでここまで計画通りにいくんだ？　いくらそうなるように誘ゆう導どうしたとはいえ、人目のあるところで暴れるなんてあいつらアホじゃねえか？　ちょっと考えれば、問題になるってわかるだろうに。いくら鬼ヶ島が馬ば鹿か学校だからといっても、アレは酷ひどすぎだろう」

「餌えさと賞品がよかったから、それで目がくらんじゃったんでしょ？　特に賞品がいいから」

　麗狐さんはそこでしなを作る。

「……それは否定しないがな」

　たしかに麗狐さんは容姿もスタイルも抜ばつ群ぐんないい女です。

「しかしまあ、これで馬鹿どもに従って痛い目に遭ったやつらは、誰だれに従ったほうが得か知っただろう。俺がわざわざ頭下げて、責任が馬鹿どもだけに行くよう動いてるんだからな。いくら感謝されても足りんだろ」

「これで忠実な兵隊のできあがりって？　全部あなたが画えを描かいたくせに、どの面つら下げてそんなことを言ってるんだか」

　それを聞いてくくくくと、羊飼さんは思いっきり悪者笑いをする。すごくラスボスって感じです。

　そんなラスボス羊飼さんはしばらく笑ってから、麗狐さんに聞いた。

「……で、涼りよう子こはどうだった？」

「あのお嬢じようちゃんね。んー相変わらずあなたはとことんまで嫌きらわれてるわね、無理もないけど。あと、パチンコ使う彼といい感じになってきてるみたいよ？」

「そりゃよかった」

　そうさらっと言った羊ひつじ飼かいさんに、麗れい狐こさんは驚おどろきの表情を浮かべる。

「よかったの？　あなた、あの娘こを狙ねらってるのに、仲が深まるのはまずくない？」

「お前は全然わかってないな。ただ喰くうより、想おもい合う二人の仲をずたずたにしたあと喰うほうが美味うまいだろうが。そうだな……惚ほれた女を護まもれず悔くやし涙なみだを流す男を前にして、女をおいしくいただくとかものすごく楽しそうだろ。それなら二人が想い合ってれば想い合ってるほどいい。そのためなら俺はキューピッド役だって喜んでやってやるよ」

「…………惚ほれ惚ぼれするほど最低ね」

「そんなに褒ほめるな」

「褒めてないわよ。それにしても……あなた、あの大おお神かみって娘にものすごく執しゆう着ちやくしてるわね」

　探るような麗狐さんの目つきに気づいているのか気づいていないのか、羊飼さんは本音で答える。

「執着か……たしかに執着してるかもな。逃にがした女が、けなげにもがんばってあれだけの女になってたんだぞ。どれだけの決意でどれだけの努力をしてどれほどの苦しい思いをしたのか。それを考えたらもう……」

　そこで羊飼さんはおおかみさんのことを思い出したのか、犬歯をむき出しにして言った。

「……めちゃくちゃにしてやりたくなるだろ？」




　　　おおかみさんがんばった亮りよう士しくんにご褒ほう美びをあげることにする




　暗くなった通学路を、おおかみさんとりんごさんは仲良く並んで歩いていた。長かった一日もようやく終わり、家路についているのだ。鬼おにヶが島しまの一件でへとへとになり、二人とも口数が少ないかと思いきや……

「………………………………………………え？」

　おおかみさんの言葉に、りんごさんが近年まれに見るすさまじいアホ面づらを浮かべた。

「もっもう一度お願いしますの」

「だっだからな。…………なんというか、あのヘタレも最近がんばってるからな……まあ、まだまだなんだが……でも、がんばってることには間ま違ちがいねーし、本当はめんどくさくていやでいやで仕方ないんだが、……なにもなしっつーのもどうかと思うし、労をねぎらってやらんでもないかなと思ったわけだ」

「…………」

「だから……あのボケが調子に乗らない範はん囲いでなんかしてやろうと……思ったんだが……でも、相手のいやがることしても仕方ないから…………ってりんご？」

　そこでアホ面づら下げて固まっていたりんごさんの目からぶわわっと涙なみだがあふれ出る。

「涼りよう子こちゃん……りっりっぱになって……」

「なんで泣いてんだよ!!」

「だって、だって涼子ちゃんが……あの、身体からだ鍛きたえて、プロテインとか生卵とか飲んだりして、毎日ふんふん言いながら腹筋とかしちゃって、手足におもりつけて日常生活送ったりして、あなたいったいどこのバトルマンガの主人公ですの？　それでラブコメのヒロイン張っていけると思っているんですの？　って感じの涼子ちゃんが……」

「………………お前、オレに喧けん嘩か売ってんだろ。あとラブコメヒロインって言うな！」

　おおかみさんはジト目でりんごさんを睨にらむ。でも、往おう生じよう際ぎわが悪いです。だっておおかみさん、最近のあなたはラブコメヒロインにしか見えませんよ？

「まあ、それはともかくですの」

　けろっと泣きやんだりんごさんが言う。

「森もり野の君がなにやったら喜ぶかですけど……かわいい下着で夜ばいでもかければ……」

「却きやつ下かだ」

「校舎裏にでも呼び出して、赤い顔でそっぽ向きながら、『オッオレはお前のことが……その……きっきらいじゃない』とでも言えば……」

「論外だ！　つーかお前、なんでその台詞せりふを知ってる!!」

「………………あれ？　涼子ちゃん、あなた同じようなこと言ったことあるんですの？　私はただ、涼子ちゃんの行動、性格から言いそうな台詞をピックアップしただけなんですけど」

　りんごさん、あなたはエスパーですか。本気で底が知れない女の子です。

「うぐぐぐ…………」

「まあ、それはあとで追つい及きゆうするとして……そうですのね……ふわふわ犬耳つけてふさふさしっぽつけて、くぅ～んとかかわいい声で鳴きながらすり寄ってじゃれついたりなんかしたら、大喜びで萌もえ死ぬはずですの！　というかそんなことされたら私が萌え尽つくされちゃいますの!!

「死ねっ！　ゆっくり死ねっ!!」

　おおかみさんはどんどん人にものを頼たのむ態度じゃなくなってます。まあ、この場合はりんごさんが悪いんですが。

「んもう、わがままですのね」

「……………………りんご」

　おおかみさんは切れる寸前です。そんなおおかみさんに、からかうのはここらが潮しお時どきだなと思うりんごさん。その見きわめのたしかさはもうすでに匠たくみの域です。さすがおおかみさん研究の第一人者です。

「はいはい、わかってます、わかってますの。この私が意地っ張りな涼子ちゃんが自分を騙だませる感じの、素す敵てきで無敵な作戦を伝授してあげますの」

「なんかむちゃくちゃ気になるところがあったが……そこはまあいい。で、それはどんな作戦だ？」

「基本、涼りよう子こちゃんのことが大好きな森もり野の君は、涼子ちゃんと二人きりでいられるだけで、それがご褒ほう美びになるんですのよ」

「…………」

　おおかみさんが真っ赤になって黙だまり込む。りんごさんの言葉に照れてるんですね、実にラブリーです。

　そんなおおかみさんに、りんごさんは秘策を伝授した。

「だから……ごにょごにょごにょ」




　翌日、おおかみさんが亮りよう士しくんに話しかけた。

「亮士」

「なんスか？」

「この間の登校日のときに、お前、犬の散歩が日課で朝が早いと言ってたよな？」

「はいっス」

「…………その散歩にオレも混ぜてくれ」

「え？　涼子さん、朝弱いんじゃなかったっスかね？」

「そうなんだがな……もう夏休みも終わるだろ」

「そうっスね」

「だからずれた体内時計を元に戻もどさないといけないからな、あとお前の犬たちとも遊びたいし……というか、犬たちと会えると思えば、朝起きられる気がするからな」

「なるほど、涼子さんうちの犬好きっスもんねぇ。……いいっスよ。とりあえず朝七時頃ころに、涼子さんちの前辺りに行けばいいっスか？」

「おう、それでいい」

　なるほど、これだけ言い訳をつけられれば、意地っ張りなおおかみさんでも大だい丈じよう夫ぶです!!

　さすが、策士のりんごさんです。おおかみさんのことがわかってますね。




　……と、そんなことがあって翌日の朝。

　ジャージにＴシャツという散歩する気満々な格好のおおかみさんが学生マンションの前で立っていると、白と黒の愛犬二匹ひきをつれた亮士くんがやって来た。

「おはようっス」

「おお！　お前ら朝から元気だな！」

　亮士くんの挨あい拶さつをスルーして、おおかみさんは亮士くんの愛犬たちと戯たわむれ始める。

　すんごいいい笑え顔がおをしたおおかみさんと、そんなおおかみさんにわふわふ言いながらまとわりつく愛犬二匹。

　なんか、実に取り残された感のある亮りよう士しくんです。しかし、こんなことでへそを曲げる亮士くんではありません。だって今日の散歩はおおかみさんと二人きりなのです。

「じゃあ、行くっスか。……いつもは適当に回ってたんスけど、今日は途と中ちゆう公園にでも寄って遊んだりするっスか？」

　できるだけ長く一いつ緒しよにいたいからという気持ちを隠かくして、亮士くんはさりげなくルートの変へん更こうを申し出る。

「おう、それでいい」

　おおかみさんも、今日は素す直なおです。

「あ、これ持つっスか？」

「おう」

　亮士くんは片方のリードをおおかみさんに渡わたす。

　そして、二人の朝の散歩が始まった。

　朝のさわやかな空気の中、おおかみさんと亮士くんが並んで歩きます。

　特に会話はなく、でも居い心地ごこちは悪くない。お互たがいに、少しだけ隣となりを気にしつつ歩いていく。

　むずがゆく甘あま酸ずっぱく、すごく青春って感じです。なんかもう、うわああああああと唐とう突とつに叫さけび出したくなるほど青春です。ちくしょう……ちくしょおおおおおぉうとか言いながら布ふ団とんを殴なぐりたくなるほど青春です。

　そんな青春真まっ盛さかりなおおかみさんと亮士くんは、お互いにこの時間が長く続けばいいと思っているかのようにゆっくりと散歩を続け、かなりの時間をかけてようやく公園に到とう着ちやくする。

　公園に入ると、そこには子供たちの集団がいた。

　どうやら、ラジオ体操をしていたようだ。

「ラジオ体操っスか」

「終わったあとみたいだな」

　そう話しながら、おおかみさんと亮士くんがわいわいと家路につく子供たちを眺ながめていると、一人のガキがおおかみさんと亮士くんを見て叫んだ。

「あっ亮士だ!!」

「涼りよう子こお姉ちゃんもいる!!」

　そして、ガキが七匹ひきほどわらわらと走り寄ってくる。

　こいつらは、ついこの間色々あっておおかみさんと亮士くんが面めん倒どうを見ていた、白しら雪ゆきさん家ちの悪ガキどもだった。

「おう、お前らか……」

　おおかみさんは、そんなガキたちに話しかけるが……

「うおお!!　犬だ!!　犬がいるぞ!!」

「ほんとだー」

「でけー!!」

「ねえ、嚙かむ？　嚙む？」

「触さわっていい？」

　なぜか、収拾がつかなくなりそうなほどに、犬を見たガキどもは興こう奮ふんしている。おおかみさんと亮りよう士しくんはそんなガキどもに苦笑し顔を見合わせたあと、優やさしく言う。

「優しく触るなら、大だい丈じよう夫ぶっスよ」

「あと、嫌いやがられることはすんなよ。お前らも嫌なことされるのは嫌だろ？」

　そう注意する二人に、ガキどもは威い勢せいよく返事をする。

「「「「「「「うん、わかった!!」」」」」」」

　しかし、威勢のよさはどこへやら、手を伸のばすガキどもはおっかなびっくりな様子だ。ひとりがおそるおそる犬に触ふれ、どうやら大丈夫だとわかったところで残りの六人も触り始める。

「うわーもふもふ」

「いいこいいこー」

　なでられまくりだが、よくしつけられた犬たちはおとなしくしている。……まあ、ちょっとだけ迷めい惑わくそうではあるが。

「名前はなんていうの？」

「黒いほうがエリザベスで、白いほうがフランソワっス」

「うおお！　エリザベス!!　かっけー!!」

「フランソワよしよし～」

「ねっ、ねっ、散歩していい？」

　興こう奮ふんするガキどもに、そう言われ亮士くんは少し考えたあと、言った。

「そうっスね、この公園から出ないと約束するならいいっスよ」

「うん、約束する!!」

「ありがとう!!」

「じゃあ、行くぞエリザベス!!」

「フランソワもっ!!」

　リードを手て渡わたされたガキどもは、犬たちをつれて公園の中を走り回り始める。

　おおかみさんと亮士くんは犬と遊ぶ子供たちを見ながらベンチに並んで座った。

　そして、おおかみさんが心地ここちよさに目を細めながらつぶやく。

「…………いい朝だな」

「…………そうっスね」

　さわやかな風に柔やわらかな日差し、聞こえてくるのは子供たちの騒さわぐ声。静かに流れる穏おだやかな時間。おおかみさんと亮りよう士しくんは今まさに二人だけの空間にいた。それが心地ここちよい。

　………………………が、いい感じにもかかわらず、やっぱり出てくるおじゃま虫。

「うおー!!　涼りよう子こねーちゃんと亮士がなんかいい雰ふん囲い気きになってるぞ!!」

「まじでっ!?」

「ほんとだー」

　ちゃかすガキどもに、おおかみさんは大人げなく叫さけび返す。

「なってねーよ!!」

　いやいや、なってました。それがわかっているから顔が赤いんじゃないですか。

「キスしろキス!!」

　そして始まるキスコールに、おおかみさんは、

「しねーよ、こらー!!」

　そう叫びながら、ガキどもに突とつ撃げきする。おおかみさんに追いかけられ、とっつかまるガキどもを見ながら亮士くんはつぶやいた。

「ほんと、いい朝だ」

　楽しそうに子供たちを追いかけ回すおおかみさんに、笑う子供たち。

　亮士くんは目を細めながらそれを眺ながめる。そして、幸せそうなおおかみさんの笑え顔がおが自らの誓ちかいを思い出させる。絶対に忘れないように胸に刻み込み、その誓いをもう一度口にした。

「………………絶対に、護まもってみせる」




　そして、九月に入り二学期初日、長い休みも終わり学校が再開した。

　夏休みボケですごく疲つかれた感じのテンション上がらない生徒たちが登校している。

　そんな実にだれた空気の中で、恒こう例れいとなってきた照れ殴なぐりするおおかみさんと、吹ふっ飛ばされる亮士くんですが……

「いっ痛いっスよ、涼子さん、ははは」

　亮士くんは殴られながら笑ってます。なにやら開眼してしまっている感じがします。

　どうやら夏休みが終わるまで続いたおおかみさんとの朝のお散歩はとても楽しめたみたいですね。

　ただただ二人で並んで歩いて、ただただなんでもない時間が流れただけなんですが、亮士くんにとっては至福の時間でした。

　犬と戯たわむれてゆるゆるになったおおかみさんも見られましたし、もうたまりませんでした。

　……色々がんばっている亮士くんですし、これくらいの役得は問題なしでしょう。

「くふふ」

「きっ気持ち悪わりーなおい」

　いくら殴っても気にしなくて、それだけでなく思い出し笑いなんかしてる気持ち悪い亮士くんに、おおかみさんどん引きしている。

　微び妙みように進んだ感のあるおおかみさんと、亮りよう士しくんの仲。

　なにやら暗雲たちこめてきた感のあるおおかみさんの周囲ですが、亮士くんのあの誓ちかいがある限り大だい丈じよう夫ぶでしょう。なんてったって亮士くんはおおかみさんのヒーローなんですから。

「ふひひ」

　…………ヒーローなんですから!!


……めでたしめでたし









　　　あとがき




　すいません。どうもお久しぶりですいません。沖おき田たですいません。………………すいません。

　とりあえず、すいません以外の言葉が出てきません。今回なぜ遅おくれたのか？　私が愚おろかだからです。ヘタレで救いようのない屑くずだからです。それ以外の理由なぞ存在しておりません。

　なんかもう、すいませんだけであとがきを埋うめたいところですが、気持ち悪いし読んでも楽しくないと思うので、さっさと恒こう例れいの解説に行っちゃうことにしましょう。

　それでこの巻は、一応オオカミさん５のあとがきに書いたように、燃えを目指したはずです。

　結果は……皆みなさんのみが知るって感じで。これから先は超ちよう絶ぜつ☆ネタバレなので、気をつけてください。




【おおかみさんがすごく見られる話～元ネタ、王様の耳はロバの耳】

　亮りよう士しくんが深い穴におおかみさんの秘密とかを大声で叫さけんだために、おおかみさんがすごく見られて、その結果おおかみさんがイライラしたり不安になったり怒おこったり、ヒロインにあるまじき狂くるい方かたをする話。……おおかみさんが、なんかすごい叫び声を上げましたね、ヒロインなのに。

　話としては、おおかみさんが色々考える契けい機きになってよかったねというものです。おおかみさんは今のままなら嫉しつ妬とすることすらできないわけですよ。亮士くんは亮士くんでなんというか……馬ば鹿かでした。しかしまあ、環かん境きようやらトラウマやらでいびつに歪ゆがんだ二人は少しずつ成長して、少しずつまともになって、少しずつ影えい響きようし合って、少しずつ仲を深めていくのです。

　…………と、なんだかきれいにまとめてみました。




【アリスさんが逃にげ回る話～元ネタ、色々……】

　これは色々な童話やら神話やら昔話やらが混じってます。不思議の国のアリス、因いな幡ばの白ウサギ、アリとキリギリス、一いつ寸すん法ぼう師しあたり？

　頭とう取どりさんとアリスさんの過去設定は最初からこんな感じで考えてました。

　童話のキリギリスは遊んでましたけど、見方を変えればあれって歌という特技持ってるということですよね。歌が当たればアリより稼かせぎでかいですよ。当たらないとのたれ死にますけど。

　……話がそれました。ともかく、変なスキル持ちの頭取さんは非常時に強かったのです。平時に強いアリスさんと非常時に強い頭取さんは、いいコンビですねということで。

　ラスト付近のアリスさんの葛かつ藤とうは、なんだか書いてて異常に楽しかった。アリスさんはクールな顔して色々かわいいことを考えてるのです。というか普ふ段だんのアリスさんの方が少し背せ伸のびをしているんですよ。言動とか格好とか。特に前の話で少し出た、アリスさんの髪かみ型の話なんて涙なみだなしでは語れませんよ。……そんな、アリスさんの報むくわれなさっぷりは個人的に大好きです。

　故ゆえに、私の目の黒いうちに二人はくっつきませんというか、くっつく様を書くつもりはありません。アリスさんと頭とう取どりさんの関係は、実に複雑というか家族で幼なじみという最高に近すぎる関係なので、恋人同士の二人が想像できないし。

　個人的には、二人がくっつくとしたら……。それぞれほかの相手と恋愛してて、二十代も中ちゆう盤ばんにさしかかった頃ころに、アリスさんが恋人に二ふた股またかけられたあげくに、「お前は強い女だから一人でも大だい丈じよう夫ぶだろう、でも彼女（浮気相手）にはオレが必要なんだ！」とか言われてふられて、ショックを受けたアリスさんやけ酒をする。そして、酔よった勢いで頭取さんを呼び出して愚ぐ痴ちって、頭取さんが慰なぐさめたら逆ギレして、「心にもないこと言わないでください！　だったらりっくんがもらってくれるとでも言うんですか!?」とかアリスさんが叫さけんで、頭取さんが「いいよ？」みたいにさらっと言って、気がつけば交際期間ゼロで婚こん約やく、次の日には家族に挨あい拶さつして半年後にはもう式みたいな。それで結婚式に呼ばれた大人になったおおかみさんたちに、「やっとくっついたのか……」って言われるみたいな感じ？　…………なんか書いてて、その情景がありありと浮かんできました。これ公式設定にしちゃいましょうか（笑）

　アリスさんの話が出たので次はりっくんの話を。頭取さんのリストという名前は、キリギリスだから桐きり木きリス……リストでいいか、そんな名前の音楽家がいた気がするし、キリギリスはやっぱ音楽家だろうし、アリスさんと同じでカタカナ三文字だし、なによりほかに思い浮かばないし……ということで決まりました。どう考えても日本人の名前じゃないですが気にしない。

　あと、なんだかひょっこり出てきて乙おと姫ひめさんと和解してた宇う佐さ見みさん。今後の展開のために、本性を出してもらう必要があったのです。それはまあ、最後に地じ蔵ぞうさんが出てきたのと関係があって、今、オオカミさんスピンオフで地蔵さんが主人公の話を書いてたりするんですよね。地蔵さんはお婆ばあさん役も兼けん任にんしているので、婆ばばと兎うさぎでかちかち山をやるんです。ほかにも爺じじと婆が出てくる日本昔話で何話か書く予定だったり。コンセプトはやっぱり少女マンガ。地蔵さんと花はな咲さきさんのラブストーリーをやります。……ここまで書いてしまったら、もう後には引けないのでマジがんばります。電でん撃げき文庫マガジンに連れん載さいとかされるかもしれませんが、しなかったなら沖おき田たがまたヘタれやがったとか、穴でも掘ほって叫んでくださ……すいません。




【亮りよう士しくんが猫ねこさんと修しゆ行ぎようしてパワーアップする話～元ネタ、長なが靴ぐつを履はいた猫】

　長靴を履いた猫は、猫が主人公を立身出世させる話なので、猫さんには主人公を成長させるアニキな役どころをやってもらいました。これで亮士くんは見ないで～という発ほつ作さをあんまり起こさなくなるに違ちがいありません。ヒーローである亮士くんには、ヒロインであるおおかみさんのために、少しずつでも強くかっこよくなってもらわないといけないのです。

　あ、とりあえず敵が必要だったので出した鮫さめ島じま鬼おに塚づか真ま王おうの嚙かませ犬いぬ三人衆ですが、すぐ退場決定だったので、キャラ設定は適当です。鮫さめ島じま：しつこい。鬼おに塚づか：自分を賢かしこいと思っている馬ば鹿か。真ま王おう：ゲームの中ちゆう盤ばんぐらいで出てくる、魔ま王おうと名乗ってるくせに倒たおしてみたら実は真のボスがほかにいたみたいな中ボス、ぐらいのことしか考えてません。鮫、鬼、魔王に対する偏へん見けんそのままですが……まあいいかなと。嚙かませ犬いぬだし、もう二度と出てこないと思うし。

　そんなことより、亮りよう士しくんがパワーアップ。これで、ハートはホット、頭はクールな状態でラスボスに挑いどめるんですよ。やっぱ敵がいると、主人公が強くなる理由になっていいですね。好きな娘このためにというのは、世界の平和を守るためとかいう理由より個人的に好きです。

　そしてラスボスはというと。なんか暗あん躍やくしたあげくに最後のあたりで酷ひどいこと言ってた、マジ、出るシリーズ間ま違ちがえてんじゃねえ？　って感じの羊ひつじ飼かいさんはこれ以降最終話ぐらいまで出てこないんじゃないかなと思います。しばらく泳がせておいて、おおかみさんと亮士くんの仲がいい感じに育ったところでおおかみさんを食べようとするでしょう。だからラスボスなのです。最後に出るし。

　そういえば、この話のもう一人の主役はショタでアニキな猫ねこさんですが、中学生のおおかみさんを見捨てる過去の猫さんの雄ゆう姿しは、オオカミさん３あたりに出てきます。あのシーンを書いたときは、うーん、この仕込みを使えるくらいシリーズ続くかな、使えたらいいなぁって感じだったので、使えてよかったです。ついでに言うと、猫さんはキャラが立ちすぎた浦うら島しまさんに、御お伽とぎ銀行メンバーの座を奪うばわれた人だったりもします。でも出すまでの時間ができた分、キャラとか色々練り込めたので、結果オーライです。個人的に猫さんは好きなキャラですよ。嚙かむし。

　あと、うなじさんにいただいたキャララフが素す敵てきすぎたりもしたので、また出したいなぁ。

　……解説はこんな感じでしょうか。オオカミさん４は笑い、５はいい話、６は燃えというテーマを勝手につけて書きましたが、次の巻からしばらくというか、最終巻までは馬鹿話やらちょっといい話やらが続くと思います。なんかものすごく馬鹿なお話が書きたくなってきましたし。

　やっぱ私は骨の髄ずいまでコメディ作家なんですかね。禁断症しよう状じようが出そうになるってどんだけー。




　とまあ、なんかだらだら書きましたが、最後にお世話になった皆みな様へのご挨あい拶さつを。

　担当の高たか林ばやしさん。遅おくれまくりで分割入にゆう稿こうさせたあげくに、ここ変えたいここ変えたいと、ギリギリまでお願いしまくりですいませんでした。この本が七月に出たのなら、それはもう高林さんのおかげとしか言いようがありません。ありがとうございました。

　イラストのうなじさん。いつもすばらしいイラストをありがとうございます。なんかもう完かん璧ぺきとしか言いようがありません。今回も素敵なイラストを期待しています!!

　この本が出るにあたりお世話になった皆様。今回私がヘタれたせいで、そのしわ寄せで色々あったと思いますが……すいませんでした。そしてありがとうございます。

　最後にこの本を読んでくださった皆みな様、本当にありがとうございました。オオカミさんシリーズも六冊目、これはもう皆様のおかげです。この本を読んで愉ゆ快かいなひとときを過ごしていただけたなら、作者としてこれ以上の幸せはありません。

　それでは次は……雪ゆき女おんなとか醜みにくいアヒルの子とかが来そうな感じですが、どうなるかは相変わらずわかりません。地じ蔵ぞうさんの話もどうなるかわかりません。先…………わかりません。

　が、どちらにしろ愉快で楽しいお話を皆様にお届けできるよう努力いたしますので、次もよろしくお願いします。


沖おき田た 雅まさし
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沖おき田た 雅まさし

[image: ↓]が出ました。しかも猫耳ついてます。猫耳美少年です。色々とこびまくりなキャラ設定です。時々語尾ににゃとかついたりします。でもアニキ。男が惚れるいい男って大好きなんですよね……腐ってない方の惚れるですよ？

[image: ]




イラスト／うなじ

広島在住イラストレーターという名の無職ひきこもりなのに今回本文中に呪いをかけました。かかってしまいました。でもこの名前、神に還しません。命のほうはかまいませんが！
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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